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福岡少年野球連盟
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第11回毎日新聞社旗争奪こいのぼり少年野球大会 平成23年 5月 3～ 5日
(毎 日新聞社ヘリコプター・オオルリから)
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援
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一の
部
は
５
日
、
３５
チ
‐
ム

東
区
の
雁
の
巣
レ
ク
リ
一が
参
加
し
て
開
幕
し
た
。

力強 く選手宣誓する奮

松少年野球 クの渡辺智

也主将

笛
松
の
倉
岡
英
輝
選
手
が

選
手
宣
誓
。
初
日
は
７
パ

ー
ト
に
分
か
れ
た
リ
ー
グ

戦
が
あ

っ
た
。

準
決
勝
、
決
勝
は
と
も

に
１２
日
に
開
か
れ
る
。

試
合

結

果
は
次

の
通

り
。

▽

１
回
戦

　
佐
賀

・
福
富

少

年

野
球

ク

ー２
‐

２
吉
丼
ク

、
浮

羽

・

福
富

少
年

野
球

ク

ー２

‐
２
城

南

キ

ッ
ズ
、

安
心
院

ス
ポ
ー

ツ
少

年

団

４

１

０

千

代

田

東

部

少

年

野

球

ク

、
有

田
中
部
球

友
ク
３

１
２

サ

ン
ボ
ー

イ
ズ
、
み
や

ま

ラ

ッ
シ

ャ

ー

ズ

２

１

０

日

の

里

少

年

野

球

ク
、
朝
倉

マ
リ

ナ
ー

ズ
３
１

１

三

郎
丸

ド
リ

ー
ム

ス
２‐
、
院
内

グ

レ

ー

ト
サ

ラ

マ
ン
ダ

１
６
１

０
鯰

田

リ

ト
ル
キ

ッ
ズ

、
八
幡
ク

ラ

ブ
ジ

ュ
ニ
ア
７
１

１
東

福
間

Ｓ

Ｓ
Ｅ
、

玄
洋

少
年

野
球
ク

ー２
‐

１
河

東
西

オ
リ

オ

ン
ズ

、
若

宮

ス
タ

ー

ズ
少

年

野

球

ク

ｎ

１
１

北

方

小

球

友

会
、
朝

日
少
年

野
球

団
２

１

１

玉

川

ス
ポ

ー

ツ
少
年

団

、
甘

木

ゴ
ー

ル
デ

ン

フ

ェ
ニ

ッ
ク

ス
８
１

１
飯

倉
少

年

野
球

ク
、
土
丼

ジ

ャ
ガ

ー

ズ
３

１

１
御
幸

タ
イ
ガ

ー

ス
、
古

賀

イ
ー
グ

ル

ス
ー４
‐

２

Ｆ

Ｉ

Ｔ
ジ

ュ
ニ
ア
、
瀬
高

シ

ャ
ー
ク

ス
６
１

１
有

明
少
年

野
球

ク
、
香

椎

少
年

野
球
部

６
１
０

上

田
ノ
浦

レ

ッ
ズ

▽
２

回
戦
　
佐
賀

・
福

冨
少
年

野

球

ク

７

１

０

菖

松

少

年

野

球

ク

、
浮

羽

・
福

富

少
年

野
球

ク

５

１

２

大

石
ジ

ャ
イ

ア
ン

ツ
、

安
心

院

ス
ポ

ー

ツ
少

年

団

Ｈ
１

０

小

石

原
デ
イ

ア
ー
ズ
、
有

田
中

部
球

友

ク
５
１

３
志
波

ベ
イ

ス
タ

ー

ズ
、

み
や
ま

ラ

ッ
シ

ャ
ー

ズ
２０
‐

０

星

の
原

ス
タ

ー
ズ
少

年

野
球

部

、
朝

倉

マ
リ
ナ
ー

ズ
７
１

３
博

多

の
森

ジ

ュ
ニ
ア
ホ
ー
ク

ス
、
宗
像
ク

ラ

ブ
ラ
イ
オ

ン
ズ

Ｈ
１

０
院
内
グ

レ

ー
ト
サ

ラ

マ
ン
ダ

ー
、
八

幡
ク

ラ

ブ
ジ

ュ
ニ
ア
９
１

２
田
主

丸
少

年

野
球

ク
、
玄

洋
少

年

野
球

ク
３
１

０
矢

ケ
部
少

年

野
球

ク
、
若
宮

ス

タ
ー
ズ
少
年

野
球

ク
８
１

７
夜

須

イ
ー
グ

ル

ス
、

朝
日
少

年
野
球

団

６
１

５
千
年
ド

ラ
ゴ

ン
ズ

、
元
岡

少
年

ス
ピ

リ

ッ
ツ

（
抽
選
勝
ち

）

２
１
２
甘
木

ゴ
ー

ル

デ
ン

フ

ェ
ニ

ッ
ク

ス
、
土
丼
ジ

ャ
ガ

ー
ズ
２
１

１
宮
竹

少
年
野
球

ク
、
筑
紫

ビ

ッ

キ

ー

ズ

４

１

３

古

買

イ

ー

グ

ル

ス
、
南

風
少

年

野
球

９
１

０
瀬
高

シ

ャ
ー
ク

ス
、
杷

木
ジ

ュ
ニ
ア
ホ

ー
ク

ス
４
１

０
香

桂
少
年

野
球
部

低
学
年

の
部
の
試
合

結

果
は
次

の
通
り
。

▽

Ａ
パ

ー
ト
　
山

鹿

ビ
ク
ト

リ

‐

‐２
‐

５
瀬
高

シ

ャ
ー

ク

ス
、
笛

松
少
年

野
球
ク
９
１

２

瀬
高
シ

ャ

ー
ク

ス
、
山
鹿

ビ
ク
ト

リ

１
８
１

４
竹

野
レ

ッ
ズ
、

戸
崎

フ

ァ
イ

タ

‐
ズ
‐５

‐

１
笛
松

少
年

野
球

ク
、

戸
崎

フ

ア
イ
タ

ー
ズ
８
１

４
竹
野

レ

ツ
ズ
▽
Ｂ
パ

ー
ト
　

田
主
丸
少

年

野

球
ク
５
１

４
南
丘

少
年

ク
、
東
川

登
少
年

野
球

ク

ー０
１

７
御
幸
タ
イ

ガ

ー

ス
、

田
主

丸
少
年

野
球
ク

８

１
３

野
菊

ベ
ー

ス
ポ
ー

ル
ク
、
南

丘
少
年

ク

ー０
１

７
御
幸

タ
イ
ガ

ー

ス
、
東

川
登
少
年

野
球

ク
２
１

２

野
菊

ベ
ー

ス
ボ

ー
ル
ク

▽
Ｃ
パ

ー

ト
　
光
貞
ジ

ェ
ッ
タ

ー
ズ
９
１

０
杷
木

ジ

ュ
ニ
ア
ホ
ー

ク

ス
、

矢
ケ
部
少
年

野
球
ク
３
１

１
大

革

野
少

年

野
球

、
杷
木
ジ

ュ

ニ
ア
ホ
ー

ク

ス
８
１

３

折
尾

イ
ー

グ

ル

ス
、
光
東

ジ

ェ

ッ
タ

ー
ズ
６

１

２

矢

ケ
部
少
年

野
球

ク
、
折

尾

イ
ー
グ

ル

ス
７
１

４
大
草

野

少
年

野
球▽

Ｄ
パ

ー

ト
　
一円
葉

ベ
ー

ス
ボ

ー
ル
ク

４
１

４
冷

泉
少
年

フ

ァ
イ

タ

ー
ズ

、
春

日
少

年

野
球
ク

６
１

１
長
住

少
年

野
球
部

、
言

木

ゴ
ー

ル

デ
ン

フ

エ
ニ
ッ
ク

ス
６
１

３
青

葉

ベ
ー

ス
ポ

ー
ル
ク

、
長
住

少

年

野
球

部

４
１

３
冷
泉

少
年

フ

ァ
イ

タ

ー

ズ
、
言

木

ゴ
ー

ル
デ

ン

フ

エ

ニ

ッ
ク

ス
ー
ー
０

春

日
少

年
野
球

ク

▽

Ｅ
パ
ー
ト
　
夜

須
イ
ー
グ

ル

ス
３
１

３

Ｆ

Ｉ
Ｔ
ジ

ュ
ニ
ア
、

香

椎

コ
ン
ド

ル
９
１

１

原
北
ウ

イ

ン

グ

ス
少
年

野
球

ク
、
別

府
少
年

野

球

部

８
１

４
夜

須
イ

ー
グ

ル

ス
、

Ｆ

Ｉ
Ｔ
ジ

ュ
ニ
ア
９
１

４
原
北
ウ

イ

ン
グ

ス
少
年

野
球
ク

、
香
椎

コ

ン
ド
ル

ー０
１

１
別
府

少
年

野
球
部

▽

Ｆ
パ

ー

ト
　
博

多

の
森
ジ

ュ

ニ
ア
ホ

ー
ク

ス
５
１

３

日

の
里
少

年

野
球

ク

、
筑
紫

ビ

ッ
キ

ー

ズ
Ｈ

１

１
前

原
南
少
年

野
球
ク

、
千
年

ド

ラ
ゴ

ン
ズ
７
１
６
博

多

の
森

ジ

ュ
ニ
ア
ホ
ー

ク

ス
、

日
の
里

少
年

野
球

ク

ー９
‐

５
前

原
南
少

年

野
球

ク
、
筑

紫

ビ

ッ
キ

ー

ズ
ー２

‐

１
千

年

ド

ラ
ゴ
ン
ズ

▽
Ｉ
パ

ー

ト
　
桜

野

ホ
ー

プ

ス

７
１

７
北
方

小
球

友
会

、
宇

美

ジ

ャ
イ

ア
ン
ツ

Ｈ
１

１
宗
像

ク

ラ
プ

ラ
イ
オ

ン
ズ
、
自
由

ケ
丘

フ

ァ
イ

タ

ー
ズ
５
１

３
桜

野
ホ

ト
プ

ス
、

宗
像
ク

ラ
フ

ラ
イ
オ

ン
ズ
６
１

２

北

方
小

球

友
会

、
宇
美
ジ

ャ
イ

ア

ン

ツ
５
１

１
自

由

ケ
丘

フ

ァ
イ

タ

ー

ス



玄
海
サ
ン
ジ

ュ
ニ
ア
が

優
勝

洲

原
北
ウ
イ
ン
グ
ス
惜
敗
で
準
Ｖ
ョ

県
内
４８
チ
‐
ム
が
参
加

一
ス
ポ

ニ
チ
旗
争
奪
学
童
野

し
た
第
３‐
回
サ
ン
デ
ー

・
一
球
大
会
の
準
決
勝
、
決
勝

・イズチ
‐
ム
の
ム
ー
ド
・メ
ー
カ
ー

ボ

規
　
　
弊卸
弊
旋
６
年
生
の
錦
さ
ん

初
優
勝
し
た
玄
海
サ
ン
ジ

ュ
ニ
ア
の
選
手
た
ち

準
優
勝
の
表
彰
を
受
け
る
原
北
ウ
イ
ン
グ
ス

少
年
野
球
ク
の
選
手
た
ち

が
Ｈ
月
２８
日
、
北
九
州
市

小
倉
南
区
の
太
陽
の
丘
公

園

グ

ラ
ウ

ン
ド

で

あ

っ

た
。
北
九
州
市
軟
式
野
球

運
盟
学
童
部
主
催
、
ス
ポ

ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞
社
共

催
、
毎
日
新
聞
社
な
ど
後

援
。決

勝

は

投

手
戦

と

な

り
、
玄
海
サ
ン
ジ

ュ
ニ
ア

（
宗
像
市
）
が
１
１
０
で

原
北
ウ
イ
ン
グ
ス
少
年
野

球
ク
ラ
ブ

（福
岡
市
）
を

破
り
、
初
優
勝
を
飾

っ
た
。

試
合

結

果
は
次

の
通

り
。

▽
準

決

勝

大

　

　

南

　

　

ク

玄

海

サ
ン
細

「

抑
ア ‐ ‐
０ ２
・ ０

‐ ０

一４ ３

（
大

）

西
山

―

川
上

（
玄

）

高
山

―

丼

上

▽
三
塁
打
　
楠

（
玄

）

原
北

ウ
イ

ン
グ

ス
少
年
野
球

ク

〓電
　

　

ル 徊

０ 。

０ ３

ｍ
０ １
０ ０

型

３ ５

（
原

）
江

崎
、
島

田
、
江

崎

―

野

村

（
竜

）
白

石
、
迫

、
自

石
―
川
本

▽
決
勝

玄

海
サ

ン
ジ

ュ
ニ
ア

０．
０ 。

０ 。

０ 。
０ 。

０ ０

０ 〇

一０ ‐

原
北
ウ

イ

ン
グ

ス
少
年
野
球

ク

（
玄

）
高
山

―

丼

上

（
原
）

江

崎

―

野
村

▽

二
塁

打
　
嘉
村

（
玄

）

目
指
し
て
人

一
倍
練
習
を

積
み
、
今
シ
ー
ズ
ン
は

二

塁
手
で
活
躍
。
女
子
と
は

思
え
な
い
捕
球
と
送
球
を

見
せ
、
試
合
で
ピ
ン
チ
に

な
る
と
声
を
出
し
チ
ー
ム

を
盛
り
上
げ
た
。
田
代
智

之
代
表
は

「
雨
の
日
も
少

年
た
ち
以
上
に
元
気
が
あ

浅
尾
洋

一
監
督
や

コ
ー

チ
に
し
か
ら
れ
て
も
前
向

き
だ

っ
た
錦
さ
ん
。

「
エ

ラ
ー
を
し
な
い
で
ヒ

ッ
ト

が
出
た
試
合
は
忘
れ
ま
せ

ん
。
通
盟
最
後

の
理
事
長

旗
大
会
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

打

っ
た
時
は
、
と
て
も
う

れ
し
か

つ
た
」
と
振
り
返

っ
一た
。

野
球
に
打
ち
込
み
、
試

合
で
の
喜
び
や
悔
し
さ
を

経

験

し
た

少
年

少

女

た

ち
。
小
学
６
年
生
に
と

っ

て
は
卒
部
ま
で
残
り
わ
ず

か
と
な

っ
た
。

早
良
区

。
原
地
区
の
大

源

デ

ー

ィ

ズ

で
は
、

錦

礼
佳
さ
ん

（小
６
）
が
ム

ー
ド

・
メ
ー

カ
ー
と

な

り
、

チ
ー

ム
を

支

え

て

き

た
。
３

年

生

の

三
学

期
に
千
葉
県
か
ら
転
校
し

て
き
た
錦
さ
ん
。
前
小
学

校
で
野
球
チ
ー
ム
に
所
属

し
て
お
り
、
野
球
を
続
け

た

い
と

大

原

に

入

部

し

た
。ま

じ
め
な
性
格
で
、
率

先
し
て
ボ
ー
ル
を
ふ
い
た

り
、
道
具
の
片
付
け
を
し

た
。
レ
ギ

ュ
ラ
ー
入
り
を

Ｆ
夢
諭
「
ま
漁
「Ｊ秘
］＼

訂
1■1
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長住少年霧
創
部
鵡
周
年
記
念
式
典

選
手
う
酬
人

発
展
祝
う

長
住
少
年
野
球
部

（凌

國
雄
代
表
兼
福
岡
少
年
野

球
連
盟
理
事
長
）
の
創
部

４０
周
年
記
念
式
典
が
１９

日
、
南
区
の
長
住
小
体
育

館
で
あ
り
、
選
手
や
保
護

者
、
Ｏ
Ｂ
ら
約
１
０
０

人
が
チ
ー
ム
の
歴
史
を

振
り
返
り
、
発
展
を
祝
っ

た
。長
住
は
７０
年
に
初
代
監

督
、
故
土
屋
政
憲
さ
ん
と

凌
代
表

（当
時
。
福
岡
市

青
少
年
団
体
育
成
指
導
員

会
長
）
が
青
少
年
の
健
全

育
成
を
図
る
た
め

「長
住

団
地
少
年
野
球
同
好
会
」

と
し
て
発
足
し
た
。
７６
年

か
ら
凌
代
表
▽
８‐
年
か
ら

古
川
忠
さ
ん
▽
９７
年
か
ら

上
田
泰
正
さ
ん
が
監
督
を

務
め
、
０４
年
か
ら
５
代
目

監
督
と
し
て
古
川
忠
高
さ

ん
が
就
任
し
た
。
長
住
は

地
域
に
根
付
き
、
親
子
で

卒
部
と
い
う
人
も
多
く
、

近
年
は
各
大
会
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
、
他
チ
ー
ム

か
ら

「強
豪
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。

式
で
は
凌
代
表
が

「今

後
５０
、
６０
年
と
チ
ー
ム
が

続
く
た
め
に
も
、
関
係
者

が

一
層
の
努
力
を
し
、
野

球
が
で
き
る
環
境
を
つ
く

原
北
ウ
イ
ン
グ
ス

ベンチ入りを目指す

21番目の選手 乙藤祐樹君

っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
。
在
部
生
か
ら

歴
代
監
督

へ
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
記
念
品
が
贈

ら
れ
た
。

こ
の
日
は
卒
部
式
も
あ

り
、
小
学
６
年
生
１２
人
が

巣
立

っ
た
。

に
強
い
意
志
を
伝
え
、
入

部
体
験
に
足
を
運
ん
だ
。

原
北
の
上
級
生
部
員
は
６

年
生
６
人
、
５
年
生
１４
人
。

ち

ょ
ぅ
ど
２０
人
が
ベ
ン
チ

入
り
を
し
、
レ
ギ

ュ
ラ
ー

を
競
い
合

っ
て
い
た
。

江
崎

一
生
監
督
か
ら
は

「ま
ず
は
ベ
ン
チ
外
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
だ
け
ど
入
部

し
ま
す
か
？
」
と
投
げ
掛

け
ら
れ
た
。
乙
藤
君
は
迷

わ
ず

「
は
い
！
」
と
返
事

を
し
た
。

「練
習
内
容
や
チ
ー
ム

の
雰
囲
気
も
よ
く
、
頑
張

れ
る
と
思

っ
た
」
と
乙
藤

君
。
真
美
さ
ん
は

「不
安

一

だ

っ
た
け
ど
、
今
こ
う
し

一

て
好

き
な
野
球

が

で
き

一

て
、
転
校
後
も
す
ぐ
に
友

一

達
が
で
き
た
こ
と
は
と
て

一

も
う
れ
し
い
。
み
な
さ
ん

一

に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と

一

話
し
て
い
た
。
　
　
　
　
　
一

「
Ａ
Ｌ
Ｌ
　
ウ
イ
ン
グ

一

ス
」

（親
も
子
も

一
丸
と

．

な

っ
て
野
球
に
臨
む
）
を

一

今
季
の
テ
ー
マ
と
し
て
掲

一

げ
て
き
た
原
北
は
、
転
校

一

嘘
け
懇
磨まか
は
な
詢
は
「
一

一

も
各
大
会
で
優
秀
な
成
績

一

を
収
め
た
。　
　
　
　
　
　
・

ベ
ン
チ
入
り

（２０
人
）

を
目
指
し
、
練
習
に
力
の

入
る
２‐
番
目
の
選
手
が
い

る
。
原
北
ウ
イ
ン
グ
ス
少

年
野
球
ク
ラ
プ
に
所
属
す

る
小
学
５
年
の
乙
藤
祐
樹

君
だ
。

４
月
に
埼
玉
県
か
ら
転

校
し
て
き
た
。
福
岡
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス

・
川

崎
宗
則
選
手
の
活
躍
す
る

姿
を
テ
レ
ビ
で
見
て
、
小

２
か
ら
野
球
を
始
め
た
。

前
の
学
校
で
も
野
球
チ
ー

ム
に
入
り
、
ジ

ュ
ニ
ア
大

会

で
優
勝

の
経
験
も

あ

る
。

「福
岡
で
も
野
球
を

し
た
い
」
と
母
真
美
さ
ん

ベ ンチ入 りを目指 し練習 に励む

乙藤君



宮
竹
少
年
ク
が
優
勝

福
岡
市
内
の
小
学
生
軟

式
野
球
Ｈ
チ
ー
ム
が
参
加

し
た

「第
２
回
Ｆ
Ｂ
Ｃ
杯

少
年
軟
式
野
球
大
会
」
が

‐８
、
‐９
の
両
日
、
博
多
区

の
上
月
隈
公
園
野
球
場
で

あ

っ
た
。
福
岡
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
ク
ラ
ブ
主
催
、
毎
日

新
聞
社
な
ど
後
援
。

決
勝
リ
ー
グ
で
は
、
予

選
を
勝
ち
上
が

っ
た
博
多

レ
ッ
ド
キ

ッ
ズ
▽
宮
竹
少

一
嶼
一
”
中
〕
榊
一
¨
「

一
¨
¨
“
中
』
一
器
“
一
轟

縮

つ 竹
が
り
勝
し
、
優
勝
を

一
裁
２
″
窺
筵
〓
評
”
「

米

開
会
式
で
は
田
中
俊
郎

一
イ
ン
と
喜
ん
だ
。

大
会
会
長
が

「楽
し
く
、　
一　
試
合
結
果
は
次
の
通
り
。

」
』
毎
い
つ 命
“
一開
さ っ
】
一『
“

一
の
一
嗜
峰
¨
中
か
い
剤
「
鋼
蜘
薙

あ
い
さ
つ
。
月
隈
の
丼
上

一

俊
主
将
が

「悔
い
の
残
ら

な
い
よ
う
に
元
気
い

っ
ぱ

い
戦

い

ま
す
」
と
力

強

く
選
手
宣
誓
し
た
。
こ
の

後
、
選
手
た
ち
は
３
パ
ー

トに^
分かれた予選リー
一″“ルプ部引郊審晴瘤″けば

″
』
戦
に

そ

れ
一ぞ

れ

臨
一ん

一
１
中
一
『
”
¨
″
´
”
】
‐
０
若

―
ド
ボ
ー
イ
ズ
７
１
１
弥
生
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
、
若
久
団
地
少
年
野
球

部
５
１
２
筑
紫
丘
ピ
ュ
ー
マ
ー

ズ
、
月
隈
ス
ピ
ー
ド
ボ
ー
イ
ズ
７

１
２
筑
紫
丘
ピ
ュ
ー
マ
ー
ズ

▽
決
勝
リ
ー
グ

博
多
レ
ッ
ド
キ
ッ
ズ

０。
０。
０。
０２
００
０２
‐０
一・４

月
隈
ス
ピ
ー
ド
ボ
ー
イ
ズ

（博
）
長
、
馬
場
―
太
田

（月
）

江
崎
―
丼
上
▽
本
塁
打

太
田

（博
）
▽
三
塁
打
　
太
田

（博
）

▽
二
塁
打
　
林
２
（博
）江
崎
（月
）

月
隈
ス
ピ
ー
ド
ボ
ー
イ
ズ

３。
０。
００
００
２。
０。
約
一５。

富

竹

少

年

野

球

ク

（月
）
江
崎
―
丼
上

（宮
）
赤
木

―
前
田
▽
三
塁
打
　
赤
木

（宮
）

▽
二
塁
打
　
一副
田
、
檜
吉

（宮
）

博
多
レ
ッ
ド
キ
ッ
ズ

宮
竹
少

「
輸
輌

獅
． ０。
０。

約
一７ ０

（博
）
長
、
馬
場
―
太
田

（富
）

赤
木
―
向
丼
▽
二
塁
打

赤
木
、

野
村

（宮
）

ゝ iや
Ｆ
Ｂ
Ｃ
杯
軟
式
野
球
大
会

宮
竹
の
前
田
瑞
貴
主
将

一
久
団
地
少
年
野
球
部
、
月
隠
ス
ピ

“
〈］
一曇ヌ

試

人

一
２

悠

グ

木

一
一
赤

¨
り

の



≪ 1≫

副
別

劉

劃

口

福
岡
少
年
野
球
連
盟

（凌
國
雄
理
事
長
）
の
リ
ー

グ
戦
が
４
月
に
開
幕
す
る
。
福
岡
市
内
の
小
学
生
軟

元
気
に
楽
し
む

香
椎
浜
サ
ン
ダ
ー
ス

肇劃剣な艦姿に世勝一くっま（躁けてい断薇継

◎椎葉 拓実 (小 5)
古賀 新矢 (小 5)
黒木 陽介 (小 5)
佐野虎之介 (小 5)

柳橋 秋仁 (小 4)
大浅田亜己 (小 3)

黒木 敬介 (小 3)
只松 楓麻 (小 3)
石原  豊 (小 2)
◎は主将。氏名・学年

の順

香椎浜サンター スの選手たち

式
野
球
２０
チ
ー
ム
が
市
内
各
地
で
約
７
カ
月
間
、
総

¨
一
く
れ
た
。
今
季
は

「ま
ず

ゴ
壁
珂
２

ラ
ー
′
力
青
¢
雀
卸
て
お
７
ス
月
闇
　
維

一

一
く
孝
た
‐
笙
尋
帽

一ま
す

当
た
り
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

一
１
勝
」
。
基
本
練
習
に
し

７４
年
に
始
ま

っ
た
リ
ー
グ
戦
は
今
年
で
３８
年
目
を

¨

一
っ
か
り
取
り
組
み
、
最
後

迎
え
る
。
昨
季
は
城
南
区
の
別
府
少
年
野
球
部
が
初

¨

一
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
全
力

優
勝
を
飾
り
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
　
　
　
　
　
¨

一
で
試
合
に
臨
む
。

伝
統
の
優
勝
旗
、
カ

ッ
プ
を
手
に
と
、
開
幕
に
向

¨

一　

椎
葉
拓
実
主
将

（
香
椎

”
な
時
輝
れ
枷
随
和
」
利
』
¨
緒
燿
一
稚
『
の
意
気

一

一
浜
掛
品
噺
〕
声
を
出
し
、

‥
・・
・
・
・・
・
・・
‥
…

。
・
・・
・
・・
・・・・
・
・
・・・
・・・
・
・・・
・・
・・
‥
…

・．．

一
チ
ー
ム
を

一
つ
に
ま
と
め

し
む
。
昨
季
リ
ー
グ
戦
は

一
の
ぼ
り
大
会
で
メ
ダ
ル
を

一
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た

・
‐３
勝
６
敗
。
毎
日
旗
こ
い

一
獲
得
し
、
よ
く
頑
張

っ
て

一
い
。

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
小
５
年
）
　

試
合
を
大
事

一
は
騨
”
け
坤
¨
り
残
ら
な

迫
力
あ
る
プ
レ
ー

油
山
少
年
野
球
部

野
口
俊
二
監
督
（
７０
）

一
上
位
入
賞
を
目
指
す
。

今
季
の
テ
ー
マ
は

「
チ

一　

平
岡
晴
太
主
将

（
南
片

―
ム

一
丸
と
な

っ
た
迫
力

一
江
小
５
年
）

あ
る
プ
レ
ー
の
展
開
」
。　
一　

今
年
は
リ
ー
グ
戦
で
優

昨
季
は
特
別
延
長
戦
が

一
勝
を
す
る
。
監
督
の
ア
ド

ロ
『
麟
』

。 り
籍
¨
が
ぼ
籟

一
「
】
″
盛
狩
脚
”
け
引

つ ム

け
て
い
た
。
精
神
面
の
改

一
張
る
。
明
る
く
楽
し
い
チ

善
を
図
り
、
全
員
野
球
で

一
―
ム
に
し
た
い
。

銹甜
嚇
矩馴繭際燦
岬岬
Ⅷ
岨耕婿鵬齢岬』
卿

だ

け

【

‐“

Ｌ

三

約

―

―

球

故

釧
　
一蔦
戦
躙
顆
猟
蟄
蓼
出
一
げｒ，
一

家
は勝
つ喜び島
一　
β
産
鰍
露
冠
漱
」一霞
■
金

ま
り
教
え
て
や
れ
ず
、
悔

し
い
１
年
だ

っ
た
。
今
季

は
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な

い
気
持
ち
を
大
切
に
、
全

力
で
試
合
に
臨
ん
で
も
ら

い
た
い
。
現
在
は
部
員
２３

人
が
力
を
合
わ
せ
練
習
に

取
り
組
め
て
い
る
。

山
内
北
斗
主
将

（金
山

1ヽ  ン

◎山内 北斗 (小 5)
三角 泰世 (小 5)
坂本  翔 (小 5)
織田 祥太 (小 5)
福田 祐大 (小 5)
福田 晃太 (小 5)
米丸 蓮音 (小 5)
船田 琢登 (小 5)
大久保晴貫 (小 5)
房前 桃子 (小 4)
大石 京介 (小 4)
猪野翔太郎 (小 4)
小島 克己 (小 4)
照平 栄斗 (小 4)
水上 快人 (小 4)
◎は主将。氏名・学年

の順

晴太 (小 5
敦士 (小 5
翔 (/1ヽ 5
嶺生 (小 5
航大 (小 5
哲人 (小 5
太一 (小 4
ネL豊置 (/1ヽ 4
貴史 (小 4
諒 (/」 4ヽ
新太 (小 3
潤 (小 3
晴也 (小 3
裕月 (小 3
太一 (小 3
健生 (小 3

油山少年野球部の選手 たち

翔 (小 2)
将。氏名・学年



辮警t轟
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・まLξ寡          ~

壱岐南少年野球 クの選手たち

辣

一
音

⇔

罰
劉
劃
劃
コ

壱
岐
南
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

一
丸
で
優
勝
目
指
す

坂
牧
秀
樹
監
督
（５９
）

一
な
プ
レ
ー
を
す
る
。

今
季
の
テ
ー
マ
は
、
大

一　

昨
季
は
６
年
生
が
４
人

き
な
声
を
出
し
、
積
極
的

一
し
か
い
な
い
中
、
リ
ー
グ

■
議
驚
詳
拠

◎青木 太志  小 5
加幡 優哉  小 5
荒木 馨斗  小 5
冬田 海揮  小 5
井田 響貴  小 5
太田宏泰朗  小 4
中島 康希  小 4
増元 幸村  小 4
志田  慎  小 3
松長 竜成  小 2
久間 大裕  小 2
◎は主将、氏名 。学年

の順

戦
で
１３
勝
６
敗
の
成
績
を

残
し
て
く
れ
て
感
謝
し
て

い
る
。
今
季
も
新
６
年
生

が
５
人
と
少
な
い
が
、
日

々
練
習
を
重
ね
、
精
神
的
、

樋井川ツインズ

個々のレベルアップ図る

切
に
す
る
よ
う
指
導
に
あ

た
る
。
ま
だ
戦
え
る
状
態

で
は
な
い
が
、
開
幕
に
向

け
て
個
々
の
精
神
面
、
技

術
面
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
、
メ
ダ
ル
を
つ
か
め

る
新
チ
ー
ム
を

つ
く
る
。

田
中
雅
崇
主
将

（
堤
小

５
年
）
投
手
を
中
心
に
し

っ
か

り
守
り
、
打
ち
勝

つ
野
球

を
展
開
し
た
い
。 藤

丼
博
政

監
督
（
３８
）

監
督
就
任

１
年
目
。
選

手
た
ち
に
は

「努
力
は
必

ず

報

わ

れ

る
」
と
信
じ
、

練
習
に
取
り

組
ん
で
も
ら

い
た
い
。
野

球
を
通
じ
て

子

供

た

ち

に
、
あ
い
さ

つ
、
感
謝
の

気
持
ち
を
大

肉
体
的
に
強
く
な

っ
て
も

ら

い
、
チ
ー
ム

一
丸
と
な

っ
て
優
勝
を
目
標
に
頑
張

り
ま
す
。

青
木
太
志
主
将

（
壱
岐

南
小
５
年
）

部

員
数

は

少

な

い
け

ど
、
元
気
の
あ
る
チ
ー
ム

に
し
て
い
き
た
い
。

価朽柘朽朽櫂梶相相相偶犯梶梶
梶相斡

朦朧陸戯戦調微良鴻稚藉
期赫粧
鵬料氏ヽ名

呻醍梅剛佃知知棚細嚇堤
耐謙佃
妹細い
硼
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＝
ｕ

Ｏ
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■
日
二

第
２‐
回
福
岡
少
年
野
球

連
盟
西
地
区
対
抗
マ
ラ
ソ

ン
・
駅
伝
大
会
が
２３
日
、

早
良
区
の
室
見
川
河
川
敷

で
開
か
れ
、
９
チ
ー
ム
の

約
１
８
０
人
が
参
加
し
、

日
こ
ろ
鍛
え
た
健
脚
を
競

っ
た
。
毎
年
白
熱
す
る
駅

伝
の
部
は
大
原
ボ
ー
イ
ズ

が
７
年
ぶ
り
の
優
勝
を
飾

っ
た
。
開
会
式
で
は
、
壱
岐
南

少
年
野
球
ク
ラ
ブ
の
青
木

太
志
主
将
が
力
強
く
選
手

宣
誓
。
こ
の
後
、
学
年
別

マ
ラ
ソ
ン
の
部

（２
♂
）

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
６

年
生
の
部
は
、
車
場
広
大

選
手

（若
久
団
地
少
年
野

球
部
）
と
中
沢
航
大
選
手

（大
原
）
が
ゴ
ー
ル
直
前

ま
で
競
り
合
い
、
２
秒
差

で
草
場
選
手
が
勝
ち
、
会

場
は
盛
り
上
が
っ
た
。

駅
伝
の
部

（１
チ
ー
ム

６
人
。
１２
♂
）
は
ヽ
‐
区

か
ら
大
原
と
６
連
覇
中
の

原
北
ウ
イ
ン
グ
ス
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
が
ト
ツ
プ
争
い

を
展
開
。
大
原
は
２
位
で

福
岡
少
年
野
球
／
西
地
区
対
抗

マ
ラ
ソ
ン
・駅
伝

人
が
健
脚
競
う

た
す
き
を
受
け
た
２
区

・

山
田
悠
大
選
手
が
区
間
賞

を
取
る
快
走
で
ト

ッ
プ
に

躍
り
出
た
。
続
く
選
手
も

キ
ル

ふ̈
澪
一

踏
ん
張
り
、
原
北
に
２５
秒

差
を
付
け
て
ゴ
ー
ル
．

山
田
選
手
は

「と
に
か

く
優
勝
し
た
か

っ
た
。
練

茸
駅伝の部で勢 いよ くスター トする選手たち

習
の
成
果
が
出
て
よ
か

つ

た
」
と
喜
ん
だ
。
大
原
の

田
尻
雅
信

コ
ー
チ
は

「振

り
返
ら
ず
に
ゴ
ー
ル
だ
け

を
見

ろ
と
指
導

し

て
き

た
。
優
勝
で
き
て
よ
か

つ

た
」
と
、
ほ

つ
と
し
た
表

情
を
見
せ
た
。

り
駄

会

結

果
は

次

の
通

【学
年
別
マ
ラ
ン
ン
の
部
】

６
年
生
上
①
草
場
広
大

（若

久
団
地
少
年
野
球
部
）
②
中
沢

航
大

（大
原
ボ
ー
イ
ズ
）
③
矢

野
文
士

（原
北
ウ
イ
ン
グ
ス
少

年
野
球
ク
ラ
ブ
）
④
田
島
章
太

郎
（若
久
）⑤
木
下
怜

（原
北
）

▽
５
年
生
＝
①
島
田
員
任

（原

北
）
②
米
丸
蓮
音

（金
山
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
少
年
野
球
部
）

③
織
田
祥
太

（同
）
④
坂
本
翔

（同
）
⑤
野
村
祐
太

（
原
北
）

▽
４
年
生
＝
①
椋
野
翼

（
菖
松

少
年
野
球
ク
ラ
ブ
）
②
倉
岡
英

輝
（同
）
③
小
島
克
己

（金
山
）

④
大
石
京
介

（同
）
⑤
照
平
栄

斗

（同
）
▽
３
年
生
以
下
＝
①

荒
木
風
駄

（原
北
）
②
檜
崎
得

人
（若
久
）
③
佐
潟
大
斗

（同
）

④
原
貫
起

（富
松
）
⑤
北
林
泰

輔

（金
山
）

【駅
伝
の
部
】

①
大
原

（
石
寄
晴
大
、
山
田

悠
大
、香
田
幸
士
、中
島
瑠
唯
、

永
吉
啓
人
、
堺
翔
悟
）
②
原
北

（坂
口
慧
、
岡
崎
健
太
郎
、
矢

野
温
士
、
乙
藤
祐
樹
、
小
樋
井

勇
斗
、
今
泉
翼
）
③
金
山

（福

田
祐
大
、
三
角
泰
世
、
水
上
快

人
、
山
内
北
斗
、猪
野
翔
太
郎
、

福
田
晃
太
）

【区
間
賞
】

ｌ
区
＝
坂
口

（原
北
）
▽
２

区
＝
山
田

（大
原
）
▽
３
区
＝

香
田
（同
）
▽
４
区
＝
乙
藤

（
原

北
）
▽
５
区
＝
永
吉

（大
原
）

▽
６
区
＝
福
田

（金
山
）
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富竹少年野球 クの選手 たち

朽
価
価
朽
価
価
欅
櫂
相
櫂
相
欅
相
相
相
相
相
相
相
。学

鮭
い
オ
泄
抑
“
喧
た
疑
離

一
５
『
判
伸
主
将

（笛
松
小

を

深

め

て
、
新

た
な

可

一　

最
上
級
生
に
な
り
、
主

能

性

に
挑
戦
す

る

た
く

一
将
を
任
さ
れ
た
の
で
チ
ー

は
¨
路
を
身
に
付
け
て
ほ
一
』
産
は
嘘
動
“
知
る
よ
う

健伸 小 5
将太 小 5

◎堀

原
倉
岡
浩
臣
監
督
（
４９
）

今
季
は
選
手
た
ち
の
持

ち
味
、

「機
動
力
」
で
臨

み
、
リ
ー
グ
戦
上
位
を
目

指
す
。

一
生
懸
命
に
練
習

に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
、

さ
ら
に
走
力
を
磨
き
、
判

断
力
を
付

け

て
も

ら

い

た
い
。
ま
た

「や
れ
ば
で

長池 一輝 小 5
名本 伊織 小 5
馬場 功擁 小 5
宇川 拓哉 小 5
濱崎 大輔 小 5
坂本 崇徳 小 5
倉岡 英輝 小 4
執行 龍一 小 4
中岡晋太郎 小 4
岩崎 叶多 小 4
花田 啓伍 小 4
梶原 周嗣 小 4
椋野  翼 小 4
原  員起 小 2
柚木優之介 小 2
岡本 光月 小 2
峰  琉斗 小 2
池見  渉 小 2
◎は主将。氏名 。学

年の順

持ち味は
「
機動力」 |

笛松少年野球クラブ

菖松少年野球 クの選手たち

気
持
ち
強
く

富
竹
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

田
中
俊
郎
監
督
（
６７
）

選
手
た
ち
に
は
練
習
を

通
し
、
体
力

・
気
力

・
学

ぶ
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら

い
た
い
。
昨
季
は
冬
場
に

体
力
が

つ
く
ト
レ
ー

ニ
ン

グ
を
行
い
、
夏
以
降
に
チ

ー
ム
全
体
の
力
が
出
せ
て

結
果
が
残
せ
た
。
今
季
も

け
が
を
せ
ず
に
、
頑
張

っ

て
練
習
に
励
ん
で
も
ら
い

た
い
。
小
柄
な
チ
ー
ム
な

の
で
、
気
持
ち
で
は
負
け

な
い
チ
ー
ム
づ
く
り
を
目

指
す
。

向
丼
員
太
主
将

（宮
竹

小
５
年
）

リ
ー
グ
戦
、
各
大
会
の

優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
り

ま
す
。

道

一

庫
／
ヽ
　
　
ｔ



連
覇
を
目
指
す

別
府
少
年
野
球
部

山
下
修
監
督
（６２
）

昨
年
は
リ
ー
グ
戦
で
念

願
の
優
勝
を
果
た
し
、
四

つ
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
で

き
、感
動
の
１
年
だ
っ
た
。

今
季
も
バ
ッ
テ
リ
ー
を
中

心
に
守
備
を
強
化
中
。
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を

教
え
、
個
々
の
持
ち
味
を

引
き
出
し
、連
覇
を
狙
う
。

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
学

ガ

イ

４

４

４

４

４

４

４

４

４

イ

４

４

４

４

４

４

４

．名

偉
大
人

一
輔
斗
郎
大
郎
哉
哉
人
郎
平
人
郎
太
平
馨
氏

大
明
健
太
良
海
太
雄
太
匡
信
隆
太
康
暖
太
涼
晃

　

ｏ

凛
　
隆
　
　
　
悠
　
　
真
　
　
　
将

崎
本
本
木
木
切
榎
田
塚
善
坂
田
垣
司
竹
熊
飼
島
山
主
順

∝
松
山
荒
高
駒
小
坪
手
藤
赤
吉
中
庄
佐
毎
鳥
高
幸
∝
靱

こ
こ
一
番
で
力
が
発
揮
で

き
る
よ
う
、
選
手
は
気
持

ち
を
強
く
持
っ
て
試
合
に

臨
ん
で
ほ
し
い
。

竹
崎
大
偉
主
将

（別
府

小
５
年
）

大
き
な
声
を
出
し
て
チ

ー
ム
を
ま
と
め
る
。
今
季

も
優
勝
を
目
指
し
、
頑
張

り
ま
す
。

別府少年野球部の選手 たち

テ
ー
マ
は
〃全
力
〃

大
原
ボ
ー
イ
ズ

浅
尾
洋

一
監
督
（
４２
）

今
季
の
テ
ー
マ
は

「全

力
疾
走

・
全
カ
カ
バ
ー
」
。

選
手
た
ち
に
は
、
ピ
ン
チ

の
時
で
も

あ
き
ら
め
ず
、

最
後

ま

で

全
力
を
尽
く

し

て
勝

利
を

つ
か
ん

で

も
ら
い
た
い
。
主
将
を
中

心

に
守

り
勝

つ

野
球
を

展
開
し
、
リ
ー
グ
戦
、
各

大
会
で
１
回
は
優
勝
で
き

る
よ

う
今

季

に
臨

み
ま

す
。永

吉
啓
人
主
将

（大
原

小
５
年
）

チ
ー
ム

一
丸
と
な

っ
て

攻
め
る
気

持
ち
を
忘

れ

ず
に
戦
う
。
自
分
自
身
が

今
季

の
テ
ー

マ
を
実
行

し
、
チ

ー

ム
全

体

の
雰

朽朽
朽
朽
朽
朽柘
梓
欅
櫂
櫂櫂
根
相相
櫂相相相
・学

臥
楽厳
頌
瀧靴囃
馳
臥
駿
珊額
軸廉
縦榊鵡
臨稜
ｏ氏名

∝
帽
硝帥
堺翻畑
誅
岬
輸
暢嘲
翻
薪顕轍輛蝋
棘い
剛

囲
気
を
盛
り
上
げ
て
い

(ヘ
し

大原ボーイズの選手 たち
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◎飯星  流 小 5
白垣 大樹 小 5
樋之口大輝 小 5
丼上  透 小 5
鳥羽 大祐 小 5
光安なつみ 小 5
瀬里 宏太 小 5
森   浩 小 5
細川 龍弥 小 4
吉住 哲平 小 4
浜田きら鈴 小 4
自垣 拓馬 小 3
江崎  凌 小 3
湯脇 和也 小 3
長嶋 克祈 小 3
大久保海成 小 3
森  ゆう 小 3
◎は主将。氏名、学年

の順

音

罰

別

劉

劃

劉

≪4≫

月

隈

ス
ピ

ー

ド

ボ

ー

イ

ズ

全
カ
プ
レ
ー

全

員

野

球

浜
田
保
監
督

（
４０
）

創

部

１０

周
年

の
節

目
の

年
。

「今
年
こ
そ
」
を
合
言

葉
に
、
機
動
力
を
生
か
し
、

リ
ー
グ
戦
で
は
１０
勝
以
上
、

各
大
会
は
上
位
入
賞
を
目
指

す
。
全
カ
プ
レ
ー
で
、
誰
か

が
ミ
ス
を
し
て
も
全
員
で
カ

バ
ー
す
る

「全
員
野
球
」
に

取
り
組
む
。
選
手

一
人

一
人

が
今
何
を
す
る
べ
き
か
を
考

え
て
プ
レ
ー
し
て
も
ら
い
た

い
。飯

星
流
主
将

（月
隈
小
５

年
）声
を
掛
け
合
い
、
ど
ん
な

時
も
助
け
合

っ
て
い
く
チ
ー

ム
を
目
指
し
、
大
会
で
は
優

勝
を
狙
い
ま
す
。

若

久

団

地

少

年

野

球

部

自

信

持

ち

試
合
に
臨
む

森
山
道
夫
監
督
（４６
）

監
督
就
任
１
年
目
。
明
る

く
楽
し
い
野
球
が
で
き
る
チ

ー
ム
づ
く
り
を
目
指
す
。
昨

年
は
選
手
た
ち
の
野
球
に
対

す
る
取
り
組
み
は
良
か

っ
た

が
、
結
果
が
出
ず
に
残
念
だ

っ
た
。
今
年
は
練
習
を
通
じ
、

最
後
ま

で
あ

き

ら
め

な
い

心
、
全
カ
プ
レ
ー
す
る
気
持

ち
を
育
て
た
い
。
最
上
級
生

が
２
人
と
少
な
く
、
他
の
チ

ー
ム
に
比
べ
て
劣
る
と
こ
ろ

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

全
員
野
球
で
自
信
を
持

っ
て

試
合
に
臨
む
。

宮
田
大
誠
主
将

（東
若
久

小
５
年
）

目
標

は
リ

ー

グ
戦

の
優

勝
。

◎宮田 大誠 小 5
山田  篤 ガヽ 5
森山 広大 小 4
田中 大晟 刀ヽ 4
宮崎 太地 小 4
長田  集 小 4
桜場 友太 小 4
田中  亨 小 4
長野 孝城 小 4
長野 有城 小 4
楢崎 得人 小 3
木村 弥映 」ヽ 3
佐潟 大斗 小 3
◎は主将。氏名、学年
の順

一議

lr｀ 1、 `F軍

｀

“:若久団地少年野球部の選手たち
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香椎少年野球部の選手たち
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３
３
２
２
２
２
１
学

５

５

５

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

３

３

２

２

２

２

１

学

４

刀

４

４

４

ガ

４

４

４

４

刀

４

４

４

４

４

４

４

４

４

ヽ名

愛
希
司
杜
登
郎
聖
真
太
太
樹
矢
介
太
弥
太
祐
也
助
己
氏

温
大
瑛
鳳
龍
大
千
颯
悠
宏
瑞
達
之
敢
尚
仁
駿
誠
之
聖

ｏ

上
　
　
　
翔
　
　
　
　
　
　
龍
上
　
　
　
　
新
　
将

野
座
池
　
田
川
島
田
西
津
尾
口
　
座
田
見
川
野
口
島
主

薇
阿
鵜
秦
石
田
田
林
大
荒
松
森
林
阿
深
伏
田
栄
原
田
∝
硼

香
椎
少
年
野
球
部

１０
勝
以
上

目

指

す

奥
博
実
監
督
（５３
）

今
季
は

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
基
本
に
、
全
員
で
声
を
出

し
合
う
」
を
テ
ー
マ
に
取
り

組
む
。
昨
季
リ
ー
グ
戦
は
１６

勝
３
敗
で
準
優
勝
し
、
選
手

の
成
長
ぶ
り

に
驚
か
さ
れ

た
。
今
年
は
最
上
級
生
が
３

人
と
厳
し
い
状
況
だ
が
、
主

将
を
中
心
に
頑
張
り
、
リ
ー

グ
戦
１０
勝
以
上
を
目
指
す
。

１
点
差
ゲ
ー
ム
は
必
ず
勝
て

る
よ
う
に
し
た
い
。

深
野
温
愛
主
将

（香
椎
小

５
年
）
昨
年
は
銀
と
銅
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
の
で
、
今
年
は
金

メ
ダ
ル
を
目
指
し
て
頑
張
り

ま
す
。

・
ニ
二
一
一一
一
一一一
・
・
・
　

．ニ
二
一一一
一一
一一・・
・
　

．^
．．
一一
一一
一一
・̈
・・

長
住
少
年
野
球
部

今

年

も

エ
ン
ジ
ョ
イ

　

一
´ニ

古
川
忠
高
監
督
（
４０
）

昨
季
は
新
人
戦
大
会
で
優

勝
を
飾
り
、
リ
ー
グ
戦
も
１５

勝
４
敗
で
終
え
、
楽
し
く
野

球
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
季
も

「
エ
ン
ジ

ョ
イ
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
」
に
心
掛
け
、
大

き
な
声
で
あ
い
さ
つ
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
始

め
る
。
ど
れ
だ
け
成
長
す
る

か
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い

る
。
小
柄
な
選
手
が
多
い
の

で
、
部
員
３２
人
が

一
丸
と
な

り
、
各
チ
ー
ム
に
挑
ん
で
も
　
５ヽ

ら
い
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
ガ

林
隼
平
主
将

（
長
丘
小
５

響

年
）一
つ
で
も
多
く
優
勝
で
き

林

る
よ
う
に
頑
張
る
。
　
　
　
　
◎

ご
久保 翔平 小 5
前田 翔太
古川  修

瀧下 義浩 小4':
中島  駿 小 4
◎は主将。氏名、学年
の順
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長住少年野球部の選手たち
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原北 ウイ ングス少年野球 クの選手 たち

一聰
重
軍

国

輿

師

劃

型
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柘
柘
朽
朽
朽
朽
朽
朽
朽
朽
“
朽
朽
朽
“
櫂
梓
櫂
橿
櫂
学ヽ年

原
北
ウ
イ
ン
グ

ス

少
年
野
球
ク
ラ
ブ

立
ち
向
か
う

勇
気
持

っ
て

原
丼
秀
勝
監
督
（５‐
）

①
あ
い
さ
つ
②
元
気
③

自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分

た
ち
で
④
思
い
や
り
⑤
あ

き
ら
め
な
い
⑥
感
謝
の
気

持
ち
を
―
―
の
六
つ
を
重

点
に
取
り
組
む
。
選
手
や

保
護
者
と
野
球
を
通
じ
て

信
頼
関
係
を
築
き
、
共
に

成
長
し
て
全
員
野
球
で
勝

て
る
チ
ー
ム
を
目
指
す
。

失
敗
を
恐
れ
ず
に
、
立
ち

向

か

う

勇

気

を

持

っ
て

プ

レ

ー

し

て

も

ら

い

た

い
。今

泉
翼
主
将

（
小
田
部

小
５
年
）

当
た
り
前
の
こ
と
を
当

た
り
前
に
や
る
。
部
員
全

員
が

一
つ
に
な
り
、
常
に

優
勝
を
目
指
す
。

東
箱
崎
ド
ル
フ
イ
ン
ズ

ネ

バ

ー

ギ

ブ

ア
ッ
プ
精
神
で

斉
藤
道
隆
監
督

（
３９
）

昨
年
は
リ
ー
グ
戦
で
８

勝
を
挙
げ
、
連
盟
理
事
長

旗
で
は
３
位
入
賞
を
果
た

し
、
選
手
た
ち
は
よ
く
頑

張

っ
て
く
れ
た
。
今
季
も

「
Ｎ

ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
　
ｇ
ｉ

ｖ

ｅ
　

ｕ
ｐ
」
の
精
神
で
練

習
に
取
り
組
み
、
全

員
野

球
で
リ
ー
グ
戦
２
け
た

の

勝
利
を
目
指
す
。
や
る
気
、

舞
け
い
鶴

Ю
婉
い
窄
磨
い

な
が
ら
心

。
技

・
体

の
す

べ
て
に
お

い
て
成
長
し
て

も
ら
い
た
い
。

木
庭
優
斗
主
将

（
箱
崎

小
５
年
）

一
つ
で
も
多
く
勝

て
る

よ
う
に
チ
ー
ム
を
引

っ
張

っ
て
い
き
た
い
。

醸

ｉ

価
柄
朽
朽
柘
価
櫂
相
相
相
相
但
櫂
相
橿
相
梶
梶
犯
学ヽ年



6年生9人の問出規つ

福
岡
少
年
野
球
連
盟
に

所
属
す
る
笛
松
少
年
野
球

ク
ラ
ブ
の
卒
部
式
が
Ｈ

日
、
博
多
区
で
あ
っ
た
。

保
護
者
ら
関
係
者
約
８０
人

が
６
年
生
９
人

（第
７
期

生
）
の
門
出
を
祝

っ
た
。

式
で
倉
岡
浩
臣
監
督
は

「け
が
人
が
多
か

っ
た
が
、

よ
く
健
闘
し
て
く
れ
た
。

進
む
べ
き
方
向
を
し

っ
か

り
定
め
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
精

一一一一一』̈一一一一

一”れはづれ『念のメダ

一　
在
部
生
の
堀
健
伸
選
手

は

「最
後
の
大
会
で
６
年

生
か
ら
『
打

っ
て
く
れ
よ
』

と
声
を
掛
け
ら
れ
た
時
は

う
れ
し
か

っ
た
」
と
思
い

出
を
振
り
返
り
、
卒
部
生

の
渡
辺
智
也
主
将
は

「負

け

て
ば

か
り

だ

っ
た
け

ど
、
終
盤
で
勝
ち
始
め
、

良
い
経
験
が
で
き
た
」
と

涙
ぐ
ん
で
答
辞
を
読
み
上

げ
た
。

式
の
前
に
は
、
富
松
小

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
雨
の
中
、

親

か

ら

子

へ
の
１

０

０

本
ノ

ッ
ク
が
あ

っ
た
。
田

中
哲

平

選

手

の
父
浩

二

さ
ん
は

「
一
球

一
球

に
思

い
を

込

め

て

打

球

を

浴

び
せ
た
。
私
や
学
校
で
教

わ
ら
な
い
こ
と
を
、
野
球

を

通

じ

て
教

わ

っ
た

み

た
い
だ
」
と
子
供
の
成
長

を

実

感

し

た

よ

う

だ

っ

た
。

鍔釜 笛松少年野球クの卒部式

メダルを員曽り握手を交わす倉 岡監督 (左)と田中選手

ξ

増
」
「ヽ
せ

て` ι7ι「fr百
「

ず1く滲誕



第
１２
回
福
岡
少
年
野
球

連
盟
新
入
戦
大
会

（毎
日

新
聞
社
な
ど
後
援
）
が
２０

日
、
東
区
の
雁
の
巣
レ
ク

20チーム400入力強く行進
福岡少年野球連盟新入戦が開幕

11〒

リ

エ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
開
幕
し
た
。
各
チ
ー
ム

の
選
手
た
ち
は
冬
季
練
習

で
蓄
え
た
力
を
発
揮
し
、

熱
戦
を
展
開
し
た
。

開
会
式
で
は
、
月
隈
ス

ピ
ー
ド
ボ
ー
イ
ズ
の
光
安

な
つ
み
選
手
の
先
導
で
２０

チ
ー
ム
約
４
０
０
人
が
力

強
く
入
場
行
進
。
前
年
優

勝
の
長
住
少
年
野
球
部

。

林
隼
平
主
将
、
古
川
修
選

手
が

優

勝
旗
と

カ

ッ
プ

を
、
準
優
勝
カ
ッ
プ
を
別

府
少
年
野
球
部

・
竹
崎
大

偉
主
将
が
連
盟

へ
返
還
し

た
。凌

國
雄
連
盟
理
事
長
は

「今
日
ま
で
鍛
え
て
き
た

力
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
し

っ

か
り
と
発
揮
し
て
く
だ
さ

い
」
と
選
手
を
激
励
。
全

チ
ー
ム
を
代
表
し
て
城
南

キ
ッ
ズ

・
亀
丼
毅
郎
主
将

が

「観
戦
い
た
だ
い
て
い

る
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
よ

う
に
戦
い
ま
す
」
と
力
強

く
選
手
宣
誓
し
た
。

こ
の
後
、
４
会
場
で
１
、

２
回
戦

１２
試
合
が
行
わ
れ

た
。
準
々
決
勝
は
２６
日
、

準
決
勝
と
決
勝
は
２７
日
、

同
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

試
合
結
果
は
次
の
通
り
。

▽

１

回
戦

大

原

ボ

ー
イ
ズ
７
１

４
星

の
原

ス
タ

ー

ズ

、
別
府
少
年

野
球
部
９

１

３

饉

松

少

年
野
球
ク

、
東
箱
崎

ド

ル

フ

ィ
ン

ズ
７
１

５
月

隈

ス
ピ

ー

ド

ボ

ー

イ

ズ
、
番

椎
少
年

野
球

部

５
１

４
樋

丼
川

ツ
イ
ン
ズ

▽
２

回
戦

大

原

ボ

ー

イ
ズ
２
１

１
油
山
少

年

野
球

部

、
金
山

チ

ャ
レ
ン
ジ

ャ

ー

ズ
８

１

４

小
笹
少

年
野
球
ク

、

長

丘

フ

ア
イ

タ
ー
ズ
６
１

４

別
府

少

年

野
球

部

、
長
住

少
年
野
球
部

７
１

１

壱

岐

南
少
年

野
球
ク

、
宮

竹

少

年

野
球

ク
９
１

２
東
箱
崎
ド

ル

フ

ィ
ン

ズ

、
原
北

ウ
イ

ン
グ

ス

少
年

野

球

ク

７
１

〇
三
宅

ブ
レ
ー

プ

ス
、
香

椎

少
年
野
球
部
９
１
１

城

南

キ

ッ
ズ
、
若
久

団
地
少
年
野

球

部

１５
‐

Ｈ
香
椎
浜
サ

ン
ダ
ー

ス

書
`  `

ｒ●
摯

″
“

一

・
　

´
一
　

　

一

Ｆ

　

・

′

一

響
一
懸
一

一ュ

・´
・
．一
¨

一「
〓

「
■
‐  ｀

三塁 、永吉啓人主将が左中間へ適時三塁打を放つ



福
岡
少
年
野
球
連
盟
に

所
属
す
る
月
隈
ス
ピ
ー
ド

ボ
ー
イ
ズ
の
創
部
１０
周
年

記
念
同
窓
会
が
Ｈ
日
、
博

多
区
内
の
ホ
テ
ル
で
あ

っ

た
。
卒
部
生
ら
関
係
者
約

１
２
０
人
が
参
加
し
、
今

後
の
チ
ー
ム
の
発
展
を
祝

っ
た
。

月
隈
は
０２
年
６
月
に
創

部
。
初
代
監
督
は
宮
田
輝

幸
さ
ん
。
０５
年
、
宮
田
さ

ん
の
転
勤
で
、
現
監
督
の

浜
田
保
さ
ん
が
チ
ー
ム
の

指
揮
を
執
る
よ
う
に
な

っ

た
。

一
は

０
‐

２５
の
完
敗

で
し

一
た
。

攻

撃

時

間
は

わ
ず

か
で
守
備
時
間
が
長
く
、

選
手
が
捕
球

す

る
と
保

護
者
か
ら
拍
手
が
沸
く
レ

ベ
ル
だ

っ
た
」
と
創
部
時

を
振
り
返
り
、

「今
で
は

大

会

で
入
賞

を

果
た
す

ま
で
に
成
長
し
て
く
れ
て

う
れ
し
い
」
と
話
し
た
。

浜
田
監
督
は

「チ
ー
ム
を

支

え

て
く
れ

た
関
係
者

に
感
謝
し
て
い
る
。
今
後

も
歴
史

と
伝
統
を
築

い

て

い
け
る
よ
う

に
努

力

し
ま
す
」
と
力
強
く
誓

っ

た
。会

場
の
壇
上
で
は
、
１

～
９
期
生
の
近
況
報
告
や

思
い
出
話
な
ど
が
あ
り
、

さ
ら
な
る
月
隈
の
活
躍
を

期
待
し
て
い
た
。

チ
ー
ム
の
発
展
祝
う

創
部
１０
周
年
同
窓
会

ボ月
1讀

イデズド

三
宅
ブ
レ
ー
ブ

ス

元
気
に
楽
し
く

伸

び

伸

び

と

平
川
修
監
督
（３３
）

「全

員

野

球
」

で

今

季
に
臨
む
。
元
気
よ
く
、

楽
し
く
、
伸
び
伸
び
と
し

た

プ

レ

ー

を

し

て
も

ら

い
た
い
。
今
は
百
武
大
地

◎百武 大地 小 51
竹田 匠吾 小 51
平川 未来 小 51
小金丸勇輝 小 51
松本 昇真 小 51
安永 惇哉 小 41
上野 達也 小 41
山本 了雅 小 4:
鴛海  颯 小41
杉田 良輔 小 31
中尾 雄大 小 31
大平 幹太 小 31
原田 陽平 小 31
丼手 勝巳 小 31
園田 成叶 小 31
森園 惇司 小 31
徳山 拓稔 小 31
向井 一昂 小 21
安田 龍二 小 21
平川 来人 小 21
◎は主将。氏名、学 :

年の順       :

福
岡
少
年
野
球
連
盟

主

将

を
中
心

に
元
気

な

声

を

出

せ
る
よ

う
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
４
、
５

年
生

が

計
９
人

と
少

な

い
が
、
力

を

合

わ

せ

一

勝

で
も
多
く
勝

ち

星
を

挙
げ

ら
れ
る

よ
う

に
す

る
。百

武
大
地
主
将

（野
多

目
小
５
年
）

他
チ
ー
ム
の
主
将
に
負

≪6≫

過去のスコアプ ツクに目を通 し懐かしむ初代

監督の宮田さん (左)と保護者たち

岡凛神註期藁滝一るデ“一』は藤翻をっ射し、、辞睛り
1‐ ,|;   |  :1 ■

.

三宅プ レープスの選手たち

ハ



長住少年が連覇
決勝原北ウイングスを破る

連福

[]
戦球

一鶴
紅弱
葬
鍮
謡

一
を
握

っ
た
。
五
回
に
も
打

一
者

一
巡
の
攻
撃
で
４
点
を

一　
▽
決
勝

髪

一
巡
⊂
ち
馨

て
４
岸
そ

一　
▽
法
鵬

・峠抑一［［畔『織制”一時いれ社す紳赫嘱一４‐０

一罐
カ
ギ
鰊
〓

一
し
た
。

一

［杯
主
将
は

「
初
戦
ぃか
ら

一
華
順

（鶉
判

（原
）
▽
一
一塁
打

一
み
ん
な
が

つ
な
ぐ
打

撃
を

一

原北ウイ̈
】̈ｏＯ少赫静静ン２３

≪7≫

城
南
キ

ッ
ズ

経
験
生
か
し

ま
ず
は
１
勝

山
路
勝
信
監
督
（
６６
）

加

盟

２
年

目

を

迎

え

る
。
昨
季
は
十
分
な
結
果

を
残
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
が
、
試
合
経
験
を
積

ん
で
チ
ー
ム
の
実
力
は
つ

い
た
。
今
季
は
試
合
を
経

験
し
た
新
６
年
生
を
中
心

に
、
ま
ず
は
１
勝
を
目
指

し
て
リ
ー
グ
戦
に
臨
む
。

今
は
基
本
練
習
を
繰
り
返

し
、
努
力
す
る
こ
と
の
楽

し
さ
、
上
達
す
る
喜
び
を

選
手

た
ち
は
感

じ

て

い

る
。亀
丼
毅
郎
主
将

（城
南

主
将
と
し
て
み
ん
な
の

手
本
と
な
る
。
優
勝
を
目

指
し
て
チ
ー
ム
を
引

っ
張

◎亀丼 毅郎 小 5
阿部 拓海 小 5
七俵 瑠地 小 5
樋口 綾汰 小 5
長野 裕太 小 5
高見 洋明 小 5
大屋 大地 小 5
園田 晟也 小 5
栗原 陸人 小 4
(故人、学年は当時 )

山田昂士朗 小 4
七俵  陸 小 4
渡辺 悠希 小 4
有働 麗真 小 4
久保 大樹 小 4
金丸 輝夏 小 4
河野 純久 小 3
酒丼 孝太 小 3
加峰 武東 小 3
片峯 昂輔 小 3
岸川  仕 小 3
◎は主将。氏名、学

年の順

一
っ
て
い
く
。◇

昨
春
の
リ
ー
グ
戦
開
幕

前
に
交
通
事
故
で
亡
く
な

っ
た
栗
原
陸
人
君
に

つ
い

て
は
、
山
路
監
督
と
父
母

会
の
話
し
合
い
で
今
シ
ー

ズ
ン
も
背
番
号
２
と
し
て

登
録
す
る
こ
と
が
決
ま

っ

た
。

城南キ ッズの選手たち



）〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
υ
０
０
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
０
め
〔
ハ
バ

／

．饂
レ
音

⇔

罰
別

割

劃

駆

長
丘

フ

ア
イ
タ
ー
ズ

長丘 フアイターズの選手たち

星の原 スターズ少年野球部の選手 たち

亀
一γ

ふ
↓

畠
】ヽ
（鶴ごこ螂,ノ

≪9≫

翔大 小 5
諒真 小 5
辰彦 小 5
礁太 小 5
利真 小 4
七海 小 4
修真 小 3
直央 小 3
嵩哉 小 3
智員 小 3
涼亮 小 3
友莉 小 3
将。氏名、学年

罰
劉
劉
劃
到

星
の
原
ス
タ
ー
ズ
少
年
野
球
部

毎
試
合
１００
で
の
力
を

植
木
和
生
監
督
（
６５
）

昨
年
は
精
神
面
の
弱
い

と
こ
ろ
が
試
合
に
出
て
し

ま
い
、
８
勝
１１
敗
と
負
け

越
し
て
し
ま

っ
た
。
今
年

は
そ
の
弱
点
を
克
服
し
、

リ
ー
グ
戦
１０
勝
を
目
標
に

頑
張
る
。
選
手
に
は
好
プ

レ
ー
よ
り
も
基
本
プ
レ
ー

を
望
み
、
毎
試
合
１
０
０

％
の
力
を
出
し
て
、
各
試

合

に
挑

ん

で

も

ら

い

た

い
。
５
年
生
が
４
人
と
少

な
い
た
め
、
選
手
の
増
員

に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

山
下
就
士
主
将

（
大
池

小
５
年
）

主
将
と
し
て
チ
ー
ム
を

引

っ
張
り
、
全
員
野
球
で

試
合
に
臨
む
。

年

５
５
５
５
４
４
４
４
４
４
４
３
３
３
３
３
３
３
２
２
学

小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
小
急

〇
〇
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ω
Ｏ
ｏ
Ｏ
∩

午メi「 タ

1長丘フアイターズ

「́
′ｌ

ば

゛
ク

楽
し
く
プ
レ
ー
を

岩
崎
公
彦
監
督
（
４５
）

一

昨
年
は
部
員
不
足
だ

っ

一

た
が
、
選
手
た
ち
は

一
生

一

懸
命
プ
レ
ー
し
て
く
れ
、

一

感
謝
し
て
い
る
。
今
年
も

部
員
不
足
だ
が
、
昨
年
か

ら
試
合
に
出
場
し
て
い
た

選
手
が
下
級
生
を
引

っ
張

っ
て
、
楽
し
く
野
球
を
し

て
も
ら
い
た
い
。
元
気
を

出
し
て

「自
分
が
活
躍
を

水

　

中

下

家

下

村

龍

川

崎

　

水

主

郎

仲

山

山

久

山

松

石

西

川

森

清

∝

硼

す
る
ん
だ
」
と
い
う
気
持

一

ち
で
試
合
に
臨
み
、
最
後

一

ま
で
気
が
抜
け
な
い
試
合

一

を
展
開
し
て
ほ
し
い
。

清
水
翔
大
主
将

（
飯
原

小
５
年
）

元
気
良

く
声

を

出

し

て
、

一
試
合

一
試
合
を
大

事
に
戦
い
、
全
員
野
球
で

頑
張
り
た
い
。



自
信
を
持
っ
て
臨
む

河
野
文
泰
監
督
（
５３
）

昨
季
の
リ
ー
グ
戦
は
１６

勝
３
敗
。
各
大
会
で
３
度

の
優
勝
を
飾
れ
た
。
今
季

は
体
が
小
さ
い
選
手
が
多

い
た
め
、
基
礎
体
力
づ
く

り

を
重

点

に
練

習

を

行

い
、
自
信
を
持
た
せ
て
リ

ー
グ
戦
に
臨
む
。
野
球
を

通
じ
て
、
協
力
す
る
こ
と
、

思
い
や
る
こ
と
、
道
具
を

大
切
に
す
る
こ
と
な
ど
を

学
ん
で
も
ら
い
、
心
身
と

も
に
大
き
く
な

っ
て
も
ら

い
た
い
。

小
村
拳
丈
主
将

（
小
笹

小
５
年

）

野
球
が
で
き
る
こ
と
に

感
謝
し
、
全
員
野
球
で
全

力
で
戦
う
。
ま
ず
は
１
勝

＝
お
わ
り

◎
讐冨 
拳
奎 ボ:

荒木 椋也  4ヽ 5
辻  陽菜  小 5
上丼 誠也  小 5
片岡 雄大 小 5
森永 哲也  小 5
坂□ 友一 小 5
王丸 紗希 小 5
牧山 耕大 小 5
ノく晏予ネL之ブヽ   /」 5`
朝倉  稚  小 4
末魔友之進 小 4
本間 達也  4｀ 4
古賀 駿大 小 4
丼村 祐心 小 4
羽立   蓮  /」 4ヽ
村上 亮太 小 4
船木康太郎  小 4
伊地知 蓮 小 4
中野 友太  小 4
◎は主将。氏名、学
年の順

響
ノ
ン

一
福
岡
少
年
野
球
連
盟

一

小
笹
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

≪10≫

小笹少年野球 クの選手たち



兄0チーム参加 10月 まで熱戦展開

福
岡
少
年
野
球
連
盟
の

Ｈ
年
度
リ
ー
グ
戦

（毎
日

新
聞
社
後
援
）
が
３
日
、

東
区
の
雁
の
巣
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開

幕
し
た
。
Ю
月
下
旬
ま
で

市
内
各
地
で
総
当
た
り
戦

を
展
開
す
る
。

開
幕
式
で
は
所
属
２０
チ

ー
ム
、
約
５
０
０
人
の
選

手
が
福
津
市
民
吹
奏
楽
団

の
演
奏
に
合
わ
せ
て
入
場

行
進
。
１０
年
度
優
勝
チ
ー

ム
の
別
府
少
年
野
球
部
、

竹
崎
大
停
主
将
と
庄
司
康

力
強
く
選
手
宣
誓
す
る
別
府
の
竹
崎
主
将
　
　
　
　
　
一
―
野
村
▽
一
一塁
打

東
箱
崎

ド
ル

フ

ィ
ン
ズ

０ ２

０ １
０ ０

‐ 。

１ 。
０ 。

‐ ０

３ ２

一６ ５

長

住

少

年

野

球

部

（
東

）
斉
藤

礼
―

藤

原

（
長
）
前

田
、
古

川
―

柳

川
、
林

▽
本

塁
打

高
倉

（
長
）

▽

二
塁
打
　
斉

藤

礼

、
高
塚

（
東
）

笛

松

少

年

野

球

ク

・ ０
０ ０
０ ０

０ ０
０ ０
０ ０

刈

一・ ０

東
箱

崎
ド
ル

フ

ィ
ン
ズ

（
笛

）
倉

岡
―

堀

（
東

）
田
浦
―

斉
藤
礼
、
中
村

長
住
少
年
野
球
部

大原ボー．。仙神０３０００００。一‐７

（
長

）
古
川
―

林

（
大

）
青

木

、

堺

、
永

吉
―
永

吉

、
日
中

▽
本
塁

打
　
永

吉

（
大

）

▽

二
塁

打
　
古

川

、
丼
内

（
長

）



◇
福

岡
少

年

野

球

連

盟
リ

ー
グ

戦

（
１０
日

・
金

山
小

グ

ラ
ウ

ン

ド

な
ど
）
＝

毎

日

新
聞
社

後

援

若
久
団
地
少

年

野
球

部

長

丘

フ

ア
イ

タ

１ ４ 。
枷

１ 。

２ 。

一９ 。

（
若

）
森

山

―

山

田

（
長

）
古

城

―
山

下
▽

二
塁

打
　

長

田

（
若

）

佐
々
木

（
長

）

長
丘
フ

ァ
イ

タ

ー

ズ

城

南

キ 「

ッ
。 。

０ 。

ズ ０ 。
。 。
。 。

‐ 。

一‐ 。

（
長
）
小

笠

原
―

山

下

（
城

）
亀

丼
、
七
俵

、

長

野
―

阿

部

▽

二
塁

打
　
長
野

（
城

）

若

久

団

地

少

年

野

球

部

匁
山
一

ヽ
ャ

鑑

）
輌

『

脚

『

約

一８ 。

（
若

）
楢

崎

―

桜

場

（
金

）

三
角

―
山

内

▽

三
塁

打

　
福

田

晃

（
金

）

▽

二
塁
打

　
山

田

（
若

）
大

石
（
金

）

勧

電

劣

ぶ

毅

城

南

畑

瑠

珊

。 。

西

（
金

）
山

内
―

三
角

（
城

）
亀

丼

、

長

野

―

阿

部

▽

二

塁

打

大

久

保

、
猪

野

（
金
）
亀

丼

、
阿
部

（
城

）

長

住

少

年

野

球

部

星

の

原

ス
紳
― 。．
紳
猜
輸

輸
轄

」

‐ ８

（
長

）
前

田
、
北

寄
―

柳

川

（
星

）

仲

、

山

中

、
清

水
―

湾

水

、
山

中

▽

二
塁
打
　
古

川

（
長

）

東
箱

崎

ド

ル

フ

ィ
ン

ズ

三

宅

ブ

【
酬

淵

瑞

ｏ ２

０ 〇

一〇 ５

（
東

）

斉

藤

、

田
浦

―

藤

原
、

斉

藤

（
三
）
中

尾
―

平
川

香
椎
浜
サ
ン
ダ
ー
ス

油

山
少

喘
喘

『
部 。。
。 。
４ 。

刈
一６ 。

（香
）
古
要
―
雄
葉

（油
）
平
岡

晴
―
山

口
貴

▽
本
塁
打

佐
藤

（油
）
▽
三
塁
打
　
坂
木

（油
）

宮

竹

少

年

野

球

ク

原
北
ウ
イ
ル
刹
細
少‐ ∩
『
輸
軽
４
５ ８

（宮
）
平
松
、
向
丼
―
向
丼
、
平

松

（
原
）
島
田
、
今
泉
―
野
村

樋

井

川

ツ

イ

ン

ズ

月
隈
ス
ピ
ー 。。
ｍ
】
畑

端

刈
一４ 。

（樋
）
田
中
、
小
坂
―
肴
屋
、
田

中

（
月
）
白
垣
大
―
樋
之
口
▽
二

塁
打
　
藤
丼
（樋
）樋
之
口

（
月
）

小
笹
少
年
野
球
ク

別
府
知
『
勁
動
師

０ 。

０。
０ 。
０ ２
一〇２

（小
）
小
村
―
辻

（別
）
小
榎
―

庄
司
月
隈
ス
ピ
ー
ド
ボ
ー
イ
ズ

馨

少

謝

覇

器

（
月

）
白

垣
大

―

樋

之

口

（
別

）

小

榎

、
佐

竹
―

庄

司

▽

三
塁

打

庄

司

（
別

）

笛

松
少

年

野
球

ク

香

椎
少
年

野
球

赫

． ２ ‐
２ 。

２ ０

約

一６．

（
菫

）
倉

岡
―

堀

（
香

）
深

野
―

林壱
岐
南
少

年

野
球

ク

【金山チヤレンジャーズ・城南キ ッズ】金山五回 2
死二、三塁、大久保晴貴選手が右翼線二塁打を放つ

大
原
ポ
閉
川
製
「
０。
０。
刈
一２。

（壱
）青
木
―
荒
木

（大
）
永
吉
、

堺
―
田
中
、
永
苦
▽
二
塁
打
　
永

吉

（
大

）

菖
松
少

年

野
球

ク

大
原
ボ
ー‐。
価
神
３。
０。
０。
刈
一４。

（笛
）
堀
―
中
岡
（大
）
堺
―
永

吉

Ｆ

卜

』

ト

ト

ド

」

ト

※
古
川

投
手

（
長
）
、
ノ
ー

ヒ

ッ

ト

・
ノ
ー
ラ
ン
達
成

東
箱
崎
ド
ル

フ

イ
ン
ズ

油

山

少

『
鋼

端

錨

。 。

・ ４

一２ ５

（
東
）
斉
藤
礼
、
田
浦
―
藤

原

（
油

）

平

岡
晴
、
平
川

、
大
西
―
山

口
貴

▽

二
塁
打
　
佐
藤
、
平
岡
晴

（
油
）

城

南

キ

ッ

ズ

香
椎
浜

サ

ン
枷

輌

神

。 。

・ 。
約

一‐ 。

（
城

）
亀

丼

、

七

俵
陸
、

長

野
―

阿
部

（
香

）
古
賀

―
椎
葉

大

原

ボ

ー

イ

ズ

雀
輌̈勁翻
瑠
ｏ。ｏ‐面

（大
）
青
木
―
永
吉

（小
）
小
村

城
　
南

キ

。．
知

｝
０ ‐
仙

０ 。
０ ‐
一〇４

（宮
）
平
松
、
大
月
―
向
丼

（城
）

亀
井
、
七
俵
陸
―
阿
部
、
長
野

宮
竹
少
年
野
球
ク
ラ
フ

大原ボ．．醍
押珊
ｏ。ｏ。面

福 岡 少 年
野球リーグ戦

長
住

５
連
勝
で
首
位

軸

ノ
ー
ヒ
ッ
ト
・ノ
ー
ラ
ン
達
成

福
岡
少
年
野
球
連
盟
の
リ
ー
グ
戦

（毎
日
新
聞
社

後
援
）
は
１７
日
、
東
区
の
汐
丼
公
園
な
ど
で
Ｈ
試
合

が
あ

っ
た
。
開
幕
か
ら
３
連
勝
中
の
長
住
少
年
野
球

部
は
油
山
少
年
野
球
部
と
長
丘
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を
そ

れ
ぞ
れ
３
１
０
、
７
１
３
で
降
し
、
５
連
勝
で
単
独

首
位
に
立

っ
た
。
長
住
の
古
川
修
投
手
は
油
山
戦
で

ノ
ー
ヒ

ッ
ト

・
ノ
ー
ラ
ン
を
達
成
し
た
。

α
一
］
』
〕
峙
神
砕
秘
一

一
一
一
一
¨
［
』
赫
神
”
一

に
２
１

５

で
敗

れ

２
連

一
ス
少
年
野
球
ク
ラ
プ
に
１

諏
げ
和
鋤
区
相
罐
郊
神
蒙

一
日
つ

で

そ

れ

ぞ
れ

敗

れ

油
山
少
年
野
球
部
戦
で
ノ
ー
ヒ
ツ
ト

・
ノ
ー
ラ
ン
を
達
成
し
た
長
住
少
年
野
球
部
の
古
川
投
手

， 争
諄
義
一
摯
ギ
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，‐　
一一̈二
・

試

合
結

果
は
次

の
通
り
。

長

住

少

年

野

球

部

長
丘

フ

ァ
イ
ｈ
絆
］
ψ

Ｏ 。
０ 。

・ ４

一３ ７

（
住

）
古

川

、
前

田
―
林

、

柳

川

（
丘

）
古

城

一
―
山

下

▽
本

塁
打

前

田

（
住

）
▽

二
塁

打
　
林

（
住

）

田
村

（
丘

）

月

隈

ス
ピ

ー
ド
ボ

ー
イ

ズ

東

箱
．鯉

硼

脚

抑

御

押

輌

「

‐ 。

一２ ‐

（
月
）
白

垣
―

樋

之

□

（
東

）
斉

藤
礼

、

田
浦

―
藤

原

、
斉
藤

礼

油

山

少
年

野
球
部

長
住

少
年

『
ｍ

ｍ

． 。

ｏ 。

・ ｏ

約

一３ 。

（
油

）
平

岡
晴
―

山

口
員

（
長
）

古
川

―

林

―
辻
宮
竹
少
年
野
球
ク

ラ
フ

（
富

）
向

井
―

平
松

（
大

）

堺

、

中

園

―

永

吉

▽

本

塁

打

　

丼

上

（
宮

）

▽

二
塁
打

　

大

月

（
宮

）

金

山

チ

ャ
レ
ン
ジ

ャ
ー
ズ

少
年

野

球

部

星
の

原

ス
莉
― 。 。
神
姉
『

輸
喘

鋼

０ ３

（
金

）

山
内
―

三
角

（
星

）

清

水

―
山

下

▽

二
塁
打

　
猪

野

（
金

）

原
北

ウ

イ

ン
グ

ス
少
年
野
球
ク

ラ

ブ

星
の

原

ス
タ
ー ‐ 。
柿
姉

喘
響

粥
鉾

‐ ９

（
原
）

今
泉
―

野
村

（
星

）

仲

、

山

中
―

山

下
▽

二
塁
打
　

本

村

２

（
原

）

原
北

ウ
イ
ン
グ

ス
少

年

野
球

ク

ラ

フ

香

椎

少 。 。
輌
錮

珈
抑

咄

０ ０

０ ‐

一‐ ２

（
原
）

島

田
―

野
村

（
香

）

深

野

―
鵜

池

▽

二
塁
打

　

田
中

（
原
）
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三電ブ今
ゝ
季初勝利

福
岡
少
年
野
球
連
盟
の

リ
ー
グ
戦

（毎
日
新
聞
社

後
援
）
は
２４
日
、
南
区
の

三
宅
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

で
‐４
試
合
が
あ

っ
た
。

開
幕
か
ら
４
連
敗
中
の

三
宅
ブ
レ
ー
プ
ス
は
１０
年

度
リ
ー
グ
戦
王
者
の
別
府

少
年
野
球
部
と
対
戦
。
２

１
１
で
降
し
、
今
季
初
勝

利
を
挙
げ
た
。
続
く
、
長

丘
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
戦
は
延

長
の
末
、
１
１
２
で
僣
敗

し
た
が
、
チ
ー
ム
は
活
気

を
取
り
戻
し
て
き
た
。

三
宅

。
別
府
戦
で
は
、

三
宅
の
打
線
が
竹
田
匠
吾

投
手
の
好
投
に
応
え
た
。

四
回
、
１
死
三
塁
の
好
機

を
作
り
、
中
尾
雄
大
選
手

の
ス
ク
イ
ズ
で
先
制
点
を

奪

っ
た
。
七
回
に
同
点
に

追
い
つ
か
れ
た
が
、
そ
の

裏
、
平
川
未
来
、
松
本
昇

真
両
選
手
の
連
続
安
打
に

敵
失
も
絡
め
て
サ
ヨ
ナ
ラ

勝
ち
し
た
。

試

合

結

果
は
次

の
通

り
。

▽
‐７

日

笛

松

少

年

野

球

ク

ラ

フ

匡

少

年

埒

郡

薦

（
菖

）
倉

岡

、

濱
崎

―
堀

（
壱

）

青

木
―

荒

木

▽

二
塁

打
　
執

行
、

岩
崎

、
演

崎

（
菖

）
丼

田

（
壱

）

樋
井

川

ツ
イ

ン

ズ

―
庄

司

▽

二
塁
打
　
堤

（
樋

）
駒

切
、
山
本

（
別
）

壱
岐

南
少
年

野
球

ク

ラ
ア

〓
ラ

哺

瑠

器

（
壱

）
青
木
、
冬

田
―

荒
木

（
三
）

竹

田
―

平
川

若
久
団
地
少
年

野
球
部

樋

丼

川

ツ

¨
抑

抑

仙

・ 。
約

一６．

（
若

）
森
山
、
楢
崎

―
桜

場

（
樋
）

小

坂
―

田
中

▽

二
塁
打
　
肴
屋
、

吉

瀬
、
柴

田
壮

（
樋

）

▽
２４
日

星
の
原

ス
タ
ー
ズ
少
年
野
球
部

竃

崎

ド

鳴

組

５ ‐

（
星
）
仲
、
山
中
―

山

下

（
東

）

斉
藤
、

田
浦
―

藤

原

別
府
少
年
野
球

部

三
宅
ブ
レ
ー 。 。
和
神

‐ 。

。 。
０ 。

Ｈ

一２．

（
別
）
小
榎
―

庄

司

（
三
）
竹

田

―

平
川

▽

二
塁
打

　
駒

切

（
別

）

竹

田

（
三
）

城

南

キ

ッ

ズ

星

の
原

ス
タ
ー

“
姉
『
錦
普
」

４ ８

（
城
）
亀
井

、
七
俵

陸

、
長
野
―

阿
部

（
星
）
清
水
―
山

下
▽

二
塁

打
　
阿
部

（
城

）

三

宅

ブ

レ

ー

プ

ス

０ 。
０ 。
０ 。

１ 。

０ ‐
０ ０

０ ０
‐ 。

一２ ‐

長
丘

フ

ァ
イ
タ
ー
ズ

（
三
）
中

尾
―

平
川

（
長
）
小

笠

原
―
山

下
▽

三
塁
打
　
山

下

（
長
）

▽

二
塁
打

　
田
村

（
長
）

大

　

原
　
ボ
　
ー
　

イ
　

ズ

原北喘
珊̈
刹珊
万

少
年

野
球
ク

ラ
ブ

（
大

）
青
木
―

永

吉

（
原

）
本
村

―

野
村

油

山

少

年

野

球

部

原‰
徊溜
響
面

少
年

野
球

ク

ラ
ブ

（
油

）
平
岡
晴
―

山

口
員

（
原
）

島

田

―

野

村

▽

二

塁

打

木

下

（
原

）

筆

松

少

年

野

球

ク

ラ

フ

月

限

ス
ピ
ー
ド
ボ

哺

葡

「

約

一‐００

（
菖

）
倉

岡
、
堀
―

堀
、
中

岡

（
月

）

白

垣

、
樋
之

ロ
ー

樋

之

口
、
白

垣

▽

二
塁

打
　
堀

（
笛
）
樋

之

口
、

森

２

、
〓
口
住

、
飯

星
、
自

垣

（
月

）

笛

松

少
年
野
球

ク

ラ
フ

油

山

少

年

野
］
「
『

３ 。

０ 。

一６ 。

（
菖

）
倉

岡
、
堀
、
名
本

―

堀
、

中

岡

、
堀

（
油

）

平
岡
晴

、
大

西

、

山

口
彙

―
山

口
員

、
平

岡
晴

▽

二

塁

打
　
梶

原

（
菖

）
大

西
、
磯

崎

（
油

）

壱
岐

南
少
年

野
球

ク

ラ
フ

雲
川郡
珊
響

（
壱

）
青
木
―

荒
木

（
樋

）
肴
屋

―

田
中

▽

二
塁
打
　
荒
木

、
青
木

（
一営
）

若
久
団
地
少
年
野
球

部

香

椎

少

年

野

嚇

釧

５ 。

２ 。

一１０．

（
若

）
檜
崎
、

森
山
、

田
中
大
―

桜

場

（
香

）
大

西
―

鵜

池

▽
本
塁

打

　
鵜
池

（
香

）

壱
岐
南
少
年
野
球
ク
ラ
フ

香

歩

範

球 ４ 。

篭

雨

翁
ｅ

冬

田
、
青
木
―

荒

木

（
香

）

松

尾
、
大

西
―
鵜

池

宮

竹

少

年

野

球

ク

ラ

フ

金

山

チ

‰

喘

価

術

珈

抑

「

一‐ 。

一

少
年

野
球

部

　

　

一

（
富

）
平
松

―
向

丼

（
金

）
山
内

一

―

三
角

長

住

少

年

野

球

部

　

　

　

一

小
笹
少
年
』
］
刹

一 抑
独

４ 。

約

一７ ６

一

発

築

型

が

麟

製

コ

香

椎

浜

サ

ン

ダ

ー

ス

　

　

　

　

一

宮
竹
少
年
動
輌
刹

一 「
神

０ 。

刈

一‐ 。

一

（
香

）
古
要
―
権

葉

（
宮

）
向

井

一

―

平
松

０．

１ 。

０ 。

０ 。

０ 。

Ｈ

・ ０

一３ ２

別
府
少
年

野
球

部

（
樋

）

肴

屋

―

田
中

（
別
）
小
榎

別府少年野球部戦 で完投

勝利を挙 げた三宅ブ レー

プスの竹田投手



ξ稜■質]/2)
【大
原
ポ
ー
イ
ズ

。
城
南
キ
ッ
ズ
】
大
原
九
回
１
死
満
塁
、
田
中
公
康
選
手
が

有
犠
飛
を
放
ち
、
敵
失
も
誘
い
２
点
を
奪
う

闇
囲
園
日
閉
幽

一
な
ど
で
６
試
合
が
あ
り
、

一
熱
瑚
際
犠
印
¨
燎
貯
ボ
‐

一
イ
ズ
は
２
試
合
を
戦
い
１

勝
１
敗
で
、
勝
ち
星
先
行

と
は
な
ら
な
か

っ
た
。
リ

ー
グ
上
位
の
東
箱
崎
ド
ル

フ
ィ
ン
ズ

（５
勝
１
敗
）

戦
で
は
四
回
に
先
制
し
た

が
、
七
回
に
逆
転
さ
れ
１

１
２
で
情
敗
。
城
南
キ

ッ

ズ
戦
は
九
回
特
別
延
長
戦

の
末
、
２
１
０
で
辛
く
も

勝
利
し
た
。
大
原
の
浅
尾

洋

一
監
督
は

「好
機
で
あ

と

一
本
が
で
な
い
。
練
習

す
る
し
か
な
い
」
と
話
し

て
い
た
。

大
原
ボ
ー
イ
ズ

福
岡
少
年
野
球
連
盟
の

リ
ー
グ
戦

（毎
日
新
聞
社

後
援
）
は
１
日
、
早
良
区

区
の
大
原
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

試
合

結

果
は
次

の
通

り
。

大

原

ボ

ー

イ

ズ

′

東
箱
崎

ド
¨
¨
仙

袖

枷

‐ 。

‐ 。

一２ ‐

（
大
）
青

木
―
永

吉

（
東
）

斉
藤

、

田
浦
―
藤

原

∵二

勝ち星先行ならず
浅尾監督「練習するしかない」

樋
井

川

ツ
イ
ン
ズ

城

南

キ

ッ

ズ 。 。
． 。 ７

‐ ０

２ 。
３ 。

一６ ７

（
樋

）

肴

屋

、
小

坂

、

田
中
―

田

中
、

肴

屋

（
城
）

七

俵

陸
、
山

田

―

阿

部

▽
本

塁
打

　

七
俵

留

（
城

）

▽
三
塁

打

　
長
野

（
城

）
▽

二
塁

打
　

竹

口
、
田
中

、

肴
屋

（
樋
）

大

原
ボ

ー

イ
ズ

城

南
＾ ＾却
「
知

ズ ０ 。
０ ０

。 。

。 。
。 。
０ ２

一〇 ２

（大
）石
寄
、
青
木
―
永
吉

（城
）

亀
井
―
阿
部
▽
二
塁
打

亀
丼

（城
）

月
隈
ス
ピ
ー
ド
ボ
ー
イ
ズ

屋
少轟
覇
響

（
月

）
白

垣

―

樋

之

□

（
長
）
古

川

―

林

▽

二
塁
打
　

高

倉

、
古
川

（
長
）

別

府
少
年

野
球

部

長
住

少
年

中
帥

ｍ

‐ 。

０ 。
０ ２

約

一３ ２

（
別
）

小

榎
―

庄

司

（
長

）
古

川

―

柳

川

▽

二
塁

打
　

山

本

（
別

）

古

川

、
林

、
松

本

、
前

田
、
高
倉

（
長

）

油

山

少
年

野
球

部

別

府
少
年

動
輌
ｍ

。 。
０ 。
０ 。

０ 〇

一０ ‐

（
油

）
平

岡
晴
―

山

口
貴

（
別
）

高

木

、
小

榎

―
庄

司

▽

二
塁
打

山

口
諒

（
油

）



40チームが熱戦展開
毎日旗争奪こいのぼり少年野球

雁の巣センターきょう開幕

第
Ｈ
回
毎
日
旗
争
奪
こ

い
の
ぼ
り
少
年
野
球
大
会

（福
岡
少
年
野
球
連
盟
主

催
、
毎
日
新
聞
社
後
援
）

が
３
日
、
東
区
の
雁
の
巣

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
開
幕
す
る
。
県
内

外
か
ら
４０
チ
ー
ム
約
８
０

０
人
が
参
加
し
、
毎
日
旗

を
懸
け
て
熱
戦
を
展
開
す

る
。
準
決
勝
、
決
勝
は
５

日
、同
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

今
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
か

ら
約
１
カ
月
。
各
チ
ー
ム

と
も
新
メ
ン
バ
ー
で
練
習

に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果

が
試
さ
れ
る
大
会
で
、
小

学
生
球
児
の
自
熱
し
た
好

ゲ
ー
ム
が
期
待
さ
れ
る
。

金
山
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
少
年
野
球
部

月

隈

ス

ピ

ー

ド

ボ

ー

イ

ズ

安

徳

北

ジ

ャ

ガ

ー

ズ

丼

愛

宕

ク

ラ

ブ

花

畑

ウ

イ

ン

デ

ィ

ー

ズ

久

団

地

少

年

野

球

部

美

ジ

ュ

ニ

ア

ー

ズ

球

団

井

川

ツ

イ

ン

ズ

椎

浜

サ

ン

ダ

ー

ス

日

少

年

野

球

原

ポ

ー

イ

ズ

イ
ン
グ
ス
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

南
　
　
キ
　
　
ッ
　
　
ズ

勢

門

フ

ュ

ー

チ

ャ

ー

ズ

多

レ

ッ

ド

キ

ッ

ズ

貴

山

ス

カ

イ

ヤ

ー

ズ

長

丘

フ

ァ

イ

タ

ー

ズ

別

府

少

年

野

球

部

４
日
　
一
３
日 口廟 目口√¬月 日 口

|]::::::[85::][[:]][′
『『

第11回毎日旗争奪こいのぼり少年野球大会組み合わせ

こ
い
の
ば
り
少
年
野
球
開
幕

県
内
外
の
４０
チ
ー
ム
参
加

毎
日
旗
争
奪
あ
す
準
決
、
決
勝

國
雄

。
大
会
会
長

（主
催

連
盟
理
事
長
）
は

「心
を

一
つ
に
し
て
、
伸
び
伸
び

と
プ
レ
ー
を
し
て
く
だ
さ

い
」
。
野
沢
俊
司

。
毎
日

新
聞
西
部
本
社
編
集
局
次

長
は

「精
い

っ
ぱ
い
プ
レ

ー
し
て
、
見
守

っ
て
い
る

人
に
パ
ワ
ー
を
も
た
ら
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
選

手
を
激
励
し
た
。
開
会
式

に
は
毎
日
新
聞
社
の

ヘ
リ

コ
プ
タ
ー

「
オ
オ
ル
リ
」

が
飛
来
し
て
始
球
式
ボ
ー

ル
を
投
下
し
、
会
場
を
盛

り
上
げ
た
。

準
決
勝
、
決
勝
は
５
日
、

同
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

【
横
山
淳
治
】

第
Ｈ
回
毎
日
旗
争
奪
こ

い
の
ぼ
り
少
年
野
球
大
会

（福
岡
少
年
野
球
連
盟
主

催
、
毎
日
新
聞
社
後
援
）

が
３
日
、
東
区
の
雁
の
巣

レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
開
幕
し
た
。
県
内

外
か
ら
４０

チ
ー

ム
が
参

加
。
こ
の
日
は
１
、
２
回

戦
の
２４
試
合
が
あ

っ
た
。

開
会
式
で
は
、
選
手
代

表
の
東
箱
崎
ド
ル
フ
ィ
ン

ズ

・
木
庭

優
斗
主

将
が

「
こ
い
の
ぼ
り
の
よ
う
に

元
気
よ

く

プ

レ
ー

し
ま

す
」
と
力
強
く
宣
誓
。
凌

力
強
く
選
手
宣
誓
す
る
東
箱
崎
ド
ル
フ
イ
ン
ズ
の
木
庭
主
将



小笹厖年連続 5回目V
第
Ｈ
回
毎
日
旗
争
奪
こ

い
の
ぼ
り
少
年
野
球
大
会

（福
岡
少
年
野
球
連
盟
主

催
、
毎
日
新
聞
社
後
援
）

の
準
決
勝
、
決
勝
が
５
日
、

東
区
の
雁
の
巣
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
あ

っ
た
。
決
勝
は
小
笹
少
年

野
球
ク
ラ
ブ
と
春
日
少
年

野
球
の
対
戦
と
な
り
、
小

笹
が
１
１
０
で
勝
利
し
て

２
年
連
続
５
回
目
の
優
勝

を
飾
っ
た
。

準
決
勝
で
完
投
、
決
勝

で
完
封
勝
利
し
た
小
笹
の

小
村
拳
丈
投
手

（主
将
）

は

「決
勝
は
緊
張
し
た
け

ど
仲
間
を
信
じ
て
マ
ウ
ン

ド
に
立

っ
た
。
連
覇
で
き

て
最
高
で
す
」
と
笑
顔
で

話
し
た
。
バ

ッ
テ
リ
ー
を

組

ん

だ

辻

陽
菜

捕

手

は

「大
切
な
大
会
で
優
勝
で

き
て
う
れ
し
い
。
み
ん
な

が

つ
な
ぐ
打
撃
を
心
掛
け

た
の
が
よ
か

っ
た
」
と
ナ

イ
ン
と
喜
び
合

っ
た
。

◇

同
大
会
で
は
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
支
援
を
し

よ
う
と
主
催
連
盟
内
な
ど

で

義

援

金

を

募

り
、

凌

國

雄

。
大

会

会

長

（
主

催
連
盟
理
事
長
）
が
集
ま

っ
た

２５

万
２

５

３

２

円

を
野
沢
俊
司

。
毎
日
新
聞

西
部

本

社

編

集

局
次

長

に
手
渡
し
た
。
義
援
金
は

毎
日
新
聞
西
部
社
会
事
業

団
を
通
じ
て
被
災
地

へ
送

ら
れ
る
。

全
試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
。

▽
１

回
戦

　
長
丘

フ

ァ
イ
タ

ー

ズ

４

１

３

一
資

山

ス

カ

イ

ヤ

ー

ズ
、
審

日
少
年
野
球

２
１
１
大

原

ボ

ー
イ

ズ
、
樋
井
川

ツ
イ

ン
ズ

４

ギ
ト
椰

毎日旗争奪通いのぼり少年野球大会

優勝 を喜ぶ小笹少年野球 クラフの選手たち

‐ ｀

義援金を寄託する凌
。大会会長 (右)

ズ”‐２回鵬府舜籠″”編り田
一５〕靭権離紗年請醐郊年野球

多
レ
ッ
ド
キ
ッ
ズ
５
１
４
北
勢
門

一
８
１
４
長
丘
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
、
金

フ

ュ
ー

チ

ャ
ー
ズ
、
城

南

キ

ッ
ズ

一
山

チ

ャ
レ

ン
ジ

ャ
ー

ズ
少

年

野
球

５
１
４
原
北
ウ
イ
ン
グ
ス
少
年
野

一
部
２
１
１
西
花
畑
ウ
イ
ン
デ
ィ
ー

球
ク
ラ
ア
、
春
日
少
年
野
球
７
「

一
ズ
、
小
笹
少
年
野
球
ク
ラ
フ
６
１

０
香
椎
浜
サ
ン
ダ
ー
ス
、
樋
井
川

一
３
長
住
少
年
野
球
部
、
片
縄
ビ
ク

ツ
イ
ン
ズ
６
１
２
若
久
団
地
少
年

一
ト
リ
１
１０
１
０
勢
門
ベ
ア
ー
ズ

野
球
部
、
西
花
畑
ウ
イ
ン
デ
ィ
ー

一　

▽
準
決
勝

ズ
３
１

１

御
井

愛
宕

ク

ラ
ブ

、
金

春

日

少

年

野

球

山
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
少
年
野
球

０。
０。
０‐
２。
０４
Ｈ
一３６

嗣

列
『
鞍
輸
裂
ガ
ブャ
ロ
晏

Ｌ

輸
山
チ
Ｊ

姿

■

夕

年二

方
小
球

友

会

、
小
笹

少

年

野
球

ク

ラ
フ
８
１

２
油
山

少
年

野
球

部

、

二
日
市

ジ

ュ
ニ
ア
ー
ズ

７
１

０

可

也

ジ

ュ
ニ
ア

ロ
イ
ヤ

ル

ズ

、
長
住

少
年

野
球

部

８
１

１
東

箱
崎

ド

ル

フ

ィ
ン
ズ

、

三
宅
ブ

レ

ー

プ

ス
４

１

３
篠

栗

イ
ー

グ
ル

ス
、
宮

竹
少

年

野
球

ク

ラ
フ
３
１
２

長

門

石

ロ

ン
グ

ス
ト

ー

ン
ズ
、
片

縄

ビ
ク

ト

リ

１
５
１

２
勝
山

エ
ン

ゼ

ル

ス
、

勢

門

ベ
ア
ー

ズ
５
１

０

壱

岐
南

少

年

野
球

ク

ラ
フ
、
香
権

少

年

野
球

部

３
１

１
星

の
原

ス
タ

ー

ズ
少
年

野
球

部
▽
３

回
戦

　
長
丘

フ

ァ
イ

タ
ー

ズ
３
１

１
博

多

レ

ッ
ド

キ

ッ
ズ
、

球

部 野

（
春

）
市

原
―

高

森

（
金

）
山

内

、

三
角
、

房
前

―

三
角

、
山

内

、

三

角

▽

二
塁
打

　
猪
野

、
〓
一角

（
金

）

小
笹
少

年

野
球

ク

ラ
ブ

Ｈ

０ ０

０ ４

０ ０

０ １
０ 。

０ 。

一１ ６

片

縄

ビ

ク

ト

リ

ー

（
小
）

小

村
―

辻

（
片

）
渡
辺

―

伊

藤

、

星

野

▽

三

塁

打

渡

辺

（
片

）
▽
決

勝

春

日

少

年

野

球

雀

筆

細

徊

珊

・ 。

和

両

（
春

）
小

野
―
高

森

（
小
）
小

村

―
辻

０

０

０

２

０

１

一３



東箱崎が 3連勝
福岡少年野球連盟のリーグ戦

:  . =■■
'■
|

東 箱 崎 六 回 2死【宮竹少年野球 ク 。東箱崎 ドルフィンズ】

満塁 、藤原省吾選手が右前適時打を放つ

福
岡
少
年
野
球
連
盟
の

リ
ー
グ
戦

（毎
日
新
聞
社

後
援
）
は
８
、
１４
、
‐５
の

３
日
間
、
東
区
の
ク
リ
ー

ン
パ
ー
ク

・
臨
海
運
動
広

場
な
ど
で
１３
試
合
が
あ

っ

た
。６

勝
１
敗
で
上
位
を
走

る
東
箱
崎
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ

は
３
試
合
を
戦
い
３
連
勝

し
た
「
‐４
日
の
宮
竹
少
年

野
球
ク
ラ
ブ
戦
で
は
、　
一

回

に
２
点
を
奪
わ
れ

た

が
、
二
回
１
死
二
、
三
塁

か
ら
中
村
樹
希
選
手
の
ス

ク
イ
ズ
で
１
点
差
に
し
、

四
回
に
は
松
尾
龍
之
介
選

手
の
右
前
打
で
同
点
に
追

い
つ
い
た
。

六
回
は
２
死
か
ら
高
塚

祐

希

選
手

の
中
前

打
、

藤

原
省

吾
選

手
の
右
前

打

な
ど

で
４

点
を
奪

い

逆

転

し
た
。

投
げ

て
は

斉
藤

礼
投
手
が

二
回
以

降
は
落
ち
つ
い
た
投
球
を

見
せ
て
３
点
に
抑
え
込
ん

だ
。

試
合
結
果
は
次
の
通
り
。

▽
８
日

星
の
原

ス
タ
ー
ズ
少
年

野
球
部

種

釉

ン ３ ２

珊

‐ ０ ２

嘲

（
星
）
山
中
、
清
水
―
山
下

（
香
）
古

賀
、
佐
野
―
佐
野
、
権
葉
、
古
買
▽

ニ

塁
打
　
松
村
、
山
下
（
星
）
柳
橋

（
香
）

小

笹

少

年

野

球

ク

ラ

フ

三

宅

ブ

レ

ー 。 ２
抑

抑

枷

０ ０
０ 。

一〇 ３

（
小
）
牧
山
―
辻

（
三
）
竹
田
―
平
川

香
椎
浜

サ
ン
ダ
ー

ス

三宅ブレ」型「̈
３．０。刈一７‐

（
香
）
古
買
―

佐
野
、
椎
葉

（
三
）
Ｌ

尾
―
平
川

小
笹
少
年
野
球
ク
ラ
フ

東
箱
崎
ド
¨
神
仰
揃
「
０．

刈
一２．

小
）
辻
、
小
村
―
片
岡
、
辻

（東
）
斉

藤
礼
―
藤
原

▽
‐４
日

樋

丼

川

ツ

イ

ン

ズ

０ ‐

０ 。

０ 。

２ 。

２ 。

０ 。

約

一
４．

東
箱
崎
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ

（
樋
）
肴
屋
―

田
中

（
東
）
田
浦
―
騒

原
▽

二
塁
打
　
藤
井

（
樋
）

樋

丼

川

ツ

イ

ン

ズ

長

丘

フ

ァ
イ

袖

輌

枷

３ 。

０ 。

１ 。

一７ 。

（
樋
）
小
坂
、
田
中
、
肴
屋
―
田
中
、

肴
屋
、
田
中

（
長
）
小
笠
原
―
山
下
▽

二
塁
打
　
田
中
、
柴
田
海

（
樋
）

宮

竹

少

年

野

球

ク

ラ

フ

東

箱

崎

ド

取

「

佃

「

「

４ 。

刈

一６ ３

（
宮
）
平
松
、
向
丼
―
向
井
、
平
松

（
東
）

斉
藤
礼
―

藤
原

▽
馬
日

油

山

少

年

野

球

部

三
宅

プ

レ

ー 。 。

神

神

。 。

。 。

０ ２

０ １

一〇 ３

（
油
）
平
岡
晴
―
平
川

（
三
）
竹
田
―

平
川
▽
三
塁
打
　
平
岡
晴

（
油
）
▽

二

塁
打
　
坂
木
、
平
川
（
油
）
平
川

（
三
）

昌

う

税

削

超

６ ２

（
星
）
山
中
―
山
下

（
月
）
白
垣
、
飯

星
―
樋
之
□

星

の

原

ス
タ

ー

ズ

少

年

野
球

部

油

山

少

喘

］

端

型

６ ５

（
星
）
清
水
―
山
中

（
油
）
平
岡
晴
、

山
□
貴
―
平
川
▽
二
塁
打
　
清
水

（
星
）

大
西
、
平
岡
晴

（
油
）

菖

松

少

年

野

球

ク

ラ

ブ

城

　

南

　

莉

． 。

畑

。 。
神

０ 。

刈

一２ ‐

（
富
）
演
崎
―
堀

（
城
）
亀
井
、
長
野

―
阿
部
▽
二
塁
打
　
七
俵
瑠

（
城
）

別

府

少

年

野

球

部

匡

少
年
諭

魏

面

（別
）
小
榎
１
庄
司

（壱
）
青
木
―
太

田
▽
三
塁
打
　
〓
口
田

（別
）
▽
二
塁
打

駒
切
２

（
別
）

小

笹

少

年

野

球

ク

ラ

フ

輪山チャｍ紳沖「耐柿帰響一

（
小
）
小
村
―
辻

（
金
）
山
内
―

三
角

▽
二
塁
打
　
小
村

（
小
）



長住が首位に並ぶ

福岡少年野球連盟リーグ戦

熱
戦
が
続
く
福
岡
少
年

野
球
連
盟
の
リ
ー
グ
戦

（毎
日
新
聞
社
後
援
）
は

２２
日
、
南
区
の
長
住
小
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
４
試
合
が
あ

っ
た
。
首
位
争
い
に
加
わ

る
長
住
少
年
野
球
部

（
７

勝
１
敗
）
は
、
原
北
ウ
イ

ン
グ
ス
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

（
５
勝
２
敗
）
と
城
南
キ

ッ
ズ

（
４
勝
６
敗
）
を
降

し
、
９
勝
１
敗
で
東
箱
崎

ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
と
首
位
に

並
ん
だ
。

長
住
対
原
北
戦
は
長
住

が

一
回
、
林
隼
平
主
将
の

中
越
え
二
塁
打
な
ど
で
２

点
を
先
取
し
主
導
権
を
握

っ
た
。
三
回
は
古
川
修
選

手
の
右
越
え
二
塁
打
で
加

点
。
六
回
は
無
死

一
塁
か

ら
松
木
玲
穏
選
手
の
右
越

え
本
塁
打
で
２
点
を
入
れ

試
合
を
決
め
た
。

原
北
は
六
回
２
死
満
塁

で
田
中
祥
太
選
手
が
中
越

え

二
塁
打
を
放
ち
２
点
を

返
し
た
が
、
後
続
打
者
が

長
住
の
古
川
投
手
に
抑
え

ら
れ
た
。

試
合
結
果
は
次
の
通
り
。

星

の
原

ス
タ

ー

ズ
少
年

野
球

部

４ 。

２ 。
２ 。

０ 。

約

一８ 。

大

原

ボ

ー

イ

ズ

（
星
）
清
水

―
山

中

（
大

）
岩
寄

―
永

吉

▽

二
塁

打
　
永

吉

（
大

）

城

南

キ

ッ

ズ

（
城

）
亀

丼

、

長

野
―

阿
部

（
長

）

前

田

―

柳

川

▽

二

塁

打

亀

丼

（
城

）
古

川

（
長

）

原
北

ウ
イ

ン
グ

ス
少

年
野
球

ク

０ ０
０ ６

０ ｌ

Ｈ
０ 〇

一１ ８

三

宅

ブ

レ

ー

プ

ス

（
原
）
本

村

、

今

泉
―

野
村

（
三

）

竹

田

、
中

尾

―

平
川

▽

三
塁

打

坂

口

（
原

）

▽

二
塁

打
　

田
中

、

木

下

、
釘

本

（
原

）

原
北

ウ

イ

ン
グ

ス
少

年

野
球

ク

２ 。

０ 。

２ 。

０ 。

０ 。

２ ２

刈

一６ ２

長

住

少

年

野

球

部

（
原

）
島

田
―

野
村

（
長

）

古

川

―

柳

川

▽
本

塁

打
　
松

本

（
長

）

▽

二
塁

打

　
島

田
２

、
田

中

（
原

）

林

２

、
古
川

２

（
長

）

[〔

２。００
０。
３。
０。０。
刈
一５‐

長
住
少
年
野
球
部

|「
｀
F・      1｀「・:_:■ |)^:ご ■

~―
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【原北 ウイングス 。長住少年野球部】

長住六回無死一塁、松木選手が本塁

打を放ちチームメー トとハイ タ ツチ

原
北
ウ
イ
ン
グ
ス
初
Ｖ

毎
日
旗
久
留
米
市
少
年
野
球

第
２４
回
毎
日
旗
争
奪
久
一し
た
。
　

【土
田
暁
彦
】

留
米
市
少
年
野
球
大
会
一　
Ｔ
回
塾

山
川
リ
ト
ル
ス
カ
イ
ヤ
ー
ズ
６

（毎
日
新
聞
社
主
催
、
Ｔ
３
湯
布
院
フ
レ
ン
ズ
、
高
取
少

全

軟

久

留

米

市

少
年

野

一
舞
Ⅵ
講
杉
″
げ
郊
川
知
識
階
ψ
婚
一

〔́̈一一一””″一一̈̈
一

ル

タ

イ

ガ

ー

ス
、

片

縄

ビ
ク

ト

リ

・
Ｉ
Ｈ
１
６
柳
川
城
内
ボ
ー
イ
ズ
、

干
出

町

の
中

干
出

公

園

一
一野南呻
一
書
”
岬
´
利
”
蓄
神
〕
藩

”
一
｝
一
】

一

［

瑯

ヤ が ‐ょ
¨

一
一
つ
一
”
】
¨
一
少野手り‐
、
‐

『
一
¨
〔
却

ア
ン

ツ

を

一根
り

初

鷹騨
勝

一
ジ
だ
「
産
げ
”
″
″
″
ッ
川
「
知

像

少

年

野

球

ク

ラ
ブ

６
１

２
大

刀

洗

ビ

ッ
グ

ド

ラ
ゴ

ン

ズ
、

前

原
野

球

ス
ポ

ー

ツ
少
年

団

８
１

１

三
国

ク

ラ
ブ

、

柳

川

昭

代

ド
リ

ー

ム
ズ

４
１

１

長

門

石

ロ
ン

グ

ス
ト

ー

ン

ズ
、

山

本

ス
カ
イ

ヤ

ー
ズ

７
１

１

大
川

ブ

ル

ー

ラ
イ

オ

ン
ズ

、

野
芥

少

年

野

球

ク

ラ
ブ

８

１

１
北

野

ベ

ア
ー

ズ

、
油

山
少

年

野
球

部
８

１

７
川

会

少

年

野
球

、

福

間
ジ

ャ
イ

ア

ン

ツ
７

１

６
味

坂

ク

ラ

フ
、
大

野
城

少

年

野
球

２７
‐

０

三
橋

少

年

野
球

団

、

み
や
ま

ラ

ッ
シ

ャ
ー
ズ

‐６
‐
０
城
の
子
リ
ン
ド
ウ
ズ
、
城

少
レ
ッ
ド
ス
タ
ー
ズ
６
１
１
矢
ケ

部
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
、
宗
像
ク
ラ

ブ
ラ
イ
オ
ン
ス
５
１
０
大
川
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
イ
ズ
、
武
蔵
ケ
丘
ド
リ

ー
ム
ズ
８
１
７
日
吉
山
王

【２
回
戦
】

山
川
リ
ト
ル
ス
カ
イ
ヤ
ー
ス
６

穐
鰹
舅
露
雀
ゼ
厨
ｈ
ν
”
薇
痺
狙
程
静

ト
リ
ー
、

原
北
ウ
イ

ン

グ

ス
少

年

一
１
御
井
愛
宕
、
ト



ツズ
大
き
な
声
で
盛
り
上
げ
役

亀
丼
毅
郎
主
将
（城
南
小
６
）

城南キ

４
月
に
開
幕
し
た
福
岡

少
年
野
球
連
盟
の
リ
ー
グ

戦
。
試
合
会
場
に
足
を
運

ぶ
と

「声
を
出
し
て
い
こ

う
」

「絶
対
勝

つ
ぞ
！
」

な
ど
大
き
な
声
を
出
し
、

ひ
と
き
わ
目
立
つ
選
手
が

い
た
。
城
南
キ

ッ
ズ

・
亀

丼
毅
郎
主
将

（城
南
小
６

年
）
だ
。

プ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
瞬
間

か
ら
ゲ
ー
ム
セ

ッ
ト
ま
で

声
が
か
れ
る
ま
で
大
声
を

出
し
て
チ
ー
ム
を
盛
り
上

げ
る
。
試
合
に
負
け
て
も

き
び
き
び
と
対
戦
相
手
の

監
督
に
あ
い
さ
つ
。

「元

気
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い

主
将
だ
」
と
絶
賛
さ
れ
た

こ
と
も
あ
る
。
野
球
を
始

め
た
の
は
小
学
４
年
の
９

月
。
自
分
の
通
う
城
南
小

児
童
を
中
心
と
し
た
少
年

野
球
チ
ー
ム
、
城
南
キ

ッ

ズ
が
発
足
し
た
こ
と
か
ら

入
部
し
た
。

公
式
戦
初
試
合
は
入
部

し
た
翌
年
の
２
月
。
同
連

盟
主
催
の
新
人
戦
大
会
が

あ
り
、
亀
丼
君
は
背
番
号

ん
で
い
た
。
そ
ん
な
チ
ー
　
を
重
ね
今
季
リ
ー
グ
戦
に

１
を
付
け
て
初
戦
の
小
笹
　
ム
の
雰
囲
気
に
亀
井
君
は

臨
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
開

少
年
野
球
ク
ラ
ブ
戦
に
臨

決
意
し
た
。

「声
を
出
し

幕
初
戦
を
勝
利
。
現
在
の

ん
だ
。
猛
練
習
を
重
ね
自
　
て
チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
よ
　
通
算
成
績
は
Ｈ
試
合
を
戦

信
が
あ

っ
た
が
、
結
果
は

つヽ
。
勝

っ
て
も
負
け
て
も
　
い
４
勝
７
敗
。
黒
星
が
先

０
‐
２２
で
大
敗
。

「練
習

胸
を
張

っ
て
い
よ
う
」

　

行
し
て
い
る
が
目
標
の
１０

の
成
果
が
試
合
で
発
揮
で
　
　
今
年
、
小
学
６
年
に
な

勝
に
向
け
て
頑
張

っ
て
い

き
な
く
て
と
て
も
悔
し
か
　
っ
た
亀
丼
君
は
監
督
、
選
　
る
。
亀
丼
君
は

「負
け
や

っ
た
」
と
振
り
返
る
。
４

手
か
ら
信
頼
を
得
て
主
将

失
敗
を
繰
り
返
し
て
成
長

月
か
ら
の
リ
ー
グ
戦
も
１９
　
に
。
昨
年
の
反
省
と
悔
し
　
す
る
と
信
じ
て
い
る
」
と

戦
全
敗
。
敗
戦
続
き
に
ナ
　
さ
を
バ
ネ
に
厳
し
い
練
習

話
す
。

イ
ン
の
気
持
ち
は
暗
く
沈

め
、
試
合
や
練
習
で
疲
れ

た
夜
で
も
両
親
に
手
紙
を

書
く
こ
と
を
忘
れ
な
い
。

父
康
さ
ん
（
４６
）
は

「貴

任
感
が
強
く
、　
一
直
線
に

な
り
や
す
い
の
で
広
く
物

事
を
見
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
温
か
く
見
守
り
、
母
美

奈
さ
ん
（
４５
）
は

「
思
い
や

り
の
気
持
ち
を
大
切
に
持

ち
続
け
て
」
と
願
う
。

か
ら
ピ
ア
ノ
も
続
け
る
頑

罰
別
劉
劃
劉

ス
ク
ラ
ツ
プ
プ
ツ
ク
に
張
ら

れ
て
い
る
手
紙
（左
）

張
り
屋
。
夢
は
福
岡
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
和

田
毅
投
手
み
た
い
な
プ
ロ

野
球
選
手
に
な
る
こ
と
。

野
球
で
教
わ

っ
た

「感
謝

の
気
持
ち
」
を
伝
え
る
た

大きな声 でチームを盛 り上 げる亀丼主将 (右から 6人目 )

参

／参



が

ン

点
を
加
え
た
。
投
げ
て
は
一
』
ビヽ
」
り
に
ド
Ｌ
」
ド
ト
』

り噸綱妙
（年中酬癖騨御一『一』む舛申期″″ガ一̈
惇裁̈
赫̈一一仲一

樋
丼
川

ツ
イ

ン
ズ

　

　

　

　

　

　

一
曜

Ｆ
　
育

日
　
本

　

ち

，―
‘
ｚ
　

ゼ

香

椎
少
年

野
動

『

２ ２

０ ０

０ ０

刈

一４ ２

一
卿

府
（
舜

〓

岬
岬
中

０ ０

０ ３

０ ０

０ １

一‐ ４

一

（
樋

）
肴

屋

、
小
坂

―

田
中

（
香

）

一
城

南

キ

ノ̈

ズ

　

　

　

　

　

　

・

峙夕
一靡
ン
許味

趙
鞭
７
鞣
零̈
豊

（
宮

）
大

月
―

善

、

向

井

（
壱
）

一
（
若

）
森
山

、
櫓

崎
―

桜

場

友

舎

じ
　

一

徳
重

―

平
川

▽
本

塁
打

　

平
川

、
　

一

松
本

舎

じ
▽

二
塁
打

　

楢

崎

（
若

）

一

金
山

チ

ャ
レ

ン
ジ

ャ
ー

ズ

　

　

　

一

少

年

野

球

部

　

　

　

　

　

　

一

〇 〇

〇 〇
〇 〇

〇 〇

〇 １
０ ０

‐ ０

０ 。

１ ２

一２ ３

論
『
轟
囃
罷
呟締三
髪
）解
罫
ギ
ｅ
小牲

剛晴
（平洲）（油）▽二塁打　平
一森鋼和蘇鴫ダ譴一打　福田祐
一

雇
南罐
唖
彫
影
一

金
山
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
　
　
　
・

少

年

野

球

部

　

　

　

　

　

　

一

（
壱

Ｘ
目
木
―
太

田

（
金

）

房
前

、
　

一

三
角
―

三
角

、
山
内

▽

本

塁

打

　

一

大

石
（
金

）
▽

三
塁
打

　

冬

田

（
壱

）

一

原
北
ウ
イ

ン
グ

ス

　

　

　

　

　

　

一

少
年
野
球

ク
ラ

０ ‐ プ

一〇 〇

〇 ３

０ ６
３ 。

一３‐０

一

一
長
丘

フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
　
　
　
　
　
　
´

一饒
蜘［̈鞣
露

一
零
論
原（弯騨
一一脊
一

一

後
援
）
は
４
、
５
の
両
日
、　
一
プ
戦
は
宮
竹
が

一
回
、
２

一
地
少
年
野
球
部
戦
も
１３
‐

博
多
区
の
上
月
隈
中
央
公

一
死
二
塁
か
ら
鶴
岡
雅
大
選

一
０
で
勝
利
。
こ
の
試
合
で

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
Ｈ
一手
の
左
前
打
で
先
制
点
を
一は
平
松
大
輝
投
手
が
ノ
ー

【宮竹少年野球 ク・壱岐南少年野球 ク】宮

竹一回、 2死三塁、鶴岡選手が先制の左前
適時打を放つ

ヒ

ッ
ト

・
ノ
ー
ラ
ン
を
達

成
し
た
。

香
椎
少
年
野
球
部
は
勝

敗
を
６
勝
１
敗
、
宮
竹
は

７
勝
３
敗
と
し
、
ト
ッ
プ

を
走
る
長
住
少
年
野
球
部

（
１０
勝
１
敗
）
、
続
く
東

箱
崎
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ

（９

一Ｌ

【樋丼川ツインズ
。香椎少年野

球部】完投勝利 した香椎 ・深野

投手
勝
１
敗
）
を
追

っ
て
い
る
。
一
（長
）
古
川
、
林
、
一削
田
―
柳
川

試
合
結
果
は
次
の
通
り
。

▽
本

塁
打

　
秋
丸

２

（
長

）

▽

二

・

塁

打
　
前

田

、
林

、

柳

川

２
、

古



廃
部
の
危
機
乗
り
越
え
る

大
原
ボ
ー
イ
ズ

県
大
会
初
出
場

大
原
ボ
ー
イ
ズ

（早
良

区

・
福
岡
少
年
野
球
連
盟

所
属
）
は
０６
年
に
部
員
不

足
で
約
１０
カ
月
間
休
部
し

た
こ
と
も
あ
り
、
廃
部
の

危

機

を

乗

り

越

え

て

つ

か

ん

だ

県

大

会

初

出

場

だ
。大

原
は
旧
原
団
地
少
年

野
球
部
と
し
て
７５
年
に
創

部
。
８２
年
に
は
リ
ー
グ
制

覇
を
果
た
し
強
豪
チ
ー
ム

の
仲
間
入
り
を
し
た
。
し

か
し
、
０６
年
１
月
に
６
年

生
１２
人
が
卒
部
す
る
な
ど

し
、
部
員
は
１
人
と
な

っ

た
。
休
部
か
、
廃
部
か
。

浅

尾
洋

一
監

督

（
４３
）
は

「部
員
が
１
人
で
も
野
球

を
続
け
た
い
子
供
が
い
れ

ば
指
導
は
続
け
る
」
と
休

部
を
選
び
、
練
習
を
続
け

た
。こ

の
気
持
ち
に
、
卒
部

し
た
６
年
生
た
ち
が
応
え

た
。
監
督
と
部
員
１
人
で

は
野
球
は
で
き
な
い
だ
ろ

う
と
練
習
に
参
加
。
卒
部

生
の
保
護
者
ら
も
部
員
募

集
活
動
を
続
け
た
。
そ
の

結
果
、
半
年
後
に
は
９
人

が
そ
ろ
い
、
同
年
秋
の
福

岡
少
年
野
球
連
盟
主
催
の

理
事
長
旗
争
奪
少
年
野
球

II ttr

は蒔一中̈〕̈」】中一一中一一一）押一̈］
県大会出場 に向け、試合 な どで― つ一つのプ レーを

確認 する大原の選手 たち

の
喜
び
を
感
じ
て
い
た
。

翌
０７
年
の
リ
ー
グ
戦
は
１８

戦
全
敗
だ

っ
た
が
、
０８
年

の
リ
ー
グ
戦
で
悲
願
の
勝

利
を
つ
か
ん
だ
。
０９
年
、

１０
年
と
着
実
に
実
力
を
付

け
、
今
年
３
月
、
５３
チ
‐

ム
が
参
加
し
た
福
岡
支
部

予
選
を
勝
ち
抜
き
、
県
大

会
出
場
を
果
た
し
た
。

浅
尾
監
督
は

「チ
ー
ム

を
支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん

に
感
謝
し
て
い
る
。
休
部

の
時
を
今
も
思
い
出
す
。

選
手
は
試
合
が
で
き
る
喜

び
を
感
じ
て
、
全
力
で
プ

レ
ー
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
、
永
吉
啓
人
主
将

（小
６
）
は

「
チ
ー
ム

一

丸
と
な

っ
て
戦
い
、
全
国

大
会
出
場
を
目
指
す
」
と

意
気
込
み
を
語

っ
た
。

彙



◇高円宮賜杯第31回全日本学童軟式野球県大会マク ドナル ド・トーナメン ト◇

【試合開始時間】
1352,:習さ謬 :666186691:6S13:00

奉 年 華品基種譲亀陽罫
球場 A・ Bコ ー ト  桜 :桜

T台
運動公園野球場

歯意慮
宝
Ｂ
④申
①

福
智

ス
ラ

ッ
ガ
ー
ズ
（筑

豊
）

富

少

年

野

球

ク

ラ

ブ
（北
筑
後
）

猪

熊

ベ

ア

ー

ズ
（筑

豊
）

浅
　
川
　
ベ
　
ア
　
ー
　
ズ
（北
九
州
）

川
ジ

ュ
ニ
ア
パ
ワ
ー
ズ
（南
筑
後
）

主
丸
少
年

野
球
ク

ラ
ブ
（久
留
米
）

古

賀

東

エ

ン

ゼ

ル

ス
（福

岡
）

嘉

穂

ダ

イ

ヤ

モ

ン

ズ
（筑

豊
）

紫

ビ

ッ

キ

ー

ズ
（福

岡
）

高

取

少

年

野

球

ク

ラ

ブ
（福

岡
）

北

野

少

年

野

球

ク

ラ

ブ
（久
留
米
）

徳
　
カ
　
パ
　
ワ
　
ー
　
ズ
（北
九
州
）

川
リ
ト
ル
ス
カ
イ
ヤ
ー
ズ
（久
日
米
）

左

ヴ

ィ

ク

ト

リ

ー
（北
筑
後
）

高
円
宮
賜
杯
第
３‐
回
全

日
本
学
童
軟
式
野
球
県
大

会

マ
ク
ド
ナ
ル
ド

・
ト
ー

ナ
メ
ン
ト

（
全
日
本
軟
式

野
球
県
連
盟
主
催
、
日
本

マ
ク
ド

ナ

ル

ド
特
別
協

賛
、
毎
日
新
聞
社
な
ど
後

援
）
の
組
み
合
わ
せ
抽
選

会
が
Ｈ
日
、
久
留
米
市
野

球
場
で
あ

っ
た
。
強
豪
３２

チ
■
ム
の
監
督
ら
が
、
緊

張
し
た
面
持
ち
で
抽
選
棒

に
手
を
伸
ば
し
て
い
た
。

大
会
は
１８
ヽ
‐９
ヽ
２５
、

２６
の
４
日
間
、
全
国
大
会

を
目
指
し
て
小
学
生
球
児

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
。

福
岡
プ
ロ
ッ
ク
か
ら
は
各

支
部
大
会
を
勝
ち
抜
い
た

▽
長
尾
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
▽

苫
ヤ
ン
キ
ー

福
岡
三

赤
間
パ

イ
レ
ー
ツ
▽
高
取
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
▽
筑
紫
ビ
ッ
キ

ー
ズ
▽
古
賀
東

エ
ン
ゼ
ル

ス
▽
平
野
リ
ト
ル
ジ
ャ
ガ

ー
ズ
の
８
チ
ー
ム
が
出
場

す
る
。

開
会
式
は
１８
日
午
前
８

時
半
か
ら
久
留
米
市
野
球

場
で
あ
る
。
選
手
宣
誓
は

１
番
く
じ
を
引
い
た
青
葉

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
プ
の

深

町
亮

太

主

将

が
務

め

る
。優

勝
チ
ー
ム
は
８
月
９

～
‐５
日
、
東
京
明
治
神
富

野
球
場
な
ど
で
あ
る
全
国

大
会

（
５‐
チ
ー
ム
出
場
、

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞

社
主
催
）
に
、
準
優
勝
チ

ー
ム
は
８
月

ヽ
１
～
４
日
、

埼
玉
県
の
西
部
ド
ー
ム
で

あ

る

く

り

く
り
少
年

野

球
選
手
権
大
会

（４０
チ
ー

ム
出
場
、
毎
日
新
聞
社
主

催
）
に
そ
れ
ぞ
れ
出
場
す

る
。

倒
黒
Ｊ
規
ば
暉
【孫
剥

32チーム 18日から激戦

高円宮賜杯第31回全日本学童軟式野球県大会マクドナル ド・ ト

ーナメント (全日本軟式野球県連盟主催、日本マク ドナル ド特別

協賛、毎日新聞社など後援)の開会式が18日 、久留米市の久留米
総合スポァツセンター体育館であつた。

小学生球児たちが楽しみにしていた久留米市野球場での開会式

は雨天のため同体育館に変更された。県内各支部予選を勝ち抜い

た32チームが力強く入場行進した。選手を代表して青葉ベースボ

高円宮賜杯全日本学童軟式野球県大会開幕

青 葉 ク・深 町 主 将「 金 力 で 戦 い 神 宮 へ 」

―ルクラブ (北九州)の深町亮太主将が「野球ができることへの
喜びをかみしめ、神宮 (全国大会、東京明治神宮野球場)への夢
の舞台を目指し、最後まであきらめずに全力で戦います」と宣誓

した。

大会は 18、 19の両日で 1回戦 16試合、 2回戦 8試合を行う予定

だつたが両日とも雨のため順延となつた。 1、 2回戦24試合は25

日に、準々決勝 4試合は26日 にある。

翌
］癬
鼎
夕
〔ン
”卸
″縣
測

日厨圃異［畑利かつ一”″｛鰤九峰｝

宝
Ｂ
②影

ヅ

討

「″鼈

福

岡

三

苫

ヤ

ン

キ

＝

ス
（
福

岡
）

宝
Ａ
④

筑

南

ビ

ク

ト

リ

ー
（北
筑
後
）

劃
川
泄
層
爵
ド
じ
朕
セ
に
勝
陰
勝

尾

フ

ァ

イ

タ

ー

ズ
（福

岡
）

計
Ｒ
纂
田ジだ
呼
句
ノレラ
″｛輌冬
｝

広

川

イ

ー

グ

ル

ス
（北
筑
後
）

穴

生

少

年

野

球

ク

ラ

フ
（北
九
州
）

大

原

ポ

ー

イ

ズ
（福

岡
）



福
岡
ブ

ロ
ツ
ク
・８
チ
ー
ム

メ
ン
バ
ー
紹
介

（◎
は
監
督
、
○
は
主
将
．
氏
名
、
学
年
の
順
）
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６
６
６
６
６
６
６
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原北昼回猛政で懐麟

福岡少年野球連盟リーグ戦

福
岡
少
年
野
球
連
盟
の

リ
ー
グ
戦

（毎
日
新
間
社

後
援
）
は
１９
日
、
原
北
ウ

イ
ン
グ
ス
少
年
野
球
ク
ラ

ブ
と
香
椎
浜
サ
ン
ダ
ー
ス

が
東
区
の
香
椎
浜
南
公
園

で
対
戦
し
、
原
北
が
９
安

打
１８
点
を
挙
げ
快
勝
し

た
。
原
北
は
勝
敗
を
８
勝

３
敗
と
し
て
１０
勝
１
敗
で

首
位
を
走
る
長
住
少
年
野

球
部
を
追
走
し
て
い
る
。

原
北
は
一
回
、
無
死
三

塁
か
ら
今
泉
翼
主
将
の
内

野
ゴ
ロ
の
間
に
三
塁
走
者

の
島
田
員
任
選
手
が
生
還

し
１
点
を
先
取
し
た
。
二

回
に
は
無
死
満
塁
か
ら
今

泉
主
将
が
右
中
間
へ
三
塁

打
を
放
ち
３
点
を
加
点
。

後
続
も
安
打
を
重
ね
、
こ

の
回
一
気
に
１４
点
を
挙
げ

た
。
守
っ
て
は
今
泉
主
将

が
落
ち
つ
い
た
投
球
を
見

せ
、
香
権
浜
打
線
を
封
じ

込
め
た
。

一
方
、
香
椎
浜
は
得
点

圏
ま
で
走
者
を
進
め
る
が

あ
と
一
本
が
出
ず
、
守
備

で
も
失
策
な
ど
が
相
次

ぎ
、
リ
ズ
ム
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

原

北

ウ

イ

ン

グ

ス

少
年

野
球

ク

ラ
フ

０ ２

０１４
０ ２

０ 〇

一０‐８

香

椎

浜

サ

ン

ダ

ー

ス

（
原

）
今

泉
―

野

村

（
香

）
古

賀

、

佐

野
―
佐

野

、
古

賀

▽

三
塁

打

今

泉

、

神

吉

（
原
）

▽

二
塁

打

田
中

、
島

田

、
本
村

（
原

）

小
笹
・小
村
拳
丈
投
手
が

ノ

ー

ヒ
ッ
ト

・
ノ

ー

ラ

ン

福
岡
少
年
野
球
連
盟
リ
ー
グ
戦

福
岡
少
年
野
球
連
盟
の

リ
ー
グ
戦

（毎
日
新
聞
社

後
援
）
は
２５
ヽ
２６
の
両
日
、

博
多
区
の
上
月
隈
中
央
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
８

試
合
が
あ

っ
た
。

リ
ー
グ
戦
上
位
の
金
山

チ

ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
少
年

野
球
部

（
７
勝
２
敗
）
は

原
北
ウ
イ
ン
グ
ス
少
年
野

球
ク
ラ
ブ

（
８
勝
３
敗
）

と
対
戦
し
、
Ｏ
１
６
で
完

封
負
け
を
喫
し
た
。
試
合

は
六
回
ま
で
金
山

。
山
内

北
斗
投
手

（主
将
）
と
原

北

。
今
泉
翼
投
手
（主
将
）

の
投
手
戦
と
な

っ
た
が
、

七
回
、
原
北
が
１
死
満
皇

の
好
機
を
作
り
、
永
沼
朋

朗
選
手
の
適
時
二
塁
打
な

ど
で
５
点
を
奪
い
試
合
を

決
め
た
。

ま
た
小
笹
少
年
野
球
ク

ラ
ブ
（
６
勝
２
敗
）
と
香
椎

少
年
野
球
部
（
６
勝
１
敗
）

戦
は
、
小
笹
が
２
１
０
で

勝
利
。
こ
の
試
合
で
小
笹

の
小
村
拳
丈
投
手
（主
将
）

が
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
・ノ
ー
ラ

ン
を
達
成
し
た
。

試
合
結

果
は
次

の
通

り
。

月
隈

ス
ピ

ー
ド

ポ

ー
イ

ズ

２ ２
０ ０
０ ０

０ ０

・ ０
約

一３ ２

長

丘

フ

ァ

イ

タ

ー

ズ

（
月
）
白

垣

大

、
樋

之

ロ
ー

樋
之

日
、
自

垣

大

（
長
）

小
笠

原

―
山

下

▽

二
塁

打
　
小

池

（
長

）

金

山

チ

ャ

レ

ン

ジ

叫

服

絶

鵡

騨

［

月

隈

ス

ピ

ー

ド

ポ

ー

イ

ズ

（
金

）
山
内

、

房
前

―

三
角

（
月
）

白

垣
大
―

樋
之

口
▽

三
塁

打
　
大

石
、
織

田

、
猪

野

（
金

）

▽

二
塁

打

　

一三
角

（
金

）

原

北

ウ

イ

ン

グ

ス

少

年

野

球

ク

ラ

フ

０ 。

０ 。

０ 。

０ ‐
０ 。

０ ０

０ ５

一〇 ６

金

山

チ

ャ

レ

ン

ジ

ャ
ー
ズ

少
年

野
球

部

（
原
）
今

泉

―

野
村

（
金

）
山
内

、

房

前

―

三

角

▽

三

塁

打

今

泉

（
原
）

▽

二
塁
打

　
永

沼

（
原
）

香
椎
浜
サ
ン
ダ
ー
スー。１。３。
５。約
一‐０。

長
住
少
年
野
球
部

【原 Jヒウイングス・金山チヤレンジヤーズ】

熱戦を展開する選手たち

（香
）
古
賀
―
佐
野

（長
）
古
川
、

林
―
柳
川
▽
三
塁
打
　
前
田
（長

富

竹

少

年

野

球

ク

ラ

フ

星

の
原

ス
タ

ー ‐ ‐
補
姉
帯
粥
蛸
鍔

‐ ８

（
富

）
向
丼
―
曽

（
星
）
山

中
―

潤
水

▽
本
塁

打

　
平
松

（
富

）

▽

二
塁
打
　
山
中

（
星

）

▽
二
塁
打
　
古
川

（長
）

香
稚
少
年
野
球
部

０ １

０ ０

０ ４

０ ４

０ ３

一〇１２

香
椎
浜
サ
ン
ダ
ー
ス

（少
）阿
座
上
、深
野
―
鵜
池
（浜
）

佐
野
―
古
賀

香
椎
少
年
野
球
部

雀

少
年
細

刹
畑

‐。
刈
万

（香
）
深
野
―
鵜
池

（小
）
小
村

―
辻※
小
村
投
手

（小
）
が
ノ
ー
ヒ

ッ
ト
・
ノ
ー
ラ
ン
達
成

小
憶
少
年
野
球
ク
ラ
フ

瓢

筆

顕

知

那

０５
００

万

（小
）
大
野
、
片
岡
、
辻
―
辻
、

片
岡

（目
）
演
崎
、
原
―
堀
▽
本

塁
打
　
森
永

（小
）
▽
三
塁
打

片
岡

（小
）
馬
場

（菖
）
▽
二
塁

打
　
牧
山
２
、
小
村

（小
）



別
府
少
年
野
球
部
が
初
Ｖ

福
岡
市
長
杯
第
４
回
春

季
学
童

（低
学
年
）
軟
式

野
球
大
会
の
決
勝
が
２

日
、
東
区
の
雁
の
巣
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
あ
り
、
別
府
少
年
野
球

部
が
長
尾
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

を
６
１
５
で
降
し
、
初
優

勝
を
飾

っ
た
。

大
会
は
市
内
３６
チ
‐
ム

の
４
年

生

以

下
が
参
加

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

決
勝
は
逆
転
、
再
逆
転

の
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
と
な

っ
た
。
別
府
は
１
点
を
追

う
四
回
、
１
死
二
、
三
塁

か
ら
本
城
尚
哲
選
手
が
２

点
適
時
打
を
放

っ
て
再
逆

転
。
接
戦
に
ピ
リ
オ
ド
を

打

っ
た
。

一
方
、
長
尾
は

一
回
に
先
制
す
る
な
ど
試

合
を
優
位
に
進
め
た
が
、

一
歩
及
ば
な
か

っ
た
。

別
府
の
山
下
修
監
督
は

「相
手
チ
ー
ム
は
練
習
を

積

ん

で

い

て
強

か

っ
た

が
、
気
持
ち
で
勝
り
、
優

勝
で
き
た
」
と
喜
ん
で
い

た
。試

合
結
果
は
次
の
通
り
。

▽
決

勝

長

尾

フ

ア
イ

タ
ー

ズ

別

府

少

年

野

軸

唖

。 ０

２ ３
刈

一６ ５

（長
）
大
久
保
、
前
田
、
早
川
―

前
田
、
大
久
保
、
前
田

（別
）
本

城
、
江
原
―
江
原
、
本
城
▽
本
塁

打
　
本
城

（別
）
▽
二
塁
打
　
江

原

（別
）

福
岡
少
年
野
球
連
盟
の

リ
ー
グ
戦

（毎
日
新
聞
社

後
援
）
は
１０
日
、
東
区
の

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク

・
臨
海

運
動
広
場
で
４
試
合
が
あ

っ
一た
。

首
位
の
長
住
少
年
野
球

部

（
Ｈ
勝
１
敗
）
を
追
う

東
箱
崎
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
と

小
笹
少
年
野
球
ク
ラ
プ
が

そ
れ
ぞ
れ
２
試
合
を
し
連

勝
し
た
。
東
箱
崎
は
Ｈ
勝

１
敗
で
長
住
に
並
び
、
小

笹
は
１０
勝
２
敗
の
３
位
で

前
半
戦
を
終
え
た
。

東
箱
崎
の
斉
藤
礼
投
手

は
若
久
団
地
少
年
野
球
部

戦
で
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ

ン

（六
回
、
参
考
記
録
）

を
達
成
し
た
。
小
笹
の
小

村
拳
丈
投
手
も
壱
岐
南
少

年
野
球
ク
ラ
ブ
戦
で
ノ
ー

ヒ

ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
（
五
回
、

参
考
記
録
）
。
辻
陽
菜
投

手
は
若
久
戦
で
完
投
勝
利

を
挙
げ
、
好
投
手
の
活
躍

が
光

っ
た
。

９
連
敗

中

の
若

久

は

「ま
ず
１
勝
」
を
合
言
葉

に
２
試
合
に
臨
ん
だ
が
連

敗
。
最
上
級
生
が
２
人
と

厳
し
い
状
態
だ
が
、
５
年

生
以
下
が
力
を
伸
ば
し
て

東箱崎 首位に並ぶ

福岡少年野球連盟リーグ戦

小笹は3位で前半戦終える

「
口llllllli

´
ヽ

亀
ず

1(11.1lL.

若
久
団
地
少
年
野
球
部
戦
で
参
考
記
録
な
が
ら
ノ
ー
ヒ
ツ
ト
ノ

ー
ラ
ン
を
達
成
し
た
東
箱
崎
ド
ル
フ
イ
ン
ズ
の
斉
藤
礼
投
手

【小笹少年野球 クラフ・若久団地少年野球部】暑 さに

負けず熱戦を展開する選手 たち

き
て
お
り
、
今
後
が
期
待

さ
れ
る
。

壱
岐
南
も
２
連
敗
。
今

季
は
部
員
Ｈ
人
で
ス
タ
ー

ト
し
た
が
、
徐
々
に
部
員

が
増
え
、
戦
力
が
上
が

っ

て
き
て
い
る
。

試
合
結
果
は
次
の
通
り
。

小
笹
少
年
野
球
ク
ラ
フ

腰

南
少
年

野
獅

輩

器

（
小

）
小
村
―

辻

（
壱

）
中
島

、

青

木
―
太

田

、
荒

木

▽

二
塁
打

牧
山

２
、
辻

（
小

）

小
笹

少
年

野
球

ク

ラ
フ

若
久

団
地
効
軸
韓
れ

『

‐ 。

０ 。

一２ ７

（
小

）
辻
―
片

岡

（
若

）
森

山

、

楢

崎

―

桜

場

▽

三

塁

打

小

村

（
小
）

▽

二
塁
打
　
桜
場

（
若
）

東

箱

崎

ド

ル

フ

ィ
ン

ズ

雇

南
少
年
野
獅

理

器

（東
）
斉
藤
、
田
浦
―
藤
原
、
斉

藤

（壱
）
青
木
―
荒
木
、
冬
田
▽

二
塁
打
　
藤
原

（東
）

若
久

団
地

少
年
野
球
部

東
箱
崎

ド

ル
¨
瑞
満
鶏
〕
３ 。
刈

一６ ０

（
若

）
桜

場

、
田
中
―
森

山

（
東

）

斉
藤
―

藤

原



福
岡
少
年
野
球
連
盟
リ
ー
グ
戦

香
椎
が
油
山
降
し
連
勝

福
岡
少
年
野
球
連
盟
の

リ
ー
グ
戦

（毎
日
新
聞
社

後
援
）
は
１６
ヽ
‐７
の
両
日
、

東
区
の
雁
の
巣
レ
ク
リ

エ

ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
８
試
合
が
あ

っ
た
。

首
位
の
長
住
少
年
野
球

部

（
Ｈ
勝
１
敗
）
と
東
箱

崎
ド
ル
フ
イ
ン
ズ

（同
）

を
追
う
香
椎
少
年
野
球
部

（
７
勝
２
敗
）
は
２
試
合

を
戦
い
連
勝
し
た
。
一
方
、

油
山
少
年
野
球
部

（
９
勝

２
敗
）
は
香
椎
に
敗
れ
９

勝
３
敗
で
前
半
戦
を
終
え

た
。香

椎
対
油
山
戦
は
香
椎

が

一
回
、
打
者

一
巡
の
猛

攻
で
５
点
を
奪
い
主
導
権

を
握

っ
た
。
五
回
は
無
死

一
、
二
塁
か
ら
林
龍
之
介

選
手
の
左
越
え
三
塁
打
で

２
点
を
加
え
、
五
回

コ
ー

ル
ド
勝
ち
し
た
。
投
げ
て

は
深
野
温
愛
投
手
（主
将
）

が
安
定
し
た
投
球
で
油
山

打
線
を
１
安
打
に
抑
え
完

投
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
通
り
。

笛
松
少
年
野
球
ク
一」
”
５。

約
一‐４２

別

府

少

年

野

球

部

（菫
）
倉
岡
、
演
崎
、
原
―
堀
、

中
岡

（別
）
小
榎
、
佐
竹
―
庄
司

▽
本
塁
打
　
手
塚

（別
）

長
丘
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

０。
２。
０。

１。
Ｈ
一４ ‐

香

椎
少
年

野
球
部

（長
）
田
村
、
小
笠
原
―
山
下
（香
）

阿
座
上
、
深
野
、
阿
座
上
―
鵜
池

▽
本
塁
打
　
松
尾

（香
）

笛
松
少
年
野
球
ク
ラ
フ

０ ０
０ ０
０ ０

０ ０
５４
約
一５４

長

丘

フ

ァ

イ

タ

ー

ズ

（
饉

）
倉

岡
、
編
Ｔ

‐
堀

、
中

岡

（
長

）

小

笠

原

―

山

下

▽

三

塁

打

原

（富
）

油
山
少
年
野
球
部５ 。

０ 。

０ 。

０ 。

２ 。

一７ 。

香
椎
少
年
野
球
部

（油
）
平
岡
―
石
丼

（香
）
深
野

―
鵜
池
▽
三
塁
打
　
林

（香
）
▽

二
塁
打
　
秦

（香
）

一
、

二
塁
、
林
選
手
が
左
越
え
三
塁
打
を
放
つ

冨

竹

少

年

野

球

ク

ラ

フ

０ ３

０ ０

０ ０

０ ０

０ ２

・ ０

０ 〇

一
・ ５

月
隈

ス
ピ

ー
ド
ボ
ー
イ
ズ

（
宮

）
向

丼

―
普

（
月
）
白

垣

大

、

樋

之

ロ
ー
樋

之

口
、
白
垣
大

月
隈

ス
ピ

ー
ド
ボ

ー
イ
ズ

香

椎

浜

『

理

響

喘

菊

Ｈ

一２ ３

（
月
）
飯

星

、
白

垣

大
―

樋

之

□

（
香

）
佐

野
―
古

賀

▽
本

塁

打

鳥
羽
大

（
月

）

樋

丼

川

ツ

イ

ン

ズ
０ １
０ ０
０ ２

０ ２

０ 〇

一〇 ５

香

椎
浜
サ

ン
ダ
ー

ス

（
樋

）
小

坂
―

田
中

（
香

）
古

賀

―
佐

野

▽

二
塁
打

　
肴
屋
２

（
樋

）

樋

丼

川

ツ

イ

ン

ズ

ー 。

０ 。

０ 。

０ ３

０ ０

０ ０

０ 。

一・ ３

金
山

チ

ャ
レ

ン
ジ

ャ
ー
ズ

少

　

年

　

野

　

球

　

部

（
樋

）
肴
屋
―

田
中

（
金

）
山

内

―

三
角

▽

二
塁

打
　
肴

屋
、
柴

田

壮
、
竹

口

（
樋

）

※

連

盟
か
ら

訂
正
が

あ

り
、

１０

日
の
試
合
を

次

の
通

り
再

掲
し
ま

す
。

東

箱

崎

ド

ル

フ

ィ

ン

ズ

０ ５
０ ２

０ ６

０ ３
０ 〇

一０‐６

壱

岐
南

少
年
野
球

ク

ラ
フ

（
東

）
斉
藤
、

田
浦

―

藤

原
、
斉

藤

（
壱

）
青

木
―
荒

木

、
中
島

▽

二
塁
打
　
藤
原

（
東

）

福
岡
少
年
野
球
連
盟
リ
ー
グ
戦

延長八回無死満塁、

手が決勝打を放つ

大
原

接
戦
で
香
椎
降
す

福
岡
少
年
野
球
連
盟
の

リ
ー
グ
戦

（毎
日
新
聞
社

後
援
）
は
２３
日
、
東
区
の

香
椎
浜
南
公
園
で
大
原
ボ

ー
イ
ズ

（
６
勝
５
敗
）
対
¨

香
椎
少
年
野
球
部

（
９
勝

２
敗
）
戦
が
あ
り
、
大
原

が
接
戦
の
末
、
２
１
１
で

勝
利
し
た
。

大
原
は
１

１
１
で
迎
え

た
特
別
延
長
の
八
回
、
無

死
満
塁
か
ら
大
坪
崚
也
選

手
が
決
勝
打
を
放
っ
た
。

・

守

っ
て
は
石
寄
晴
大
投
手

一

か
ら
青
木
慧
也
投
手
の
り

・

レ
ー
で
香
椎
打
線
を
１
安

一

打
に
抑
え
た
。

試
合
結
果
は
次
の
通
り
。
　

　

．

大

原

ボ

ー

イ

ズ

０ 。
０ 。
０．

１ 。

０ 。

０ 。

０ 。
０．
一１ ２

香

椎
少
年
野
球
部

（
大

）
石
寄

、
青
木
―
永

吉

（香
）

深

野
―
鵜

池
■

、‥″
一
ｔ

大原 ポ ー イ ズ の 大 坪選



場

一一　
〓
　
〓

割

Ａ二
Ｂ二
Ｃ〓
　

一
　

一　
一
「
―
上
Ｂ
　
一　
　
ｒ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
ガ

ッ
ツ
田
島
少
年
野
球
団

D

岐

南

少

年

野
球

ク

ラ

ブ

山

少

年

団

◇

　

　

一
　

―

旦

Ｅ

　

　

一

「
―

―

―

上

合

権

少

年

野

球

部

始一　　‐」Ａ　一　
「‐上ｌｃｌｌｌ‐‐‐‐‐‐桔
は『『〕時獅『『

Ⅳ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
厳
針
少
年
駐
球
ク
ラ
ブ

胡円‐‐‐田製摯隋フエエボニン．だクノレィ一

跡
　
　
Ｉ

一ｒ
障
Ｌ
刊
―１
１
・
―
藝
じ
イ
悪
壽

８
日
　
　
一
　

７
日
　
　
一　

６
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

４０
チ
ー
ム
で
熱
戦
展
開
　
　
一

一

福
岡
市
教
六円
長
杯
争
奪
少
年
野
球

６

日

開

幕

一

杯響翻和絲綱獅物精鉄一清川（い降珈“む嚇相一割師翡が神畑謀「お軸一

佐
賀
、
沖
縄
各
県
か
ら
４〇

一
県
の
勧
興
少
年
野
球
と
対

一
年
野
球
場
で
あ
る
。



堀笛

]ξ
誓ク

福
岡
市
教
育
長
杯
野
球
が
開
幕

「元
気
に
プ
レ
ー
し
ま
す
」

咤馨い知州〓疎江ヨの瑯一減り却一か漱麒「は黎一晴時春『かつ”̈
一解神料禅 年

団
、

原
北
ウ
イ

ン
グ

ス
少
年

野

球
ク

ラ

フ
６
１

２

星

の

原

ス
タ

ー

ズ
少
年

野
球
部

、
長

丘

フ

ァ
イ

タ

ー

ズ

４

１

１

太

宰

府

プ

レ

ー

プ

ス
、
長

住

少
年

野
球

部

１７
‐

１
勧

興
少
年

野
球

、
安

徳

北

ジ

ャ
ガ

ー

ズ
４
１

３

城
南
キ

ッ
ズ

、
宮
竹

少

年

野
球

ク

ラ
ブ

６
１

２

菖
松
少

年

野
球

ク

ラ
ブ

▽
３

回
戦

東
箱

崎

ド
ル

フ

ィ
ン
ズ
２
１

０

高

取
少

年

野
球

ク

ラ

フ
、
立
岩

ク

ラ
フ
７
１

０
月
隈

ス
ピ

ー
ド
ボ

ー

イ

ズ
、
・
平

野
リ
ト
ル

ジ

ャ
ガ
ー

ズ

３
１

２

玄

洋
少
年

野
球

ク

ラ
フ
、

小

笹
少

年

野
球
ク

ラ

ブ
５
１

〇

三

宅

プ

レ

ー

プ

ス
、
飯

倉

少
年

野

球

ク

ラ
フ

ー０
１
０
大

原
ボ

ー

イ
ズ

、

原
北

ウ

イ

ン
グ

ス
少

年

野
球
ク

ラ

フ
８
１
０

壱
岐
南
少

年

野
球
ク

ラ

ブ
、

長

住

少
年
野
球

部

６
１

５

長

丘

フ

ァ
イ

タ
ー
ズ
、
宮

竹
少
年

野

球

ク

ラ

ブ
８

１
４
安

徳

北
ジ

ャ
ガ

ー

ス▽
準

々
決
勝

立
岩

ク

ラ
ブ
９
１

０

東
箱

崎
ド

ル

フ

ィ
ン

ズ
、
小

笹

少
年

野
球

ク

ラ
フ

ー
ー

０
平
野

リ

ト
ル
ジ

ャ
ガ

ー
ズ
、

原
北
ウ
イ

ン

グ

ス
少
年

野

球
ク

ラ

フ

４
１

３

飯
倉

少
年

野
球

ク

ラ
フ

、

長
住
少
年

野
球
部

７
１

１
富
竹

少
年

野
球

ク

ラ
ブ

力強 く選手宣誓する富松少年野球

クラプの堀主将



原
北
８
年
ぶ
り
の
優
勝

婦
素一が
肺
今
泉
主
将
「
信
じ
て
戦

っ
た
」

第２４回福岡市教育長一

（杯砕畦外」轄鐵翻酵肇一

離一的軸鰤開一熱蹴産一

刻岬́
陳江ヨの瑯“癬″一

―
で
あ

っ
た
。
決
勝
は
原

北
ウ
イ
ン

グ

ス
少

年
野
球

ク
ラ
ブ

（福
岡
市
）
が
立

岩
ク
ラ
ブ

（飯
塚
市
）
を

６
１
２
で
降
し
、
３
年
ぶ

り
３
回
目
の
優
勝
を
飾
っ

た
。
３
位
は
小
笹
少
年
野

球
ク
ラ
ブ

（福
岡
市
）
と

長
住
少
年
野
球
部

（同
）

だ
っ
た
。

決
勝
は
原
北
が
Ｈ
安
打

優勝 した原北ウイングス少年野球 クラフの選手たち

//        ＼、

争奪月ヽ年聾磁☆会

蜘

を
放
ち
快
勝
し
た
。
原
北

は

一
回
１
死

一
塁
か
ら
島

田
員
任
投
手
の
右
中
間
二

塁
打
で
先
制
し
た
。
二
回

は
岡
崎
健
太
郎
選
手
の
左

前
打
に
敵
失
な
ど
を
絡
め

て
４
点
を
加
え
、
六
回
は

１
死
二
塁
か
ら
今
泉
翼
主

試

合
結

果
は
次

の
通

り
。

▽
準
決

勝

立

岩

ク

ラ

フ

小

笹

少
韓

動
］

ク ∩ ‐
一抑
神

‐ 。
２ ４

一５ ７

（
立

）
燈

中

、
飯

島

―

橘

、
燈
中

（
小

）
小
村

―

辻

▽

三
塁

打
　
小

村

（
小
）

▽

二
塁

打

　
竹

下
、
燈

中

ハ
橘

、
藤

川

、
前

原

（
立
）
小

村

（
小

）

原
北

ウ
イ

ン
グ

ス

少
年
野
球
ク
ラ
フ

長

ぷ

尤

岬

罐

面

（
原

）
島

田
―

野
村

（
長

）
前

田
、

林

―

柳
川

▽

三
塁

打

　

田
中

（
原
）

▽

二
塁
打
　
柳

川

（
長

）

▽
決
勝

原
北

ウ

イ
ン

グ

ス

少
年

野
球

ク

ラ
フ

立

岩

引

一
。 。

袖

珊

ｏ 。

万

（
原

）
島

田
―

野

村

（
立

）
飯
島

―

燈

中

▽

三
塁
打
　
燈

中

（
立

）

▽

二
塁

打
　
島

田
、
神

吉

、
今
泉

（
原
）
竹

下
、
橘

（
立

）

将
の
右
中
間
二
塁
打
で
１

点
を
追
加
し
た
。
守

っ
て

は
島
田
投
手
が
立
岩
打
線

に
８
安
打
を
浴
び
な
が
ら

も

要

所

を

抑

え

完

投

し

た
。５

試
合
中
、
４
試
合
を

完

投

し

た
島

田

投

手

は

「決
勝
は
疲
れ
と
重
圧
感

が
あ

っ
た
が
、
は
ね
の
け

る
こ
と
が
で
き
た
」
。
今

泉
主
将
は

「初
戦
か
ら
チ

ー
ム
の
勢
い
が
あ

っ
た
。

優
勝
で
き
る
と
信
じ
て
戦

っ
た
」
と
話
し
、
ナ
イ
ン

と
喜
び
合

っ
た
。

力投 した原北の島田投手

一断艤任馴』一レ　一一『̈
¨̈
〕一一̈
一一

〇
…
原
北
は
今
シ
ー
ズ
一し
て
い
一

・″囃つ本田り螂鵬は数つ勝一̈
動̈
和摯鵬ゴ蹄引弾一

一̈
¨̈
¨̈
¨̈
一̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
一̈̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
一一̈
¨̈
一̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
ヽ
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
一̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
¨̈
一̈̈
¨̈
¨̈
¨̈



福
岡
少
年
野
球
連
盟
リ
ー
グ

原
北
が
３
位
に
浮
上

今
泉
投
手
が
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン

福
岡
少
年
野
球
連
盟
の

リ
ー
グ
戦

（毎
日
新
聞
社

後
援
）
は
１０
、
Ｈ
の
両
日
、

中
央
区
の
小
笹
小
グ
ラ
ウ

ン
ド
な
ど
で
８
試
合
が
あ

っ
た
。
現
在
５
位
の
原
北

ウ
イ
ン
グ
ス
少
年
野
球
ク

ラ
ブ

（
９
勝
３
敗
）
が
２

連
勝
し
、
３
位
に
浮
上
し

た
。原

北
は
城
南
キ

ッ
ズ
、

小
笹
少
年
野
球
ク
ラ
プ
と

対
戦
し
た
。
城
南
戦
で
は

四
回
に
３
点
を
挙
げ
３
１

１
で
勝
っ
た
。
小
笹
戦
で

は
今
泉
翼
投
手

（主
将
）

が
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
・
ノ
ー
ラ

ン
を
達
成
。
打
線
は
七
回

に
二
塁
打
２
本
を
集
め
て

１
点
を
奪
い
、
接
戦
を
制

し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
通
り
。

三
宅
ブ
レ
ー
プ
ス５。

２。
３．
０。
約
一‐０‐

長
住
少
年
野
球
部

全
こ
竹
田
―
平
川

（長
）
古
川
、

高
倉
―
柳
川
▽
二
塁
打

高
倉

（長
）

城

南

キ

ッ

ズ

０。
０。
０。

３。
０．
約
一３．

原

北

ウ

イ

ン

グ

ス

少
年
野
球
ク
ラ
フ

（城
）
阿
部
、
七
俵
陸
―
長
野
（原
）

今
泉
―

野
村

▽
三
塁
打

長
野

（城
）
▽
二
塁
打
　
七
俵
瑠

（城
）

一
一
『
『
¨
一
｛
碑
一
¨
０ ０
約
一６ 。

（若
）
森
山
、
槍
崎
―
桜
場

（香
）

古
賀
―
佐
野

金
山
チ

ャ
レ
ン
ジ

ャ
ー
ズ

少
年
野
球
部

０ ０
００
・０

０２
Ｈ
０ ０

０〇
一２３

油

山

少

年

野

球

部

小笹少年野球クラフ戦でノーヒツト・ノー

ランを達成 した原北ウイングス少年野球ク

ラフの今泉投手 (主将 )

（金
）
山
内
―
三
角

（油
）
平
岡

―
石
井
▽
三
塁
打
　
大
石

（金
）

山
口
諒

（油
）

宮
竹
少
年
野
球
ク
ラ
フ

三

宅

ブ

レ

ー
理
卸
“

０。
０。
一〇７

（富
）
田
村
、
丼
上
―
向
丼

（
三
）

竹
田
―
平
川
▽
三
塁
打
　
中
山
、

書

（富
）
▽
二
塁
打
　
向
丼
、
善

（宮
）

原

北

ウ

イ

ン

グ

ス

少
年
野
球
ク
ラ
フ

塞

少
覇

球。。
刹
だ

。．

（原
）
今
泉
―
野
村

（小
）
小
村

―
辻
▽
二
塁
打
　
田
中
２
、
永
沼

（原
）

若
久
団
地
少
年
野
球
部

長

住

少

年

野
． ＾抑
「
『

‐。
約

一‐‐。

（若
）
森
山
、
楢
崎
、
桜
場
―
桜

場
、
森
山

（長
）
前
田
、
丼
内
、

高
倉
、
松
木
―
柳
川
▽
本
塁
打

古
川

（長
）
▽
二
塁
打
　
林
、
高

倉

（長
）

長

住

少

年

野

球

部

壽

少
年
魏

駕

面

（長
）
古
川
―
柳
川

（壱
）
青
木

―
太
田
▽
本
塁
打
　
柳
川

（
長
）

▽
三
塁
打

林

（長
）
▽
二
塁
打

高
倉
、
北
川

（長
）



別府少年野球部が

五EEIlコ ずルド勝ち
福岡少年野球連盟リーグ戦

福
岡
少
年
野
球
連
盟
の

リ
ー
グ
戦

（毎
日
新
聞
社

後
援
）
は
１７
～
‐９
日
、
早

良
区
の
大
原
小
グ
ラ
ウ
ン

ド
な
ど
で
９
試
合
が
あ

っ

た
。こ

の
う
ち
別
府
少
年
野

球
部

（６
勝
７
敗
）
対
若

久
団
地
少
年
野
球
部

（
１３

敗
）
戦
は
別
府
が
Ｈ
安
打

‐５
点
を
挙
げ
五
回
コ
ー
ル

ド
勝
ち
し
た
。
投
げ
て
は

佐
竹
暖
人
、
荒
木
太

一
両

，

、

う
Ｖ

投
手
が
安
定
し
た
投
球
を

見
せ
、
若
久
打
線
を
無
安

打
に
抑
え
た
。

試

合

結

果
は
次

の

通

り

。

壱

岐

南
少
年

野
球

ク

ラ
フ

２．

１ 。

３ 。

０ 。

０ 。

一６ ‐

城

南

キ

ッ

ズ

（
壱

）
青

木

、
荒

木
―

太

田

（
城

）

山

田

―

阿

部

▽

本

塁

打

荒

木

（
壱

）

▽

三
塁
打

　

長

野

（
城

）

樋

丼

川

ツ

イ

ン

ズ
６ ‐

０ 。

０ 。

‐ ０

・ ０

一８ ‐

原
北

ウ
イ

ン
グ

ス
少

年

野

球

ク

ラ

フ

（
樋

）
肴
屋

、
小

坂

―

田

中

（
原

）

今

泉

―

野

村

▽

二

塁

打
　

田

中

（
原

）

別

府

少

年

野

球

部

０ １
０ ２
０ ３

０ ７
０ ２
一〇１５

若
＾
団
地
少
年
野
球
部

（別
）
佐
竹
、
荒
木
―
小
榎

（若
）

楢
崎
、
桜
場
―
桜
場
、
森
山
▽
二

塁
打
　
佐
竹
、
竹
崎
、
高
島

（別
）

大

原

ポ

ー

イ

ズ

００
００
・０

０１
００
０。
一Ｈ

藤

ヽ

づ
:嗅
n

ゝ

↑ ヽ

【別府少年野球部 。若久団地少年野球部】別府

五回 2死満塁、荒木投手が 中前適時打 を放つ

長
丘

フ

ァ
イ

タ
ー
ズ

（
大

）

石
寄
―

永

吉

（
長

）

田
村

―
山

下

▽
本

塁
打
　
山

下

（
長
）

▽

二
塁
打

　

田
中

（
大

）

※

六

回

裏

降

雨

コ
ー

ル

ド

ゲ

ー

ム
。

引

き
分

け

の
た
め
後

日
再

試

合
。

壱

岐

南

少

年

野

球

ク

ラ

フ

・ ０
０ ０

‐ ５

０ ０

０ １

一２ ６

星
の
原
ス
タ
ー
ズ
少
年
野
球
部

（壱
）
荒
木
―
太
田

（星
）
山
中
、

清
水
―

清
水
、
山
中

香

椎

浜

サ

ン

ダ

ー

ス

０ 。
０ 。

２ 。

０ 。
０ 。

４ 。

Ｘ 。

一６ 。

東
箱
崎
ド

ル

フ

ィ
ン
ズ

（香

）
古

賀
―
佐

野

（
東
）
斉
藤

、

田

浦

―

藤

原

▽

二

塁

打

古

賀

（
香

）

城

南

キ

ッ

ズ

０．
０ 。
０ 。

０ 。

０ 。
０ ２

２ 。

一２ ３

月
隈

ス
ピ
ー
ド
ボ
ー
イ
ズ

（
城
）

阿
部
―

山

田

（
月
）
白

垣

大

―
樋

之

口

▽

二

塁

打

鳥

羽

（
月
）

大

原

ボ

ー

イ

ズ

０ 。

０ 。

０ 。

０ 。
０ 。
０ １

０ ３

一〇 ４

三
宅
ブ

レ
ー
プ

ス

（
大
）
永

吉

―

田
中

（
三
）

徳
重

―
平
川

▽

二
塁

打
　
徳
重

（
三
）

樋

丼

川

ツ

イ

ン

ズ

星
の
原
ス
タ
』
柿
姉
弔
端
酬
」
３７

（樋
￥
［
瀬
、
小
坂
―
田
中

（星
）

山
中
―
清
水

▽
本
塁
打

山
下

（星
）
▽
二
塁
打
　
肴
屋
、
田
中

（樋
）



福
岡
少
年
野
球
連
盟
の

リ
ー
グ
戦

（
毎
日
新
聞
社

後
援
）
は
２４
、
２５
日
、
中

央
区
の
小
笹
小
グ
ラ
ウ
ン

ド
な
ど
で
１２
試
合
が
あ

っ

た
。９

連
勝
で
勢
い
に
乗
る

長住、サヨナラで10連勝
副省
=ラ
較東箱崎と香椎、小笹も追走

長
住
少
年
野
球
部

（
１４
勝

１
敗
）
は
、
金
山
チ

ャ
レ

ン
ジ

ャ
ー
ズ
少
年
野
球
部

（
９
勝
４
敗
）
に
延
長
八

回
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
し
、
１０

連
勝
と
記
録
を
伸
ば
し
単

独
首
位
を
守

っ
た
。
２
位

の
東
箱
崎
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ

（
‐２
勝
１
敗
）
は
城
南
キ

ッ
ズ

（
６
勝
９
敗
）
を
５

１
０

で
降
し
、
長
住
を
追

走
。
香
椎
少
年
野
球
部
（
Ｈ

【小
笹
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

・
城
南
キ
ッ
ズ
】
小
笹
三
回
２
死

一
、
二
塁
、
辻
陽
菜
選
手
が
右
前
打
を
放
ち
先
制
す
る

勝
３
敗
）
と
小
笹
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
（
Ю
勝
３
敗
）
も

試
合
結
果
は
次
の
通
り
。

月
隈
ス
ピ
ー
ド
ボ
ー
イ
ズ

０。
３。
０。

０。
１。
０。
一４ 。

香

椎

少

年

野

球

部

（月
）
白
垣
―
樋
之
口

（香
）
深

野
―
鵜
池
▽
二
塁
打
　
鳥
羽
（月
）

富
竹
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

００
００
０４

００
００
０５
一〇９

長
丘

フ

ァ
イ
タ
ー
ズ

（宮
）
田
村
、
向
井
―
向
丼
、
善

（長
）
田
村
―
山
下
▽
本
塁
打

向
丼
（宮
）
▽
三
塁
打
　
鶴
岡
（宮
）

▽
二
塁
打
　
善
、
平
松

（宮
）

小
笹
少
年
野
球
ク
ラ
フ

城

南

キ

ッ
８ ８

瑠

ｏ ｏ
ｏ ｌ
面

（小
）
片
岡
、
小
村
―
辻

（城
）

阿
部
―
山
田

若
久

団
地
少
年
野
球
部

・ ０
０ ０
０ ０

０ ０
０ ０
０ ０

約
一・ 。

月
隈

ス
ピ

ー
ド
ボ
ー
イ
ズ

（
若

）

槍
崎
―

桜
場
友

（
月
）
白

垣

ヽ
―

樋

之

口

※

白

垣

投
手

（
月
）
が

ノ
ー
ヒ

ッ
ト

・
ノ
ー
ラ
ン
達
成

金
山

チ

ャ
レ
ン
ジ

ャ
ー

ズ

少

　

年

　

野

　

球

　

部

屋

鋼

野 。 。
覇

器

（
金

）
山

内

、
房
前
―

三
角

（
長
）

古
川

―
柳

川

▽

二
塁
打
　
林

（
長
）

富
竹

少
年

野
球
ク

ラ
フ

０ ０
０ ０
０ ０

‐ ０
０ ０
０ ０

Ｘ Ｏ

一‐ 。

香

椎

少

年

野

球

部

共
に
２
連
勝
し
、
上
位
２

チ
ー
ム
を
追

っ
て
い
る
。

（
富

）

田
村
―

向

丼

（香

）
深

野

―
鵜
池

小
笹
少
年

野
球

ク

ラ
フ

０ １
０ ０

０ ３

０ １
０ １
０ 。

０．

一〇 ７

油

山

少

年

野

球

部

（
小

）
小

村
―

辻

（
油

）
平
岡
晴

、

河
津
―

石
丼
敦

▽
本

塁
打
　
小

村

（
小
）

▽

二
塁
打
　

小
村

（
小

）

※

小
村

投

手

（
小

）

が
完
全

試
合

達
成
富
竹
少
年

野
球
ク

ラ

フ

油

山

少

韓

鋼

哨

端

。 ｏ

ｏ 。

一‐ ４

（
富
）

田
村

―
向

丼

（
油
）

平
岡

―

石
丼

▽

二
塁
打

　
中

山
、
丼

上

（
宮

）
坂
木

（
油

）

樋
丼
川

ツ
イ

ン
ズ

徳
重
―
平
川
▽
二
塁
打
　
山
本
、

百
武

（
三
）

※
徳
重
投
手

（
一こ

が
ノ
ー
ヒ
ッ

ト

・
ノ
ー
ラ
ン
達
成

東
箱
崎
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ

城

南

キ

瑠

珊

。 。
ｏ．

面

（
東

）
斉

藤

、

田
浦

―

藤

原

六
城

）

阿
部

、

山

田
、
七
俵

陸
―

山

田
、

阿

部

星

の

原

ス
タ

ー
ズ
少

年

野
球

部

２ 。

２ 。
０ 。

０ 。
０ 。

０ 。

刈

一４ 。

別

府

少

年

野

球

部

（
星

）
山

中
―
山

下

（
別

）

佐

竹

、

小

榎

―
小

榎

、
山
本

▽

二
塁
打

駒

切

２

（
別

）

長

丘

フ

ア

イ

タ

ー

ズ

雇

南
少
年
野
狸

瑠

器

（長
）
田
村
、小
笠
原
―
山
下
（壱
）

荒
木
―
太
田
▽
三
塁
打
　
古
城
、

山
下
、
小
池

（長
）
▽
二
塁
打

加
幡
、
冬
田

（壱
）

三宅ブレー。。和「。。。。０。刈一２。

（樋
≡
口瀬
、
小
坂
―
柴
田

（三
）



福岡少年野球
連盟リーグ戦

白熱 した試合を展開する大原ボー
イズ と香椎浜サ ンダース

〓
　
　
卜
一

，

‘

　

一
ｔ一，

■
・

ヽ
Ｌ

:|:守

:る

福
岡
少
年
野
球
連
盟
の

リ
ー
グ
戦

（毎
日
新
聞
社

後
援
）
は
１
日
、
東
区
の

雁
の
巣
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ

ン
セ
ン
タ
ー
で
３
試
合
が

あ

っ
た
。
首
位
の
長
住
少

年
野
球
部

（１５
勝
１
敗
）

は
３
位
の
香
椎
少
年
野
球

部

（
１３
勝
３
敗
）
を
３
１

１
で
破

っ
た
。
長
住
は

一

回
、
古
川
修
投
手
の
二
塁

打
、
秋
丸
裕
樹
選
手
の
三

塁
打
で
３
点
を
奪
い
、
守

り
き

っ
た
。

４
位
の
原
北
ウ
イ
ン
グ

ス
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

（
１２

勝
３
敗
）
は
、
１６
位
の
壱

岐
南
少

年

野
球

ク

ラ
ブ

（
３
勝
１３
敗
）
に
２
１
１

で
競
り
勝
ち
単
独
の
３
位

に
浮
上
。
長
住
を
追
走
し

て
い
る
。
８
位
の
大
原
ボ

ー
イ
ズ

（
８
勝
５
敗
）
は

‐７
位
の
香
椎
浜
サ
ン
ダ
ー

ス

（
２
勝
１２
敗
）
に
５
１

０
で
勝
ち
７
位
に
。
大
原

は
堺
翔
悟
選
手
の
本
塁
打

な
ど
で
得
点
を
重
ね
、
石

寄
晴
大
投
手
が
完
封
勝
利

を
挙
げ
た
。

試
合
結

果
は
次

の
通
り
。

原

北

ウ

イ

ン

グ

ス

少

年

野

球

ク

ラ

フ

０ ０

０ ０

０ ０

・ ０

０ ０

０ １

０ １

一‐ ２

壱
岐
南
少
年

野
球

ク

ラ
フ

（
原
）
今

泉
―

野
村

（
壱

）
荒

木

―
太

田

香
惟
浜
サ

ン
ダ
ー

ス

０ 。

１ 。

０ 。

１ 。

１ 。

２ 。

約

一５ 。

大

原

ボ

ー

イ

ズ

（
香

）
古
賀
―

佐

野

（
大

）

石
寄

―

永

吉

▽
本

塁

打
　
堺

（
大

）
▽

二
塁
打
　
古
賀

（
香

）

香

権
少
年

野
球

部

３ 。

０ 。

０ 。

０ ０

０ ０
０ ‐

約

一３．

長
住

少
年
野
球

部

（
香

）
深

野
―
鵜

池

（
長

）
古

川
、

林

―

柳
川

▽

三
塁

打
　
秋

丸

（
長

）

▽

二
塁

打
　
古
川

（
長

）

鼻

―
―
ｌ

　
　
　
　
　
　
ｌ
・卜

　

　

．
　

ド
‐
　
‘
　

・　
　
　
　
　
　
　
　
・
・

【香
椎
少
年
野
球
部

。
長
住
少
年
野
球
部
】
長
住

一
回
１
死

二
塁
、
秋
丸
選
手
が
右
越
え
三
塁
打
を
放
つ

原
北
ウ
イ
ン
グ
ス
３
位
に
浮
上洋 `



福岡少年野球

州
…………………長
一駐
卜
首
一粒
て̈
一欄
一程
一終
一ｒ
…………………

リ ー

東
箱
崎
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
が
追
う

福
岡
少
年
野
球
連
盟
の

リ
ー
グ
戦

（毎
日
新
聞
社

後
援
）
は
８
～
１０
の
３
日

間
、
城
南
区
の
城
南
小
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
２３
試
合

が
あ

っ
た
。
首
位
の
長
住

少
年
野
球
部
（
１６
勝
１
敗
）

は
、
樋
丼
川
ツ
イ
ン
ズ
（６

勝
９
敗
）
に
７
１
０
で
、

宮
竹

少

年

野

球

ク

ラ
ブ

（
‐２
勝
４
敗
）
に
５
１
２

で
勝
ち
、
首
位
で
全
日
程

を
終
え
た
。
２
位
の
東
箱

崎
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ

（
１３
勝

１
敗
）
も
４
連
勝
。
原
北

ウ
イ
ン
グ
ス
少
年
野
球
ク

ラ
ブ

（
１３
勝
３
敗
）
に
は

延
長
戦
の
末
、
４
１
２
で

勝

っ
た
。

下
位
チ
ー
ム
も
終
盤
に

入
り
奮
闘
し
て
い
る
。
星

の
原
ス
タ
ー
ズ
少
年
野
球

部

（
２
勝
１３
敗
）
が
小
笹

少
年
野
球
ク
ラ
ブ

（
１２
勝

３
敗
）
に
２
１
１
で
競
り

勝
ち
、
若
久
団
地
少
年
野

球
部

（
１５
敗
）
は
自
松
少

年
野
球
ク
ラ
ブ

（１
勝
Ｈ

敗
）
を
３
１
２
で
降
し
、

今
季
初
白
星
を
挙
げ
た
。

試
合

結

果
は

次

の
通
り
。

油

山
少
年

野
球

部
‐ ０

０ ０

０ １

０ ２
０ ２
０ 〇

一‐ ５

樋

丼
川

ツ
イ

ン
ズ

（油

）
平

岡
―

石
丼

（
樋

）
小
坂
、

肴
屋

、

田
中
―

田
中

、
小
坂

▽
三

塁
打

　
肴
屋

（
樋

）

▽

二
塁
打

平
川

（
油

）

宮
竹
少
年
野
球

ク

ラ
フ

小
笹
少
年
『
¨
知

一 紳
「

０ 。

約

一２ 。

（
宮

）

田
村
―

向

丼

（
小
）
小
村

―
辻

▽

二
塁
打
　
森

永

（
小
）

※
小

村
投

手

（
小

）
が

ノ
ー
ヒ

ッ
ト

・
ノ
ー
ラ

ン
達
成

菖
松
少

年
野
球

ク

ラ
フ

香

椎

浜

サ

ン

錦

喘

「

． ２
０ ２

一２‐０

（
笛

）
倉

岡
、

原
―

堀

（
香

）
佐

野
、
古
賀
―
古

賀

、
佐
野

▽

三
塁

打
　
梶

原

（
富

）

▽

二
塁
打
　
中

岡

（
笛

）
古
賀

（
香

）

油

山

少

年

野

球

部

月
隈

ス
］
１． 。
帥

ポ ∩ ∩
端
碁
型
「
０ ４

一２ ６

（
油
）
平

岡
、

山

ロ
ー

石
丼

（
月
）

白
垣
―

樋
之

口
▽
本

塁
打
　
石
丼

（
油

）

▽
三
塁
打
　
鳥

羽

（
月
）

▽

二
塁
打
　
白

垣

（
月
）

城

南

キ

ッ

ズ

香
椎
少
年

野
姉

師

３ 。

１ 。
０ 。

Ｈ

一５．

（
城

）
亀
丼

、
山

田
、
阿
部
―

阿

部
、
山

田

（
香

）
深

野
、
大

西
―

鵜
池

▽

二
塁
打
　
鵜

池

（
香
）

三

宅

ブ

レ

ー

プ

ス

金

山

チ

ャ
レ

ン
＾ ＾淑

酬

ｒ
理

型

７ ０

少
年

野
球
部

公
こ

徳
重

―

平
川
、
中
尾

（
金
）

山

内

―

三

角

▽

二

塁

打

山

内

（
金

）
※
山

内

投

手

（
金

）
が

ノ
ー

ヒ

ッ
ト

・
ノ
ー

ラ
ン
達
成

小

笹

少

年

野

球

ク

ラ

フ

２ 。

０ 。
０ 。

０ ０
０ ０

０ 。

刈

一２ ‐

星

の
原

ス
タ
ー
ズ
少
年

野
球
部

（
小
）

坂

口
、
小
村

―

辻

（
星
）

清

水

―

山

中

▽

三

塁

打

牧

山

（
小

）

▽

二
塁
打
　
清

水

（
星

）

樋

丼
川

ツ
イ

ン
ズ

長
住
少
年

野
球
部 ２ 。
０ ０

０ 。

４ 。

１ 。

一７ 。

（
樋

）
肴

屋
―
小

坂

（
長

）
古

川

―

柳
川

▽
本

塁
打
　
林

（
長

）

▽

三
塁
打
　
丼

内

（
長

）

▽

二
塁
打

古
川

（
長

）

東
箱
崎

ド
ル

フ

イ
ン

ズ

別

府

少

年

螂
融

脚

『

。 。

０ 。

一〇 ４

（
東
）
斉

藤

礼

、
田
浦
―

藤

原

（
別

）

小

榎

、
佐

竹
―
山
本

▽

二
塁
打

山

本
２

（
別

）

香
椎
浜
サ

ン
ダ
ー

ス

別

府

少

年

鴫

喘

珈

‐ 。

３ 。

刈

一６．

（
香

）
古

賀
―
佐

野

（
別
）
佐

竹

―
小

榎

▽

二
塁
打
　
佐

野

（
香

）

高
島

（
別

）

東

箱

崎

ド

ル

フ

ィ

ン

ズ

原
北
¨
枷

細

グ ∩ ∩
柿
赫
摯
一
帥
「

一２ ４

ク

ラ

フ

（
東
）
斉

藤

礼
―
藤

原

（
原

）
今

泉
―

野
村

▽

二
塁
打
　
本
村

（
原
）

菖
松
少
年
野
球
ク
ラ
フ
　
　
　
　
　
城

南

キ

”／
ズ

三
宅
細

¨

― 。 。

袖

神

０ 。

０ 。

０ 。

・ 。

一‐ ０

（
城

）
亀

丼

、

山

田
―

阿
部

（
三
）

徳
重
―

平
川

宮
竹
少

年

野
球

ク

ラ
フ

長

住

少

『

報

酬

鋼

Ｈ

刈

一５ ２

（
富

）
田
村

、
平
松

―
向

丼

（
長

）

古

川

―

柳

川

▽

二

塁

打

久

保

（
長

）

東

箱

崎

ド

ル

フ

ィ

ン

ス

寧

ヤ
発

堀

器

少

年

野

球

部

球

部

（
東

）
斉

藤

礼
、
松

尾
―

藤

原

（
金

）

山

内

、
織

田
―

三
角

▽

二
塁

打

中
村

（
東

）
山

内

、

三
角

（
金

）

樋

丼
川

ツ
イ

ン
ズ

大

原

ボ

ー

勧

「

・ 。

‐ 。

０ ０
０ 〇

一６ 。

（
樋

￥
口
瀬

、
肴

屋
―
小

坂

（
大

）

石
寄

、
永

吉
―

永

吉
、

田
中

▽
本

塁

打
　
永

吉

（
大

）

油

山

少

年

野

球

部

長
丘

フ

ァ
枷
紳

１ ０．

ズ ０ 。
。 。
０．

約

一３ ２

（
油

）

平

岡
―

石
井

（
長

）

田
村

―

山

下

▽

二
塁
打
　
大

西

（
油

）

小
笠

原
、
山

下

（
長
）

東
箱
崎

ド

ル

フ

イ
ン
ズ

香

椎

少

年

繁
設
抑
噂

‐ 。

０ 。

一‐ ４

（
東

）

斉

藤

礼
―

藤
原

（
香

）
深

野
―

鵜

池

▽

二
塁
打
　
深

野

、
林

（
香

）

・ヽ    1::=      :‐ .■ .=  ‐  ‐・  ~1‐ |  ‐
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死 二 、 三塁 、 丼 内吾 郎選 手 が左 越 え三 塁 打 を放 つ

若
久

団
地
知

『

『

動

呻

２．

１ 。

一３ ２

（
菖

）
倉

岡

、
原

、
浜
崎
―

堀

（
若

）

檜

崎
―

桜

場

大

原

ボ

ー

イ

ズ

長
丘

フ

ァ
仰

紳

１ ０ 。
ズ ０ 。

。 。

２ 。

約

一４ 。

（
大

）
石
寄

―

永

吉

（
長
）

田
村

―
山

下

▽
本

塁

打
　
田
村

（
長
）

▽

三
塁
打

　

小
笠

原

（
長
）

星

の
原

ス
タ

ー

ズ
少
年

野
球

部

戻

冠

雛

『

縦

２ ７

（
星
）

山
中

、
清

水
、
山

中
―

清

水

、

山
中

、

清

水

（
若

）
檜

崎

、

森

山

、
糟

崎

―
桜

場

小

笹

少

年

野

球

ク

ラ

フ

月

隈

ス
ピ
ー 。 。

ｍ

碑

― 。 。
価

枷

ｏ 。

一〇 ２

（
小

）
小

村

―

辻

（
月

）
白

垣
―

樋

之

□
▽

三
塁

打
　
牧
山

、

大

野

（
小

）

▽

二
塁

打
　
白

垣

、
樋

之

口

（
月
）

香

推

浜

サ

ン

ダ

ー

ス

鈴

軸
時

」

］

卿

卿

御

迎

卿

¨

一４ ‐

（
香

）
古
賀

―
佐

野

（
金

）

房
前

―

三
角

宮

竹
少
年

野

球

ク

ラ
ブ

藤
少年野翻
璃
墨
．６

（宮
）
向
井
＝
善

（笛
）
名
本
、

浜

崎
―

堀

▽

二
塁

打
　
中

山

（
宮

）



福
岡
少
年
野
球
連
盟
第

９
回
理
事
長
旗
争
奪
少
年

野
球
大
会

（
毎
日
新
聞
社

後
援
）
が
１５
日
、
東
区
の

「
全カプレーで戦う」

雰彎 翫ξ曇20チーム参加

元
気
に
選
手
宣
薔
す
る
城
南
キ
ッ
ズ
の
亀
丼
主
将

が

「
一
球

一
球
に
思
い
を

込
め
て
全
カ
プ
レ
ー
で
戦

い
抜
き
ま
す
」
と
元
気
に

宣
誓
し
た
。

２
回
戦
４
試
合
と
準
々

決
勝
４
試
合
は
２２
日
に
同

セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

試
合
結
果
は
次
の
通
り
。

▽
１
回
戦
　
原
北
ウ
イ
ン
グ
ス

少
年
野
球
ク
ラ
フ

（抽
選
勝
ち
）

２

１

２

月

隈

ス

ピ

ー

ド

ボ

ー

イ

ズ
、
金

山

チ

ャ
レ

ン
ジ

ャ
ー
ズ
少

年

野
球

部

１６
‐
０

香
椎
浜
サ

ン
ダ

ー

ス
、

大

原

ポ

ー

イ

ズ

７

１

０

樋

丼
川

ツ
イ

ン
ズ

、
東
箱
崎

ド
ル

フ

ィ
ン
ズ

５
１

２
香

椎
少
年

野
球

部

▽
２

回
戦

　
小
笹

少
年
野
球
ク

ラ
フ
５
１
２

別
府
少

年
野
球
部
、

長
住

少
年

野
球

部

１３
‐
３

城

南
キ

ッ
ズ
、
油

山
少

年

野
球

部
２
１

１

東
箱
崎

ド
ル

フ

ィ
ン
ズ
、
長
丘

フ

ァ
イ
タ

ー

ズ
９

１
０

若
久
団
地
少

年

野
球

部

優
勝
争
い
が
大
詰
め
を

迎
え
た
福
岡
少
年
野
球
連

盟
の
リ
ー
グ
戦

（毎
日
新

聞
社
後
援
）
は
１６
日
、
東

区
の
東
箱
崎
小
グ
ラ
ウ
ン

ド
な
ど
で
８
試
合
が
あ

っ

た
。
２
位
の
東
箱
崎
ド
ル

フ
ィ
ン
ズ

（
１７
勝
１
敗
）

は
長
丘
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を

２
１
０
で
降
し
た
。
そ
の

結
果
、
既
に
首
位
で
日
程

を
終
え
て
い
る
長
住
少
年

野
球
部
と
勝
敗
が
１８
勝
１

敗
で
並
び
、
優
勝
決
定
戦

に
も
つ
れ
込
ん
だ
。

決
定
戦
は
２３
日
、
東
区

の
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク

・
臨

海
運
動
広
場
で
あ
る
。

試
合
結
果
は
次
の
通
り
。

原

北

ウ

イ

ン

グ

ス

少

年

野

球

ク

ラ

ブ

菖
松
少
年
野
球

れ
一神
神

０ 。
０ ‐

一〇 ８

（
原
）
今
宗
―

野

村

（
菖

）
倉

岡
、

浜
崎

、
原
―

堀

▽

二
塁
打

　
本
村

（
原

）

香

椎

浜

サ

ン

ダ

ー

ス

小
笹

少
年
中
輌

和

一 抑
神

・ 。

約

一２ 。

（香
）
柳
橋
、
古
賀
―
古
賀
、
佐

野

（小
）
小
村
―
辻
▽
二
塁
打

丼
村
、
牧
山
、
小
村

（小
）

長
丘

フ

ァ
イ
タ

ー
ズ

東
箱
崎
ド
ｍ
加
仙
揃
「
２。

約
一２。

（長
）
田
村
―
山
下

（東
）
斉
藤

礼
―
藤
原
▽
二
塁
打
　
西
村
、
中

村

（東
）

若
久
団
地
少
年
野
球
部

奮

袖

職

ｏ 。

器

八

若

）
楢
崎
―

丼

上

（
大

）
堺

―

田
中

▽

二
塁
打

　

永
吉

（
大

）

※

堺

投
手

（
大

）
が

ノ

ー

ヒ

ッ
ト

・
ノ
ー

ラ
ン
達
成

金
山

チ

ャ
レ

ン
ジ

ャ
ー
ズ

少

　

年

　

野

　

球

　

部

馨

少
轟

鍛

器

（
金

）
房
前
Ｆ

三
角

（
別
）

佐
竹

、

小
榎
―
山

本

ヒ ‐

雁
の
巣
レ
ク
リ

エ
ー
シ

ョ

ン

セ

ン

タ

ー

で
始

ま

っ

た
。
初
日
は
１
回
戦
４
試

合
、
２
回
戦
４
試
合
が
あ

っ
た
。
開
会
式
で
は
、
香
椎
浜

サ
ン
ダ
ー
ス
の
只
松
季
莉

子
選
手
の
先
導
で
参
加
２０

チ
ー
ム
の
選
手
が
入
場
行

進
し
た
。
凌
國
雄
・
同
連

盟

理
事

長

は

「
１
年

間

頑
張

っ
て
き
た
技
量
を
出

し
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
野
沢
俊
司

・
毎

日
新

聞

西
部

本
社

編
集
局
次
長
は

「全
カ
プ

レ

ー
を

し

て

試

合

を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
激

励
し
た
。
こ
の
後
、
城
南

キ

ッ
ズ
の
亀
丼
毅
郎
主
将

福少リーグ

東
箱
崎
が
長
丘
を
降
す

２３
日
、
長
住
と
優
勝
決
定
戦

大

原

ポ

ー

イ

ズ

金
山

チ

ャ
］
細

洵

『
噛

０ 。

刈

一２ ‐

ズ

少

年

野

球

部

（
大

）

石
寄
―

永

吉

（
金

）
山

内

―

三
角

▽

二
塁
打

　
石
寄

（
大
）

福

田
晃

（
金

）

油

山

少

年

野

球

部

０ ０
０ ２
０ ０

０ ０

０ 。

０ 。

一〇 ２

壱
岐

南

少
年

野
球
ク

ラ
ブ

（
油

）
平

岡
―

石
井

（
壱

）

荒
木

、

冬

田

―

太

田

▽

二

塁

打

平

川

（
油

）

※

平

岡

投

手

（
油

）
が

ノ
ー

ヒ

ッ

ト

・
ノ
ー

ラ
ン
達
成

（
六

回

、
参

考
記
録

）

星
の
原

ス
タ

ー
ズ
少
年

野
球
部

属
熟
イ４。
夕８８
‐ｏ２囃

（星

）
山

中
、
清
水
―

清

水
、
山

中

（
長
）
小

笠

原
、

田
村
―
山

下

▽

二
塁
打
　
古
城

一

（
長
）

※
連
盟
か
ら

訂
正
が

あ
り
、

１０

日

の

試

合

を

次

の

通

り

再

掲

し

ま

す
。乱

チヤレ理
瑞
量
２７

ズ

少

年

野

球

部

（東
）
斉
藤
礼
、
田
浦
―
藤
原
（金
）

山
内
、
織
田
―
三
角
▽
二
塁
打

中
村

（東
）
山
内
、
三
角

（金
）

【長丘 フ ァイターズ 。東箱崎 ドルフ ィンズ】

東箱崎六回 2死二、三塁、中村樹希選手が右
越 え二塁打を放ち 2点を奪 う



福
岡
少
年
野
球
リ
ー
グ
決
定
戦

福
岡
少
年
野
球
連
盟
の

リ
ー
グ
優
勝
決
定
戦
が
２３

日
、
東
区
の
ク
リ
ー
ン
パ

ー
ク

・
臨
海
運
動
広
場

で

あ
り
、
長
住
少
年
野
球
部

が
東
箱
崎
ド
ル

フ
ィ
ン
に

１
１
０
で
勝
ち
、
２
年
ぶ

り
７
回
目
の
優
勝
を
飾

っ

た
。決
定
戦
は
投
手
戦
と
な

っ
た
。
長
住
は
一
回
１
死

二
塁
か
ら
古
川
修
投
手
が

中
前
打
を
放
ち
先
制
。
こ

の
１
点
を
、
古
川
投
手
が

相
手
打
線
を
１
安
打
に
抑

え
る
好
投
を
見
せ
て
守
り

き

っ
た
。
東
箱
崎
も
斉
藤

礼
投
手
が
力
投
。
二
回
以

降
は
相
手
打
線
を
無
安
打

に
抑
え
た
が

一
歩
、
及
ば

な
か

っ
た
。

試
合
後
、
古
川
投
手
は

「リ
ー
グ
戦
は
み
ん
な
が

よ
く
守
り
、
打

っ
て
点
を

取

っ
て
く
れ
た
。
優
勝
を

目
指
し
て
い
た
の
で
う
れ

し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話

し
た
。

試

合

結

果
は

次

の
通
り
。

▽

優
勝
決

定
戦

東

箱

崎

ド

ル

フ

イ
ン

ズ

長

住

少

『
螺

端

端

。 。

約

一‐ 。

（
東

）
斉

藤

礼

―

藤

原

（
長

）
古

川
―

柳
川

▽
リ

ー
グ
戦

笛
松

少

年

野
球

ク

ラ
ブ

樋

丼

川

ツ

一

ノヽ
２ 。
２
神

Ｈ
刈

一５ ２

（
富

）
倉

岡

、

原

将

―
中

岡

（
樋

）

藤

丼

、

肴

犀
―

小

坂

▽

二
塁
打

肴
屋

２

（
樋

）

長

丘

フ

ァ
イ

タ

ー
ズ

別

府

少

年
∩ ∩
輸

輌

鋪

０ 。

０ 。

０ ３

一〇 ６

（
長

）
田

村

―

山

下

（
別

）
小

榎

、

佐
竹

、
高

木
―
山

本

▽

二
塁
打

庄

司
、
山

本

（
別
）

壱
岐
南

少

年

野
球
ク

ラ
フ

若

久

団

」

瑞

喘

端

喘

晦

０．

一〇 ６

（
壱

）
青

木
、
荒
木
、
冬

田
―

太

田
、
中
島

（
若

）
檜
崎
、
森

山
―

丼
上

▽
三

塁
打
　
青
木

（
壱

）

大

原

ボ

ー

イ

ズ

月
隈

ス
ピ
ー 。 ‐
帥

枷
１ 。 。
価

「

２．

一３ ２

（
大

）

石
寄

―

永

吉

（
月
）
白

垣

大

―

樋

之

口

▽

三

塁

打

永

吉

（
大

）
白

垣

大

（
月
）

▽

二
塁

打

鳥

羽

（
月

）

機
騨̈
締̈
一輔
辮

:11ま饉_I■ il‐二:
【東箱崎 ドルフィンズ 。長住少年野球部】長住一回 1死二

塁、古川投手が中前適時打を放つ

◇
福

岡
少

年

野
球

連
盟
第

９
回

理

事

長

旗

争

奪

少

年

野

球

大

会

（
２２

日

・
雁

の
巣

レ
ク

リ

エ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ

ー
）
＝

毎

日
新

聞
社

後
援▽
２
回
戦

　

原
北

ウ
イ

ン
グ

ス

少
年
野
球
ク

ラ
フ
８
１

１
宮
竹
少

年
野
球

ク

ラ
ブ

、
菖

松

少
年
野
球

ク

ラ

フ

３

１

２

三

宅

プ

レ

ー

プ

ス
、
金
山

チ

ャ
レ

ン
ジ

ャ
ー
ズ
少

年
野
球
部

Ｈ
１
３

壱
岐

南
少
年

野

球

ク

ラ
フ
、
大

原

ボ
ー
イ

ズ
７
１

０
星

の
原

ス
タ
ー

ズ
少
年

野
球

部

▽
準
々
決

勝

　

原
北

ウ
イ

ン
グ

ス
少
年
野
球

ク

ラ

フ
ー９
‐

５
笛
松

少
年

野
球

ク

ラ
ブ

、
金
山

チ

ャ
レ

ン
ジ

ャ
ー
ズ
少

年

野
球

部

１
１

０

小
笹
少

年
野
球

ク

ラ
フ

、
大

原
ボ

ー

イ

ズ

６

１

３

長

住

少

年

野

球

部
、
油
山
少
年

野
球

部

４
１

１
長

丘

フ

ァ
イ
タ

ー
ズ

原
北
”ン
ルタ
″

月
隈
ス
ピ
ー 。 。
口
ｍ
嫡
価
枷

０ 。
一〇 ２

（
原
）
本
村
―
野
村

（月
）
白
垣

大
―
樋
之

口
▽
二
塁
打

本
村

（原
）
鳥
羽

（月
）



福
少
ち
び

っ
子
少
年
野
球
開
幕地

少
年
野
球
部
の
槍
崎
得

人
選
手
が

「大
好
き
な
野

．　　　　　　　　　・　　　　、一一一一一一 球
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝

し
、　
一
生
懸
命
に
戦
い
ま

す
」
と
大
き
な
声
で
選
手

宣
誓
し
、
会
場
か
ら
拍
手

が
湧
い
た
。

※
試
合
結
果
は
後
日
掲

載
し
ま
す
。

閣
チ
ー
ム
が
熱
戦
展
開

福
岡
少
年
野
球
連
盟
の

第
５
回
ち
び

っ
子
少
年
野

球
大
会

（
毎
日
新
間
社
後

援
）
が
１０
月
２９
日
、
東
区

の
雁
の
巣
レ
ク
リ

エ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
始
ま

っ

た
。
同
連
盟
所
属
２０
チ
ー

ム
の
小
学
４
年
生
以
下
が

参
加
。
初
日
は
予
選
リ
ー

グ
‐５
試
合
が
あ
り
、
選
手

た
ち
は
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
保
護
者
ら
の
前
で

披
露
し
て
い
た
。

初優勝を飾 り笑顔 を見せる大原ボーイズの選手 たち

大
原
ボ
ー
イ
ズ
初
Ｖ
繹
霧

福
岡
少
年
野
球
運
盟
の

第
９
回
理
事
長
旗
争
奪
少

年
野
球
大
会

（毎
日
新
聞

社
後
援
）
は
３
日
、
東
区

の
雁
の
巣
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
準
決
勝

２

試
合

と
決

勝

が

あ

っ

た
。
決
勝
は
大
原
ボ
ー
イ

ズ
が
金
山
チ
ャ
レ
ン
ジ

ャ

ー
ズ
少
年
野
球
部
を
９
１

４
で
破
り
、
初
優
勝
を
飾

っ
た
。
３
位
は
原
北
ウ
イ

ン
グ
ス
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

と
油
山
少
年
野
球
部
だ

っ

た
。決

勝
は
、
大
原
が
Ｈ
安

打
を
放
ち
快
勝
し
た
。

一

回
１
死
満
塁
か
ら
石
寄
晴

大
投
手
の
左
前
適
時
打
で

先
制
。
二
回
は
永
吉
啓
人

主
将
、
田
中
公
康
選
手
の

連
続
二
塁
打
な
ど
打
者

一

巡
の
攻
撃
で
３
点
を
奪
い

試
合
を
決
め
た
。

大

原

の
永

吉
主

将

は

「自
信
を
持

っ
て
戦
え
た
。

ベ
ン
チ
が
盛
り
上
が
り
、

チ
ー
ム

一
丸
に
な
れ
た
こ

と
が
う
れ
し
か

っ
た
」
。

浅
尾
洋

一
監
督
は

「今
大

会
は
走
攻
守
と
も
に
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
て
く
れ

て
選
手

に
感
謝
し

て
い

る
」
と
喜
ん
で
い
た
。

試
合
結

果
は
次
の
通
り
。

▽
準
決
勝

原

北

ウ

イ

ン

グ

ス

少

年

野

球

ク

ラ

フ

０ 。

０ 。

０ 。

０ 。
１ 。
０ 。

爛

一１ 。

金
山

チ

ャ
レ

ン
ジ

ャ
ー
ズ

少

年

野

球

部

（
原
）
今

泉
―

野
村

（
金

）
山
内

―

三
角

油
山

少
年
野
球

部
０ 。

１ 。

１ 。

１ 。
２ 。
Ｈ

一６ ‐

大

原

ボ

ー

イ

ズ

（油

）

平
岡
晴

―

石
丼
敦

（大
）

岩

寄

―

永

吉

▽

三

塁

打

永

吉

（
大

）

▽

二
塁

打

　
坂
木

、
石
井

敦

（
油

）
中
島
、
永

吉
、
堺

（
大
）

▽
決

勝

大

原

ボ

ー

イ

ズ

・ ２

・ ３

０ ０

０ １
２ 。
０ ２

０ １

一４ ９

金
山

チ

ャ
レ
ン
ジ

ャ
ー
ズ

少

年

野

球

部

（大
）
永
吉
、
岩
寄
―
田
中
、

永
吉

（金
）
山
内
、
房
前
―
三
角

▽
三
塁
打

福
田
祐
、
猪
野

（金
）
▽
二
塁
打

永
吉
、
田

中

（大
）



・振
・柱
・抄
・年
‥‥‥‥‥‐に
・優
・勝
〓旗

舗
踪
銀

準
Ｖ
東
箱
崎
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ

福
岡
少
年
野
球
連
盟
の

リ

ー
グ

戦

閉
幕

式

が

１２

日
、
東
区
の
雁
の
巣
レ
ク

リ
エ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
あ

っ
た
。
連
盟
所
属
２０

チ
ー
ム
約
６
０
０
人
が
参

加
し
た
。

リ
ー
グ
戦
は
４
月
に
開

幕
、
２０
チ
ー
ム
が
１０
月
ま

で
総
当
た
り
方
式
で
熱
戦

を
展
開
。
長
住
少
年
野
球

部
が
２
年
ぶ
り
７
回
目
の

優
勝
を
飾

っ
た
。

式
で
は
凌
國
雄

。
連
盟

理
事
長
か
ら
長
住
少
年
野

球
部
に
優
勝
旗
な
ど
が
、

準
優
勝
の
東
箱
崎
ド
ル
フ

ィ
ン
ズ
、
３
位
の
小
笹
少

年
野
球
ク
ラ
ブ
▽
原
北
ウ

イ
ン
グ
ス
少
年
野
球
ク
ラ

プ
に
は
盾
な
ど
が
贈
ら
れ

た
。凌

理
事
長
は

「好
き
な

野
球
が
で
き
た
の
は
家
族

の
お
陰
。
感
謝
の
心
を
持

っ
て
こ
れ
か
ら
も
体
を
鍛

え
、
学
問
を
怠
る
こ
と
な

く
進
学
し
て
く
だ
さ
い
」

と
選
手
に
エ
ー
ル
を
送

っ

た
。
こ
の
後
、
上
位
チ
ー

ム
は
父
母
ら
の
温
か
い
拍

手
を
浴
び
て
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
を
１
周
し
た
。

長
住
の
林
隼
平
主
将
は

「リ
ー
グ
中
盤
で
優
勝

ヘ

の

思

い
が

一
つ
に
な

っ

た
。
目
標
の
リ
ー
グ
優
勝

が
で
き
て
と
で
も
う
れ
し

い
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

◇
福
岡
少
年
野
球
連
盟
リ
ー
ク

戦

（６
日

・
香
椎
浜
南
公
園
）
＝

毎
日
新
聞
社
後
援

笛

松

少

年

野

球

ク

ラ

フ

星
の
原
ス
タ
ー
勅
姉
輸
轄
鰐
響
３‐

（菖
）
倉
岡
、
原
将
―
中
岡

（星
）

清
水
、
山
中
―
山
中
、
清
水
▽
二

塁
打
　
清
水

（星
）

笛
松
少
年
野
球
ク
ラ
フ

三

宅

ブ

レ

ー 。。
理

型

製
２。
約
一３２

（笛
）
倉
岡
―
中
岡
釜

し
竹
田
、
徳

題
―
平
川
▽
二
塁
打
　
平
川
舎
し

あ
わ
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
∩

忠 襲 二 :上
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厠
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2011年度福岡少年野球連盟 リーグ戦成績表  (全日程終了)

リーグ優勝を飾 つた長住少年野球部の選手たち

油

山

壱
岐
南

大

原

/」ヽ

笹

杏

椎

香
椎
浜

金

山

城

南

月

隈

長
　
丘

長
　
住

富
　
松

原
　
北

樋
井
川

東
箱
崎

別
　
府

星
の
原

宮
　
竹

〓
一　
宅

若
　
久
勝   敗 順 位

油  山 ※ 〇 〇 ● ● 〇 ● 〇 ○ ● ● ○ ○ ○ ● 〇 〇 ● 〇 〇 12勝 7敗 8位
壱岐南 ● ※ ● ● ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● 〇 ○ 4勝 15敗 17も立
大 原 ● 〇 ※ 〇 〇 ● 〇 ● ● ● 〇 ● 〇 ● 〇 〇 ● ○ 〇 H勝 8敗 9位
/」  ヽ 笹 〇 〇 ● ※ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 ● ○ 〇 〇 15勝 4敗 3位
香  椎 〇 〇 ● ● ※ ○ ○ 〇 ○ ○ ● ○ ● ○ ● 〇 〇 ○ ○ 〇 14855炉次 5位
香椎 浜 ● ● ● ● ● ※ ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 2勝 17敗 18も立
金  山 〇 〇 〇 ● ● 〇 ※ ○ 〇 ○ ● 〇 ● ● ● 〇 〇 ○ 〇 〇 13鵬,6F皮 6位
城 南 ● ○ ● ● ● ● ● ※ ○ ○ ● ○ ● ● ● ● 〇 ● ● 〇 6勝 13敗 14も立
月  隈 ● 〇 ○ ● ● 〇 ● ● ※ ● ● 〇 ● 〇 ● ● 〇 ● 〇 〇 8勝 H敗 12も立
長  丘 〇 〇 〇 ● ● 〇 ● ● 〇 ※ ● 〇 ● 〇 ● ○ ○ ● ○ H勝 8敗 9位
長  住 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 18勝 1敗 14立
富  松 ● ○ ● ● ● 〇 ● ● ● ● ● ※ ● ● ● ● ● ● ● ● 2勝 17敗 18も立
展尺  ゴヒ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ● 〇 ※ ○ ● 〇 〇 ● 〇 15勝 4敗 3位
樋井川 ● 〇 ● ● 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 ● ※ ● ● 〇 ● ● 〇 7勝 12敗 13も立
東箱崎 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 ● ○ 〇 ○ ※ ○ 〇 〇 ○ ○ 18勝 1敗 2位
別   府 ● 〇 ● ● ● 〇 ● 〇 〇 ● ● 〇 ● 〇 ● ※ 〇 〇 ● 〇 9勝 10敗 11位
星の原 e ● ● 〇 ● 〇 ● ● ● ● ● 〇 ● ● ● ● ※ ● 〇 〇 5勝 14敗 166と
宮  竹 〇 〇 〇 ● ● 〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇 ○ 〇 ● ● 〇 ※ ○ 〇 13勝 6敗 6位
三  宅 ● ● ● ● ● ○ ● ○ ● G ● 〇 ● 〇 ● 〇 ● ● ※ 〇 6勝 13敗 14も立
若  久 ● 〇 ● ● 0 ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ※ 1勝 18敗 200こ






